
事 被 建 築

特 輯 記 事

皐 校 建 築 の 計 査
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率 校 建 築 の 強 度 計 算

各 都 市 皐 校 建 築 現 状

絡 に 関 し て

十 三 瑛

特 別 記 事

最 勝 院 五 重 塔

フd 日 俊 一 博 士

住 宅 記 事

我 が 家
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家
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民

子

校

建

築

の

根

底

を

な

す

卒

面

計

重

一

闘

を

網

羅

蒐

集

し

補

ふ

に

構

造

園

及

窯

呉

国

版

を

以

て

外

観

・

内

部

を

一

掃

し

て

高

金

を

期

し

た

り

、

建

築

家

並

に

教

育

家

の

向

学

校

計

重

に

就

て

の

好

指

導

書

た

ら

ん

設費二月二十五日

定

債

調i

志

旦

闘

大 阪 西 区 土 佐 堀

大 同 ピ ノ レ 72 5

電話土佐堀 4 2 6 5

振替口座大阪39975

税

- L .  

ノ、

章者

般

国国

本

文

:

-

-

A

大

阪

市

立

集

英

小

製

校

及

阿

久

賀

小

島
a

校

工

事

概

要

A

兵

庫

即

時

立

一

柳

戸

第

二

高

等

女

拳

校

工

事

俄

姿

A

火

阪

美

術

勝

校

工

硲

概

要

A

東

京

市

立

泰

明

小

製

校

及

同

千

代

田

小

製

校

工

事

概

要

等

々

圏

園

案

a
e

-

-

A

火

阪

市

立

晴

山

美

第

五

小

製

校

、

同

氏

岡

山

小

忠

一

役

、

岡

三

先

小

M

m

v

校

・

同

十

三

小

製

校

、

同

制

附

橋

第

五

小

惨

校

、

同

岨

附

矯

弟

六

小

皐

校

、

阿

古

市

小

桜

校

、

同

融

制

美

第

六

小

事

校

、

同

下

稿

島

小

祭

校

・

同

九

傑

第

一

小

製

校

.

同

東

商

業

経

校

、

同

天

王

寺

第

二

小

皐

校

、

田

川

越

第

二

小

製

校

(

大

阪

市

建

築

制

叫

)

企

大

阪

市

内

λ

他

地

英

小

製

校

、

同

h
m

質

小

接

校

(

宗

建

築

泌

務

所

〉

企

大

阪

府

立

天

王

寺

中

曲
学

校

、

同

十

三

高

等

女

同

学

校

(

火

阪

府

管

約

課

〉

企

大

阪

美

術

開

申

校

〈

伊

藤

正

文

氏

U

A

京

都

市

交

梅

屋

小

聞

学

校

、

同

施

池

小

町

平

校

、

同

柳

池

小

山

学

校

、

岡

修

徳

小

師

学

校

、

問

中

立

小

問

中

校

〈

京

都

市

笹

終

珠

U

A

京

都

帝

国

大

祭

密

集

部

病

環

察

研

究

室

、

向

山

市

閥

大

胆

干

物

理

製

教

中

宰

申

A

闘

酉

昼

製
e

院

(

グ

オ

l

リ

ス

建

築

事

務

所

)

企

東

京

市

立

泰

附

明

閃

小

血
製
干
校

、

同

千

代

間

小

率

校

、

同

常

袋

小

事

校

問

竹

芝

小

拳

校

、

官

明

治

第

て

第

二

小

製

校

、

同

京

都

小

製

校

、

同

明

正

小

路

・
校

(

東

京

市

建

築

制

叫

)

企

来

京

市

市

凶

火

祭

幽

書

館

・

同

市

川

凶

火

山

柏

戸

大

都

蛍

‘

岡

市

市

凶

大

皐

復

興

計

笠

鳥

州

地

問

、

同

法

文

級

品

楓

巾

甲

山

第

一

波

倣

同

法

文

縦

教

室

第

二

鋭

館

、

問

融市

院

耳

鼻

咽

喉

及

楚

形

外

科

病

案

、

同

榔

間

接

科

教

室

.

同

工

製

部

議

堂

及

各

教

室

、

同

工

等

部

列

ロ

山

室

、

同

物

迎

隼

敢

然

、

同

由

明

日

川

化

製

品

似

室

、

(

東

京

市

凶

大

祭

州

常

総

課

〉

A

京

市

川

市

間

科

大

媛

、

文

部

省

建

築

机

)

企

惜

明

暗

田

市

立

卒

幾

小

m
m

十

校

(

絞

漬

市

建

築

課

〉

容内

裁f豊

お 四

版版

。

医

六

O

頁

敷一
O

O

凸

真九
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舎

E 二

I=t 

別

項

掲

載

の

通

り

今

同

議

行

の

『

皐

校

建

築

園

集

』

は

日

本

建

築

協

曾

々

員

、

同

終

身

賛

助

員

、

同

特

別

賛

助

員

.

同

普

通

賛

助

員

の

方

々

へ

は

『

建

築

ε

枇

曾

』

臨

時

放

と

し

て

無

料

で

御

送

り

致

し

ま

す

、

他

は

定

債

で

襲

喪

致

し

ま

ず

か

ら

曾

員

諸

氏

御

知

友

の

方

へ

精

々

御

推

奨

を

願

び

ま

す

日

本

建

築

協

曾



『

建

築

主

吐

曾

』

昭

和

五

年

度

後

行

計

責

本

年

も

咋

年

通

り

に

各

月

披

雑

誌

の

記

事

特

輯

主

題

目

を

次

の

様

に

定

め

て

一

年

の

後

刊

計

董

を

樹

て

ま

し

た

。

昨

年

度

は

幸

ひ

篤

撃

者

諸

氏

三

全

曾

員

の

支

持

す

-

共

鳴

ご

を

得

て

順

調

に

進

み

一

般

大

衆

に

も

建

築

知

識

普

及

の

一

貰

を

奉

げ

得

ま

し

た

。

就

き

ま

し

て

は

本

年

も

各

月

の

主

題

目

中

御

造

詣

深

き

問

題

に

封

し

て

は

績

々

御

投

稿

下

さ

ら

ん

こ

ご

を

願

ひ

ま

す

。

山
口

問

編

輯

部

に

於

て

は

全

命

日

員

及

愛

議

者

諸

氏

の

絶

大

な

る

撃

援

ご

機

縫

ご

に

よ

り

ま

し

て

よ

り

よ

き

雑

誌

の

制

作

に

精

進

し

た

い

ご

思

ひ

ま

す

。

月

競

塾

校

3霊

築

A  

月

競

明

日

の

建

築

(

向

都

合

で

特

輯

題

目

は

前

後

す

る

と

と

あ

る

か

も

知

れ

ま

ん

強

め

御

諒

承

を

)

月

競

ホ

テ

ル

と

倶

楽

部

九

月

競

耐

震

耐

火

建

築

の

普

及

四

月

続

建

築

と

風

致

十

月

披

工

場

と

倉

庫

五

月

按

住

宅

の

様

式

・

装

飾

・

設

備

十

一

丹

続

銀

行

と

事

務

所

建

築

....._ 

/ 、

月

掠

短E

土

建

築

+

二

月

続

建

築

工

事

と

其

材

料

七

月

続

木

遁

建

築

の

将

来

月

5鹿

昭

和

五

年

建

築

大

観



本

誌

表

紙

懸

賞

闘

案

入

選

者

て

本

曾

御

依

嘱

の

強

て

募

集

中

の

昭

和

五

年

度

本

誌

表

紙

懸

賞

闘

案

は

容

任

員

ぎ

し

安 波 竹手扇

Ｑ ｾ ｛ 腰

府

住

イ

ー

武 悌

雄 夫 造

氏 氏 氏

A b  

吊

務

(

五

十

音

順

)

井

輯

れ

ま

し

た

。

諸

氏

の

御

審

査

に

依

っ

て

巌

選

の

結

果

左

の

諸

君

が

夫

々

入

選

ヨ

入

土

屋

宇

習

(

中
ホ木

ニユこ二

口

佳
村

日

s  芳

雄
選

(

一

名

)

北

直

堂

島

堂

ピ

Y

横

演

建

築

事

務

所

郎 作

(

三

名

)

兵

庫

牒

武

庫

郡

鳴

尾

村

西

ノ

口

勇

東

京

市

神

田

直

雄

能

町

寓

世

ホ

テ

Y

中

村

建

築

事

務

所

北

区

堂

島

.

堂

ピ

Y

竹

中

工

務

底

(

五

十

音

順

〉

曾

丘三

口

ニ

抜

リ

本

協

曾

細

則

第

九

伐

五

年

度

常

務

土

日

日

に

-

r

L

戸

い

会

小

白

河

プ

ん

ユ

=

n

主

記

常

務

主

詑

常

務

主主

計

常

務

編

輯

常

務

編

輯

常

務

昭

和

ノ

職

務

分

掌

亙

選

ノ

ノ

通

決

定

致

候

}II 井官!)井原問

陽誠願長太乙

枇

固

法

人

日

本

建

築

協

曾

坪岡
古

口篠本

古

口

K

]司

巳

皆

川

』

骨

リ

ゴ

J

4=

"

4

m

-
忍

寛

計

木

村

則

主

計

常

務

山

脇

友

三

郎

七良日

編

輯

常

務

治

柴

高

橋

主差

編

輯

常

務

入

松

本

儀

ハ

五

十

普

順

〉
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大

野

式

ｾ＠

y  

ヤ

''J 

タ

大

野

式

自

働

防

火

鎧

戸

命 合

irtt 資

大

野

式

大

野

式

大

野

工

場

周

紬

承

大

車事

子

入

車由

佳

野

式

縛

子

入

戸

車

防

火

大

野

式

廻

勝

袖

抵

抗

測

定

機

製

各

種

! 葎

μ c.、

用

取t

機

扉

作

殊

械

タ浸

4

f

E
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E

H

F

-

特

許

不

二

式

ザ

y

y
受

托

奴

責

ー
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建

築

ザ

」

一

粧

曾

第

十

三

一

韓

騨

鰍

日

突

(
巻

頭

柿

番

)

口

氏

-

w

h

ν

u

l

 

大

ブ4

τ
l
'
 

r

J

 

'

l

 

、J

J-
l

 

0)  

J 胃-

，' 7.、

鶴

J. し

栴

太

郎

;

・

(

五

)

υ〉

..--. 

巻

頭

";J 可

丘二

成

・

:

(

六

)

m 

- 歩J

怒

ヨ
I

M

a
s
H
H
 

特

開

倒

率

校

建

築

都

市

三

門

学

校

東

京

一

帝

悶

大

字

復

興

建

築

に

就

て

:

:

:

:

:

清

水

l

紳

戸

市

平

校

建

築

の

方

針

:

j

i

-
-

:

:

・:

横

尾

寸

大

阪

市

小

平

校

之

官

の

賀

状

ふ

さ

一

則

査

の

大

要

-

j

i

-

-

-

:

山

口

同

士

同

室

T

桜

滋

市

の

小

平

校

建

築

:

:

鳥

海

他

部

・

(

一

九

)

丁

大

阪

市

に

於

げ

る

小

m

学

校

の

庭

園

に

就

て

・

・

奥

野

孝

治

(

三

)

ア

幼

税

図

会

に

就

て

:

山

口

川

土

問

主

一

・:

(
ニ
コ
一
)

T

m
学

校

建

築

に

必

.

裂

な

る

附

帯

設

備

・

:

:

:

楠

瀬

激

(
三

一)

ア

大

阪

市

小

早

校

用

品

規

格

統

一

に

就

て

・

・

:

(

呈

)

校

会合:
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・a

・、川

a

e

，a

仇

H

三

郎

:

人

七

)

霊 感

カn 大

藤 倉

長

口

古

口

:

八

九

)

手エ

重
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倣

出

ム
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丁

小

島

e

校

建

築

魂

場

:

・

・

:

;

・

大

野

「

紙

一

政

小

学

校

建

築

桃

活

強

度

計

算

の

概

要

:

:

:

・

:

:

川

」

a
r
u

配

h

u

最一
一
挙
一

士

一

記

一

回
{
モ
一

国

会

占

国

の

直

卒

・

:

(

問

式

)

口

一
一
f

・

(

問

入

}

勝

五

重

塔

:

・

工

皐

博

士

天

沼

一
:
・
(
市

イ変

荒 我

1) ;;. 

家

:

・

:

:

-

j

i

-

-

竹

腰

健

造

・

:

(

入

一

)

家

・

・

:

・

:

:

:

:

:

石

川

禎

一

郎

:

・

(

色

壁=

の

本 木

誌 誌

協 昭
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特 特

附

録
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同

日

繕

図

際

紛

建

築

集

:

・

:

j

i

-

-

・:

i

h
-

-

:

:

:

j

i

-

-

:

:

(
五

U

京

阪

納

付

繍

建

築

集

・

:

:

:

-

J

r

・-
-
j

i

-

-

-

j

i

-

-
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:

:

(

一

宅

)

報

:

j
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-
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:
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:

j
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-

-
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:

:

:

:

(

五
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本

誌

康

告

目

次

-

-

j
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-

-
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:

:

:

:

j

i
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・

(

氏

支

)
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潟 お

異 呉

京

都

帝

国

大

皐

東

山

天

鵠

観

測
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:

:

:

j

i

-

-

:

つ

:

:

:

j

i

-

-
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・
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ハ

「

母

校

建

築

国

集
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( XI l I )  合量土と築建

現

時

の

経

情

困

難

の

秋

に

腐

っ

て

民

政

者

は

例

論

一

般

に

完

究

の

節

約

、

産

業

の

合

理

化

共

他

一

般

施

設

の

合

理

的

整

備

や

計

り

、

国

家

百

年

の

大

計

を

霊

策

す

る

王

は

正

に

閤

民

の

取

る

べ

き

常

道

に

し

て

他

K

道

あ

る

友

し

。

而

し

て

此

大

計

の

樹

立

途

行

K

首

聞

し

て

は

質

に

耐

忍

の

大

努

力

を

要

す

る

左

勿

論

な

り

。

然

る

に

我

園

民

の

性

格

と

し

て

動

も

す

れ

ば

抑

位

浮

遊

K

流

れ

易

〈

、

耐

忍

の

気

慨

に

乏

し

く

、

一事

に

首

わ

て

堅

忍

不

抜

能

く

晩

成

を

期

す

る

の

気

風

足

ら

.さ

る

は

徒

に

園

民

性

の

火

陥

な

り

と

す

。

見

よ

彼

の

澗

逸

の

如

き

国

家

一

致

の

努

力

-
h

効

た

く

惨

た

る

戦

敗

ω
結

果

、

重

大

・

な

る

賠

償

の

責

任

を

頁

ひ

乍

ら

能

〈

共

他

の

威

服

一
に

も

堪

へ

つ

L

産

業

の

殻

樟

進

展

に

園

民

一

致

の

努

力

を

放

し

、

戦

後

米

だ

数

年

な

ら

や

し

て

今

日

は

既

に

世

界

の

経

漕

戟

に

選

進

し

、

経

済

的

に

腕

刑

に

術

界

を

盤

服

せ

ん

と

し

つ

L

あ

る

を

。

斯

の

如

き

は

質

に

上

下

一

致

の

耐

忍

労

力

の

結

果

友

る

互

は

一
一
=
n

を

候

た

ざ

る

な

り

。

我

園

往

時

封

建

時

代

に

於

て

は

、

士

農

工

商

の

別

は

あ

れ

・ご

込

所

謂

武

士

遁

の

意

気

は

士

の

本

領

な

る

と

北

ハ

に

叉

農

工

商

各

階

組

問

K

於

て

も

共

意

気

自

ら

相

通

じ

全

般

的

に

活

気

航

溢

せ

る

を

認

め

得

し

・

な

り

。

共

後

西

洋

文

物

の

流

入

に

よ

り

取

長

捨

短

の

撰

躍

を

誤

る

王

多

く

、

終

κ
思

想

上

に

も

容

易

た

ら

ざ

る

潮

流

を

混

入

す

る

の

危

機

に

直

商

し

七

る

の

感

ぁ

，
る

は

、

貨

に

寒

心

に

堪

ヘ

ダ

』

る

次

第

な

り

。

と

の

時

に

首

り

一

日

も

早

〈

、

根

本

的

に

閤

民

の

堅

官

不

携

な

る

武

士

道

的

精

神

を

絹

養

す

る

に

非

，

き

れ

ば

、

将

来

の

事

叉

想

像

す

る

に

難

か

ら

子

。
然

り

突

、

而

し

て

竪

賀

不

能

の

精

神

を

漏

養

す

る

に

は

、

第

二

閤

民

た

る

児

童

の

教

育

養

成

に

倹

つ

の

外

K

道

あ

る

な

し

ゅ

言

ふ

迄

も

な

く

M

童

の

志

操

は

一

段

柔

正

邪

の

何

れ

に

就

く

も

唯

共

指

導

に

凶

る

ξ

は

.

恰

も

水

の

方

回

の

器

に

従

ふ

が

如

き

も

の

な

り

。

放

に

此

将

来

に

於

て

国

家

を

托

す

べ

き

小

閑

民

の

術

生

的

及

思

想

的

養

成

は

一

日

も

症

に

百

年

不

易

の

敬

育

方

針

を

確

な

し

、

共

目

的

を

達

成

す

る

を

以

て

念

務

中

の

念

務

-

な

り

と

す

。

是

が

鴛

に

は

先

以

て

児

童

自

ら

其

意

志

を

竪

質

強

同

友

ら

し

む

る

の

意

味

・

を

含

有

す

る

校

舎

を

整

備

し

、

児

童

を

し

て

自

ら

身

を

安

聞

の

位

世

K

置

き

以

て

堅

忍

不

抜

の

意

気

を

醸

成

せ

し

め

、

而

し

て

所

謂

思

想

善

導

を

加

ふ

ぺ

き

も

の

な

り

と

す

。

愛

に

我

日

本

建

築

協

舎

が

共

使

命

と

す

る

枇

合

奉

仕

の

一

端

と

し

て

、

共

機

関

誌

上

に

各

勝一

・

校

々

合

の

設

計

、

設

備

を

掲

載

す

る

は

正

に

機

宜

に

泊

し

た

る

も

の

と

信

子

。

向

此

機

命

u

k

一

言

す

べ

き

は

、

近

頃

一

部

智

識

階

級

に

於

て

、

感

校

建

築

に

首

り

競

て

錨

筋

『

コ

ン

ク

リ

ー

ト

』

越

な

る

立

汲

な

る

建

築

を

遂

行

す

る

は

質

得

の

極

な

り

と

評

す

る

も

の

あ

る

は

遺

憾

友

り

。

勿

論

校

舎

の

建

設

に

蛍

め

無

盆

の

装

飾

的

設

備

等

を

施

す

が

如

き

は

越

く

べ

き

事

な

る

は

世

然

な

れ

も

ど

も

、

志

操

養

成

の

基

礎

と

も

云

ふ

べ

き

堅

牢

な

る

構

治

法

を

川

ひ

、

質

質

な

る

設

備

を

・な

し

て

我

国

特

有

の

震

火

災

の

如

き

災

害

に

耐

へ

.

一

朝

災

厄

の

場

合

に

遭

遇

す

る

も

一

日

も

共

教

育

を

麿

す

る

王

な

か

ら

し

む

る

王

を

期

す

べ

き

も

の

な

り

と

す

。

(
五

、

一

.

二

九

)

6  
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挙

校

建

築

偶

戚

一

般

勝

校

建

築

の

完

備

は

近

代

枇

舎

に

於

け

る

一

つ

の

特

徴

で

あ

る

さ

忠

ふ

U

一

般

の

教

育

、

特

に

小

早

校

及

び

中

等

程

度

の

製

品

川

教

育

云

は

ピ

成

人

数

養

が

益

々

重

ん

じ

ら

れ

て

之

に

劃

す

る

施

設

が

祉

合

一

般

の

注

目

の

的

三

友

る

こ

と

は

枇

舎

的

に

見

て

極

め

て

有

意

義

友

こ

さ

L

思

は

れ

る

。

近

来

小

製

校

の

建

築

が

一

つ

の

流

行

?

の

様

に

改

築

さ

れ

叉

新

築

さ

れ

る

c

一

部

の

人

々

は

質

津

だ

不

必

要

だ

さ

非

難

を

向

け

ら

れ

る

が

、

そ

れ

が

単

に

一

つ

の

流

行

を

迫

ふ

様

友

気

持

か

ら

外

形

の

傷

容

ぞ

誇

る

た

め

に

せ

ら

れ

る

か

、

叉

は

無

智

夜

道

楽

祭

か

ら

ゐ

祭

り

騒

ぎ

式

に

な

さ

れ

る

怠

れ

ば

い

ざ

し

ら

宇

内

容

の

充

貨

が

新

し

い

外

形

を

要

求

す

る

様

に

教

育

機

能

上

の

必

然

的

要

求

か

ら

-

没

さ

れ

る

左

れ

ば

と

の

非

難

は

首

ら

な

大

ｎｾ＠

ノ色、

周

い

の

み

か

山

中

ろ

今

回

一

位

合

の

焦

眉

の

念

を

要

す

る

事

柄

で

あ

る

と

云

ふ

も

過

言

で

は

な

い

。

之

に

到

し

て

一

部

の

建

築

家

は

絶

え

宇

皐

校

挫

築

に

就

て

珠

算

の

不

足

を

歎

じ

て

事

校

建

築

三

い

へ

ば

極

め

て

低

級

友

も

の

L

一

つ

で

あ

る

か

の

様

に

思

っ

て

ゐ

る

建

築

家

も

砂

く

な

い

。

何

か

と

云

へ

ば

す

ぐ

珠

算

が

足

り

友

か

っ

た

の

で

思

ふ

践

に

出

来

な

か

っ

た

と

い

ふ

聾

を

聞

く

ο

之

の

歎

聾

は

決

し

て

無

理

で

は

な

い

場

合

も

あ

る

。

け

れ

ど

も

多

く

の

場

合

控

築

家

の

主

観

的

友

外

翻

上

の

装

飾

上

の

要

求

を

満

さ

れ

た

か

っ

た

と

さ

の

歎

聾

に

堕

し

て

は

ゐ

な

い

か

を

疑

ふ
。

特

殊 患

の 校

建 建

築 築 <>

法 に

が (

あ 製

る 純

理 建

で 築

は さ

な い

い つ

が て

)

無

駄

な

装

飾

や

ロ

マ

ン

チ

ッ

ク

な

外

視

を

興

へ

る

必

要

が

何

底

に

あ

ら

う

。

児

童

を

針

象

と

す

る

か

ら

と

い

っ

て

児

童

ら

し

装

飾

を

つ

け

る

背

景

が

・

ど

れ

だ

け

教

育

の

本

質

と

閥

り

が

あ

る

か
。

そ

れ

が

出

来

た

か

っ

仁

か

ら

と

い

っ

て

月

十

校

建

築

の

慣

値

を

云

々

す

る

理

由

は

全

然

な

い

。

教

室

に

は

充

分

の

光

線

を

と

る

た

め

時
一
一

っ

ぱ

い

の

窓

を

取

り

仁

い

も

の

で

あ

る

。

叉

暗

室

や

馬

民

家

…
友

ど

窓

の

市

町

ら

な

い

場

所

も

あ

る

。

そ

れ

を

そ

の

よ

L

表

せ

ば

よ

い

で

は

な

い

か

a

外

相

上

の

都

合

か

ら

小

さ

い

窓

を

抜

ペ

た

り

・

窓

の

不

要

な

個

所

に

窓

の

型

だ

け

の

凹

所

を

造

っ

た

h

り

す

る

と

と

の

無

駄

さ

に

は

賛

成

で

き

ぬ

。

窓

は

同

品

川

で

充

分

機

能

生

環

揮

す

る

。

問

く

し

た

り

.

尖

頭

聞

に

し

た

り

.

三

角

に

し

た

り

す

る

必

要

は

な

いv

。

四

角

が

一

蒋

工

費

も

安

く

施

工

も

簡

単

で

る

る

。

入

口

に

石

を

張

り

付

け

た

り

、

難

し

い

形

を

し

た

り

彫

物

を

施

し

た

り

し

て

然

も

能

率

の

語

い

電

燈

務

具

ぞ

付

け

て

工

費

が

足

わ

な

い

と

か

と

つ

の

は

畢

校

建

築

の

本

来

を

誤

っ

て

ゐ

は

し

友

い

だ

ら

ろ

か

。

壁

の

形

K

し

ろ

色

に

し

ろ

簡

単

明

朗

で

不

要

な

凹

突

た

ど

全

く

挫

け

た

も

の

が

よ

い

、

色

も

兇

竜

の

心

理

倣

態

を

考

服

し

て

明

る

い

而

も

落

着

い

た

も

の

が

よ

い

と

忠

ふ

J

。

こ

う

ゅ

う

外

観

上

の

黙

に

な

る

と

建

築

家

は

絶

え

や

注

文

者

の

意

志

に

よ

っ

て

制

肘

さ

れ

る

場

合

が

よ

く

あ

る

。

新

る

場

合

K

は

充

分

に

誤

っ

た

考

へ

を

指

摘

し

最

も

本

質

的

な

も

の

を

明

か

に

し

之

に

就

か

し

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

ト

。

最

も

民

商

目

な

本

質

的

な

も

の

に

は

誰

れ

し

d

h

抗

す

る

と

三

は

で

き

な

い

か

ら

で

あ

る

。

素

人

の

い

ふ

言

葉

の

中

に

は

無

意

識

乍

r

同

一

一

間

叉

極

め

て

軍

要

な

吾

々

を

指

導

す

る

に

足

る

事

柄

が

含

ま

'れ

る

こ

と

も

あ

る

。

官

て

或

入

が

建

築

の

専

門

家

は

ど

う

も

外

観

の

感

じ

が

ど

う

と

か

ば

か

り

考

へ

て

在

際

上

の

必

要

な

要

求

を

充

分

満

た

し

て

呉

れ

な

い

で

困

る

と

い

っ

た

の

を

聞

い

た

こ

さ

が

あ

る

。

と

れ

な

ど

は

明

か

K

建

築

家

の

建

築

勝

袋

に

資

す

べ

き

事

で

あ

る

と

思

ふ

。

要

す

る

に

謬

校

建

築

は

全

の

墜

校

教

育

機

能

上

の

要

求

を

完

壁

な

ま

で

K

充

足

す

れ

ば

足

り

る

の

で

あ

っ

て

そ

れ

以

外

に

た

さ

へ

工

費

K

於

て

充

分

の

徐

裕

あ

り

と

も

無

駄

な

監

物

を

附

加

す

可

き

で

は

な

い

さ

忠

ふ

。

7  
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。.

計

撃

上

根

本

の

問

題

は

外

観

よ

り

も

設

備

よ

り

も

先

つ

卒

面

計

垂

で

あ

る

。

先

づ

室

の

用

途

に

肱

じ

て

重

光

搾

取

の

闘

係

か

ら

そ

の

方

角

を

充

分

に

阿

筑

し

、

所

要

の

時

間

に

於

て

光

線

を

充

分

に

取

入

れ

る

と

と

L

換

気

街

生

の

問

題

を

考

へ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

窓

は

と

の

魚

め

に

の

み

充

分

に

大

き

く

腕

く

、

入

口

な

ど

も

多

敢

の

見

訟

の

川

入

の

た

め

に

向

来

る

限

め

腕

く

せ

ね

ば

な

ら

な

い

。

屯

服

部

具

ゃ

、

机

、

椅

子

な

ど

も

間

索

、

消

潔

丈

夫

を

第

一

に

し

挨

が

に

ま

っ

た

り

.

す

ぐ

段

れ

大

h

り

す

る

も

の

は

だ

め

で

あ

る

。

す

べ

て

が

能

探

知

一

仁

る

を

要

す

る

。

と

の

た

め

m，
M

処

築

は

工

場

の

や

ろ

に

な

る

で

は

な

い

か

三

一
五

ふ

人

が

あ

る

か

も

し

れ

ぬ

、

し

か

し

そ

れ

で

充

分

で

あ

ろ

o

m

校

は

問

中

凶

住

柴

・

こ

い

ふ

特

殊

の

迎

式

(

そ

ん

な

も

の

は

な

い

が

)

に

常

て

は

め

る

必

.要

は

少

し

も

な

く

、

事

校

の

機

能

を

充

分

-L

満

た

し

て

工

場

に

近

く

-

な

れ

ば

そ

の

工

場

、

」

そ

民

の

由

民

学

校

建

築

で

は

な

い

か

。

み

ろ

外

観

の

感

じ

を

一
五

々

せ

ん

よ

り

は

自

分

の

限

の

方

を

敬

育

す

べ

き

で

は

な

い

ド

か

。

工

場

が

充

分

に

そ

の

機

能

を

満

た

し

て

ゐ

る

の

に

.

均

十
肢

が

そ

の

機

能

を

充

分

に

満

た

す

ま

で

に

つ

ま

ら

な

い

第

二

義

的

姿

素

に

制

附

さ

れ

る

必

要

は

全

く

な

い

。

屋

根

は

陸

屋

根

に

し

尿

上

の

汚

れ

な

い

益

集

を

充

分

に

味

ひ

得

る

桜

花

し

、

且

つ

現

布

多

く

の

小

事

校

に

あ

る

様

に

危

険

防

止

の

た

め

に

周

閣

に

金

網

を

強

る

、

之

が

一

本

よ

い

。

共

他

室

内

の

一

音

響

の

問

題

u

山根

気

衛

生

の

川

題

‘

・同

域

抽

出

防

、

応

持

防

止

等

す

ぺ

て

建

築

家

と

し

て

者

ふ

可

・
40

E

要

な

問

題

が

多

い

。

が

す

べ

て

k

越

の

要

何

で

機

能

的

な

利

明

的

な

物

の

考

へ

方

を

必

要

と

す

ろ
。

A

J

則

の

暖

房

な

ど

は

部

被

器

具

を

取

拙

ふ

た

め

か

比

較

的

能

率

的

な

考

慮

々

施

し

て

ゐ

る

の

仁

建

築

の

み

が

抑

制

内

所

川

建

築

的

型

式

と

か

感

じ

な

ぎ

の

問

題

に

引

っ

か

L

っ

て

ゐ

る

告

は

な

い

。

桜

山

何

計

壷

の

問

題

は

建

築

家

が

市

ろ

素

人

の

曜

日刊

首

品

者

K

敬

へ

ら

れ

る

貼

の

多

U

と

・こ

を

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

c

工

炎

は

品

小

限

度

で

充

分

で

あ

る

J

同十

校

は

所

前

銀

行

や

商

人

的

と

は

異

な

る

。

し

か

し

そ

の

最

小

限

度

の

工

費

を

何

に

充

賞

す

る

か

に

察

特

建

築

設

計

の

如

何

が

分

れ

て

く

る

と

忠

ふ

。

無

駄

な

工

費

を

全

然

除

い

て

民

民

有

用

な

場

所

に

川

ひ

て

こ

そ

初

め

て

そ

の

工

費

が

生

き

て

く

る

の

で

は

な

い

か

J

設

備

の

問

題

が

そ

う

で

あ

る

。

叉

構

造

の

問

題

が

そ

う

で

あ

る

。

工

費

の

多

寡

に

よ

っ

て

建

築

の

債

値

が

左

右

さ

れ

る

の

で

は

な

い

。

<> 

最

後

K

御

真

影

米

安

所

に

就

て

一

言

ぜ

う

。

こ

の

穫

の

建

物

は

児

訟

に

崇

敬

の

念

を

抱

か

せ

る

た

め

に

恥

豆

慣

誌

な

外

相

を

保

ち

得

れ

ば

宥

分

で

あ

っ

て

、

今

日

の

多

く

の

小

墜

校

に

行

は

れ

て

ゐ

る

様

に

コ

ン

ク

リ

ー

ト

浩

を

以

て

府

似

風

や

僻

型

を

迫

り

出

す

と

と

に

は

賛

成

で

き

な

い

0

・試

は

オ

ー

ダ

ー

を

並

べ

た

り

洋

風

線

型

や

装

飾

を

施

す

な

も

ど

以

て

の

外

で

あ

る

。

コ

ン

ク

リ

ー

ト

迭

を

以

て

過

去

の

様

式

の

詐

り

多

い

踏

襲

を

事

と

す

る

は

単

に

児

主

に

不

可

解

な

感

念

を

強

い

る

に

過

ぎ

歩

前

a

ろ

内

部

の

換

気

‘

防

操

等

に

充

分

の

考

慮

を

施

し

、

外

形

は

簡

明

で

静

加

恥

重

な

る

気

分

を

表

現

し

自

ら

児

童

を

し

て

純

一

崇

高

の

信

企

や

抱

か

し

む

可

き

で

あ

る

。

思

ひ

付

く

ま

L

前

後

錯

雑

し

て

取

り

と

め

も

な

い

事

を

記

し

て

し

ま

っ

た

と

目

と

を

謝

す

。

8  
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都

市

ご

皐

校

計

童

近

代

の

都

市

計

飛

は

、

如

何

に

阪

汎

た

問

題

を

包

括

し

如

何

に

複

雑

な

性

質

を

持

っ

て

居

る

か

は

既

に

知

ら

れ

て

居

る

と

と

ろ

で

る

る

が

、

北

川

の

中

に

あ

っ

て

公

共

的

建

築

物

の

位

置

の

問

題

に

関

す

る

研

究

も

亦

等

閑

K

附

し

べ

か

ら

ざ

る

重

要

さ

を

持

っ

て

居

る

。

都

市

は

街

路

、

河

川

、

旗

揚

.

公

閑

.

建

築

等

の

集

合

で

る

っ

て

就

巾

街

路

は

品

目

で

る

め

建

築

物

は

肉

で

あ

っ

て

骨

肉

相

作

っ

て

始

め

て

完

全

を

友

す

と

訓

は

れ

て

居

る

が

、

今

日

の

欣

態

は

建

築

の

問

題

が

軽

枕

さ

れ

共

の

合

理

的

統

制

的

調

布

計

聾

の

匙

展

を

見

さ

る

は

甚

だ

遺

憾

と

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

就

中

山

炉

校

は

都

市

に

於

け

る

公

共

的

建

築

物

と

し

て

他

の

建

築

物

に

比

し

て

最

も

多

く

、

殊

に

近

来

耐

火

構

造

と

し

て

漸

次

改

築

せ

ら

る

L

に

官

つ

て

は

共

大

阪

府

都

市

計

垂

課

加

藤

ヨミェ

士

口

の

位

置

に

闘

し

恨

市

な

印

刷

究

ぞ

.

巾

ー

す

る

o

mふ

ま

で

も

な

く

附

問

中

校

は

共

の

枕

置

、

叫

例

法

及

設

仙

等

の

閥

係

が

.

直

ち

に

之

れ

に

牧

本

せ

ら

る

べ

き

。

量

d

人

は

早

生

の

精

一

脚

上

に

及

ぼ

す

影

一

明

日

が

英

一

だ

大

で

る

る

J

殊

に

花

時

の

如

く

人

口

b

集

中

と

交

通

機

闘

小

一

靴

鞍

混

凱

は

、

小

早

児

童

は

勿

論

中

蛇

一

寸

事

校

の

早

生

の

通

用

f

k

非

常

な

危

険

を

作

ふ

仁

烹

っ

た

の

で

あ

る

現

に

大

阪

に

於

て

は

堺

陥

に

於

け

る

自

動

車

三

電

車

の

変

雑

誌

一

し

く

全

辿

力

陀

て

疾

走

す

不

問

に

於

て

道

路

を

横

断

す

る

小

早

児

童

を

見

る

に

軍

一
っ

て

何

人

と

雌

も

そ

ω

仇

隙

た

現

以

に

恐

怖

せ

ざ

る

も

の

は

な

か

ら

う

υ

肱

米

に

於

て

も

電

車

・

、

鉱

泊

と

街

路

と

め

卒

而

交

火

花

依

る

自

動

車

の

事

故

は

そ

の

統

計

年

三

官

し

く

榊

加

し

・

米

閣

に

於

は

-
U

民

h

f
-

恕

け

て

と

の

日

間

交

通

事

故

減

少

に

血

山

に

な

っ

て

い

川

る

有

践

で

あ

る

。

我

が

図

に

於

て

も

従

来

唯

一

の

都

市

の

交

油

機

闘

と

し

て

調

法

が

ら

れ

た

電

車

も

今

や

市

内

K

於

て

は

脇

遂

の

以

態

で

、

自

動

車

交

通

の

震

建

し

た

た

め

に

続

々

事

故

の

哨

加

を

綿

糸

す

る

に

至

る

で

あ

ら

う

と

思

ふ

か

く

な

る

に

至

つ

て

は

交

誼

最

も

頻

繁

な

街

路

於

て

は

、

米

聞

に

於

け

る

如

く

共

の

椛

断

に

底

す

る

地

下

遁

を

設

け

延

い

て

小

早

児

訟

の

通

尽

に

便

す

る

の

迫

を

誹

宇

る

の

必

要

を

加

す

に

至

る

の

で

あ

る

、

と

れ

等

を

思

ひ

そ

れ

等

を

考

ふ

る

と

き

は

.

少

く

三

本

公

共

的

建

築

物

K

封

し

て

共

の

佐

世

に

闘

し

合

理

的

建

築

計

喪

を

製

す

る

。

換

言

す

れ

ば

共

の

建

築

物

の

枕

置

を

決

・

記

す

る

に

や

川

つ

て

は

.

諸

般

の

闘

係

及

将

米

の

影

辞

等

十

分

考

察

の

上

鹿

断

せ

ら

る

べ

き

も

の

で

る

る

と

忠

ふ

r

現

在

の

我

が

園

の

都

市

の

思

統

は

共

の

分

布

処

し

て

宜

し

き

を

得

て

居

る

や

存

や

は

別

と

し

て

、

約

一

米

都

市

計

量

に

於

け

る

血

・

校

計

帯

及

邸

・
鞍

稜

建

の

一

般

的

指

辿

の

参

考

と

も

な

る

さ

考

へ

る

が

欣

に

‘

共

の

例

と

し

て

大

阪

及

州

切

に

於

け

る

現

夜

の

欣

態

を

調

査

し

て

見

に

の

で

あ

る

u

然

し

な

が

ら

高

等

感

椅

及

専

門

験

校

以

上

の

取

校

は

、

北

ハ

の

都

市

の

地

方

色

に

依

り

呉

な

る

を

以

て

何

れ

の

都

市

に

も

北

ハ

泊

牲

を

訂

す

る

小

皐

校

及

中

等

皐

牧

K

就

て

調

有

を

話

し

た

。

と

の

調

作

.

陀

首

つ

て

は

可

及

的

多

く

の

都

市

民

就

℃

話

す

べ

き

で

あ

る

が

、

共

の

徐

耐

を

持

た

ざ

る

が

故

に

、

先

づ

人

口

二

百

数

十

階

を

有

す

る

犬

阪

の

大

都

市

と

人

口

十

級

官

内

な

る

隣

市

川

明

市

に

の

み

止

め

た

の

で

あ

る

‘

先

づ

大

阪

都

市

計

需

凶

域

内

に

於

け

る

撃

絞

分

布

の

朕

態

を

一

一廿

し

ゃ

う

。

次

頁

の

分

布

附

K

於

け

る

如

く

小

曲学

校

の

現

在

の

分

布

航

態

は

、

勝

十

較

と

風

一

-

校

三

の

距

離

一銭

市

に

於

て

は

凡

そ

四

分

の

一

哩

伎

で

あ

っ

て

、

郊

外

に

至

る

に

従

っ

て

共

の

度

を

哨

加

し

て

肘

る

‘

即

ち

半

開

よ

り

一

開

以

上

に

速

す

る

。

共

の

椛

出

に

至

っ

て

も

大

阪

市

内

の

小

早

校

は

事

同

統

一

に

閃

り

二

三

年

前

よ

り

標

準

規

絡

が

出

来

.

各

校

共

二

階

よ

り

四

階

じ

至

る

餓

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

堂

々

た

る

も

の

に

漸

次

改

者

せ

ら

れ

つ

L

あ

る

が

・

そ

の

枕

世

は

概

ね

現

紋

主

義

の

や

う

で

あ

る

。

山

形

校

計

聾

に

於

け

る

霊

知

は

緋

遣

の

堅

牢

な

る

の

必

要

は

勿

論

で

あ

る

が

、

枕

世

じ

就

て

は

史

K

一

段

の

考

究

を

要

- 9  
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す

る

。

撃

校

敷

地

と

し

て

は

元

よ

り

閑

静

に

し

て

健

康

地

・

な

る

と

と

ろ

.

周

聞

に

誘

惑

物

少

き

所

即

ち

附

近

に

勉

曲

学

上

支

障

を

来

す

べ

き

工

場

、

劇

場

、

寄

席

、

観

物

場

等

の

存

在

少

き

た

る

を

撰

ぶ

べ

き

で

あ

る

が

、

更

に

必

要

友

る

は

通

墜

に

便

利

な

る

と

と

で

あ

る
。

即

ち

息

十

校

令

計

山

品

川

す

る

に

首

つ

て

は

遁

撃

す

る

児

童

の

闘

係

を

傑

く

考

厳

し

、

飴

り

遠

き

距

離

よ

り

迫

感

せ

し

め

や

交

通

の

危

険

を

伴

は

ざ

る

位

置

に

遁

首

に

分

布

す

べ

き

で

あ

る

。

向

ほ

其

の

敷

地

耐

積

に

闘

し

て

は

住

築

構

造

共

他

に

同

っ

て

異

な

る

べ

き

も

余

の

調

査

し

た

る

も

の

を

掲

記

す

れ

ば

左

の

泊

り

で

あ

る

。

大

阪

都

市

計

議

匝

域

面

積

と

皐

椋

敷

地

面

積

と

の

比

率

小

準

校

数

地

面

積

都

市

計

童

区

域

商

談

実

-ー プマ. 、

ヨZ ニニ -t:: 

.:t lt ._ S  ｾ＠
。 跨 コ 函 坪

幅

岬

六
五
、

O

ニ
0

.

。
。
ι

謬

校

教

一

一

枝

首

敷

地

都

市

計

義

匝

城

両

積

ト

ノ

百

分

b

L

 

『

r

b

.  
2 王

アて

中

製

・

校

政

地

面

積

専

門

繕

校

以

上

ノ

敷

地

面

積

Cコ

三王 寸ゴ

、 、s

" " ブ t .

・:: ._ Tて プ ミ

==w:<s .s W 

F 巳

二円 三己

- .:1 ... 
. 1- " ' :  _ _  ...，... 

C 坪 ニ 乙卸

-
z  

一一

堺

都

市

計

議

匝

域

面

積

と

接

続

敷

地

面

積

さ

の

比

率

都

市

計

護

区

域

面

総

小

製

校

敷

地

面

積

坪

六

.
四J

一五、

0

0

0

陥

学

校

教

一

校

常

敷

地

都

市

計

聾

隠

域

面

積

ト

ノ

百

分

比

一 西

119 -

X 岬二正史

-

2

Z
】

区ヨ

豆王 E 亜

.  官 t ニユ

完 宕坪凡 き

ノ専

敷門

地 型住

而校

総以

ム

中

胤

平

校

数

地

面

積

更

に

之

れ

や

国

示

し

て

見

ゃ

う

。

(

昭

和

三

年

十

二

月

調

作

) • 

合

音「

ミ砂ミ

"" 
F、

三三 フ句

Eコ F、
七 九 時

ぷ』

ロ

計

万
八
、
=
一

五入
一
豆

造内荷動式面積1・物船面積トノ比較

" 母校ヲ

キ桝休司芳

牢明叫。》

0;0 

l 母 校 (1)1./0

中村域 06h

l 切

叉

大

阪

及

堺

都

市

計

垂

庖

域

内

小

副学

岐

に

於

け

る

児

竜

牧

容

人

員

の

調

査

を

一-
o

大

阪

都

市

計

霊

毘

域

内

一

堺

都

市

計

者

匝

域

内

一

校

即

ち

小

田

事

佼

一

僚

に

牧

山

併

せ

ら

る

L

見

意

敢

は

約

千

人

で

あ

る

。

而

し

て

之

れ

ぞ

都

市

匝

剖

匝

域

内

線

大

阪

都

市

計

霊

医

域

内

一

堺

都

市

計

聾

匝

域

内

一

一 区

一 西 域

莞 完 内

= 7 」 人

e 5 e 5 口

Cコ cコ

人

一• 

即

る

小

謬

児

童

数

は

匝

域

内

人

口

の

約

十

分

の

一

と

な

る

。

以

上

の

結

果

を

以

て

我

が

閣

の

都

市

に

於

け

る

感

校

計

査

の

世

帯

準

と

す

る

に

摘

記

す

る

。

抽

時

牧

内合

人

員

二
岨
一

、

哩

一

七

人

一

四

、

七

百

一

人

長

官

平

均

川

収

容

へ

員

一
、

O

四五

人

凡

さ

人

人

口

と

小

接

続

児

童

数

と

の

比

較

は

次

の

遁

り

で

あ

る

。

事

校

一 元 見

回 弓 2量

4J  Ej 数

主 二 伝

百

分

比

九

・

八

一
0

・

穴

で る は

今 あ f } 米

と ら 、 だ

れ う 共 調

を 。 の 査

J左 大 不

礎 制 充

と ' I ' 分

し 窺 な

て 知 る

壊 す は

校 る 勿

計 を 論

垂 得 で

に る あ

- 1 1 ー
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及

ぽ

ん

と

す

る

に

設

つ

τ

.
参

考

と

し

て

先

年

紐

育

を

中

心

と

す

る

地

方

計

聾

を

友

す

に

首

り

調

官

官

す

べ

き

事

項

と

し

て

製

校

計

聾

に

釘

す

る

標

準

と

し

て
、

コ

ロ

ン

ピ

ヤ

大

型

数

段

ジ

ョ

ー

ジ

・

デ

1

・

ス

ト

レ

l

ヤ

l

氏

及

エ

ヌ

・

エ

ル

・

エ

ン

グ

ル

ハ

ル

ト

氏

の

報

牛

肉

概

要

を

摘

錬

し

て

見

や

ろ

。

一

、

枕

置

と

距

離

一

小

製

校

児

童

は

遁

感

に

牛

聞

以

上

を

要

せ

し

め

ざ

る

と

と

ニ

ド

組

中

穆

生

は

共

山

に

交

通

機

闘

の

存

す

る

逼

境

K

在

る

場

合

を

除

き

通

常

一

…

刊

以

上

や

油

製

ぜ

し

め

ざ

る

こ

と

三

上

級

中

期

校

の

仕

置

は

交

通

機

闘

の

沿

線

に

在

。

E

つ

十

分

前

大

な

る

敷

地

を

有

す

可

き

と

さ

を

一

迎

撃

の

便

利

を

刷

る

と

さ

よ

り

も

正

大

友

る

要

件

と

し

て

と

れ

を

立

む

べ

き

と

さ

一
一

.

按

校

の

敷

地

一

小

慾

校

k

a

今

日

は

特

に

人

口

特

集

地

域

r

L

あ

る

も

の

を

除

い

て

は

共

の

敷

地

五

エ

ー

カ

ー

(

六

千

百

二

十

坪

)

叉

其

の

皐

級

大

・

な

る

と

と

ろ

に

於

て

も

生

徒

一

人

に

就

き

百

平

方

吠

の

場

所

の

準

備

を

一

巾

ー

す

る

、

人

口

術

集

地

域

K

於

て

は

睦

猟

場

及

遊

戯

庭

回

又

は

遊

蹴

室

に

劃

す

る

十

分

な

る

設

備

あ

る

と

と

二

下

級

中

拳

校

の

矯

め

に

は

共

の

敷

地

八

エ

ー

カ

ー

(

約

九

千

八

百

昨

)

以

k

た

る

べ

く

共

の

人

口

密

集

附

域

K

孜

る

も

の

は

同

じ

く

前

述

の

如

き

設

備

あ

る

べ

き

と

と

三

上

級

中

験

校

は

敷

地

十

二

ェ

I

カ

l

(

一

高

四

千

七

百

坪

)

に

し

て

特

K

，

桁

築

地

域

に

於

て

は

樟

傑

場

遊

戯

庭

嗣

及

遊

戯

J

5

K

就

て

特

別

の

仁

川

立

を

掛

ふ

べ

き

こ

と

小

山

の

如

き

人

口

斡

集

地

域

の

皐

校

建

築

物

の

位

置

は

公

凶

及

近

隣

遊

戯

場

等

の

利

川

を

も

考

慮

に

加

ふ

る

を

要

す

る

三

、

感

校

建

築

に

」

成

て

の

維

持

.
管

理

、

監

作

並

行

政

一

経

済

的

よ

り

と

れ

を

考

察

し

て

特

に

人

口

特

度

小

な

る

偏

挫

の

地

を

除

き

前

常

小

事

校

は

必

づ

一

一
十

四

思

級

以

上

を

草

枕

と

す

る

と

と

を

提

言

せ

ん

と

す

る

も

の

で

b

る

。

こ

の

単

位

は

随

意

乙

れ

を

増

加

し

作

る

も

の

で

あ

っ

て

世

人

の

見

る

所

よ

り

せ

ば

小

皐

校

は

六

十

按

級

を

有

す

る

も

の

と

僻

敢

て

大

K

過

ぐ

る

も

の

で

は

な

い

二

下

級

中

島

・

崎

は

牧

終

生

徒

数

千

二

百

名

以

下

を

棋

準

と

し

て

建

築

す

べ

か

ら

令

、

と

れ

を

千

五

百

名

乃

至

千

八

百

名

K

増

加

せ

ば

北

ハ

の

維

持

究

、

管

理

氏

、

行

政

究

を

節

約

す

る

を

作

べ

し

三

上

級

中

間

干

械

は

一

事

校

牧

容

生

徒

数

千

五

百

名

を

最

小

限

度

と

し

共

の

上

二

千

五

百

名

乃

至

三

千

名

に

柄

加

し

得

る

様

建

築

す

べ

き

で

あ

る

。

叉

遊

分

人

口

密

度

の

小

な

る

所

に

於

て

は

幼

稚

附

及

六

年

程

度

の

小

事

山

慨

を

世

き

他

に

と

の

下

級

上

級

小

山

母

校

を

設

世

す

る

方

法

h

T

一民

一
る

方

が

晶

に

便

利

が

多

い

事

も

考

へ

ら

れ

る

。

斯

の

如

く

す

れ

ば

六

年

程

一

成

の

中

間

学

校

は

幾

分

遠

隔

の

地

K

て

も

設

世

し

作

ら

れ

る

と

と

三

な

る

。

上

級

巾

m
r
校

が

僅

か

に

百

名

乃

至

六

百

名

位

の

生

徒

を

牧

谷

し

て

多

額

の

維

持

管

珂

費

友

要

す

る

事

よ

り

も

更

に

六

百

名

乃

至

千

二

百

名

位

の

生

徒

を

牧

容

し

て

誌

に

六

年

級

の

上

級

下

級

を

併

世

せ

る

中

山

中

崎

を

経

舟

管

理

す

る

方

法

を

係

り

作

る

と

と

と

友

る

凶

、

的

十

校

建

築

平

家

建

の

似

設

建

築

の

焼

却

合

を

除

き

総

て

耐

火

建

築

物

に

し

且

つ

時

築

物

内

に

設

備

の

控

更

を

・な

し

叉

改

造

す

る

に

少

舗

の

費

用

を

以

て

鴬

し

得

る

様

の

可

嬰

性

あ

り

弾

カ

性

あ

る

も

の

な

る

と

と

を

要

す

る
。

小

曲

学

校

乃

至

中

等

粍

皮

の

製

校

に

於

て

は

泊

例

生

徒

一

人

に

就

き

卒

面

的

に

は

十

八

平

方

択

、

立

方

的

に

は

二

百

立

方

択

の

場

所

を

川

立

し

窓

は

室

の

卒

商

標

準

の

二

十

乃

至

二

十

五

%

の

通

風

保

光

を

普

く

し

電

般

の

設

備

を

完

備

し

便

所

、

水

飲

場

、

洗

面

設

備

を

各

階

層

K

川

意

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

以

上

の

如

く

で

あ

る

が

、

と

れ

は

元

よ

り

我

が

閣

と

事

附

t

f

車

九

に

し

又

穆

校

の

組

織

に

於

て

も

呉

な

る

べ

き

を

以

て

、

直

ち

に

之

れ

を

採

る

を

得

さ

れ

ど

も

純

米

都

市

の

近

郊

に

於

け

る

土

地

区

割

整

理

設

計

等

に

治

っ

て

製

校

計

笠

を

な

す

に

便

す

る

で

あ

ら

う

と

思

ふ
。

勝

一

栄

都

市

に

於

け

る

曲学

院

計

垂

を

な

す

に

首

つ

て

は

向

幾

多

の

調

資

資

料

を

必

要

と

す

る

も

前

掲

の

調

査

と

基

準

と

を

資

料

と

し

て

之

れ

を

考

察

す

れ

ば

、

先

づ

語

感

純

悶

は

現

在

中

稲

部

商

業

地

域

に

在

る

小

拳

械

は

四

分

の

一

哩

牟

僅

枕

で

る

っ

て

そ

れ

に

隣

接

す

る

住

民

地

域

.

工

業

地

域

等

に

あ

る

も

の

は

二

分

の

一

哩

杭

で

あ

る

。

故

に

将

来

の

計

査

に

於

て

も

小

山

内

チ

怯

持

取

距

離

は

二

分

の

12 -
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一

哩

と

す

る

を

誼

首

と

認

め

ら

れ

る

。

又

中

等

接

続

に

在

っ

て

ほ

現

在

の

分

布

甚

し

く

不

規

則

な

る

も

之

れ

そ

二

哩

以

内

と

す

る

を

過

賞

と

思

ふ

。

而

し

て

共

の

敷

地

K

於

て

は

現

在

小

接

続

は

卒

均

千

四

百

坪

よ

り

千

六

百

伴

、

・

中

等

接

続

は

卒

均

三

千

昨

よ

り

六

千

昨

で

あ

る

。

其

の

枚

目

裕

人

員

は

現

在

小

事

校

に

あ

っ

て

一

校

卒

均

一

千

人

で

る

っ

て
、

大

阪

市

の

小

紘一

・
校

K

於

て

牧

容

力

の

犬

な

る

も

の

は

鶴

橋

第

四

小

織

校

の

三

千

人

を

首

さ

し

て

卒

野

・

尋

常

高

等

小

接

続

の

二

千

四

百

人

が

あ

る

。

中

等

製

校

K

於

け

る

収

容

人

員

は

米

制

作

で

あ

る

。

東

京

一

帝

園

大

準

復

興

建

築

に

就

て

大

正

十

二

年

九

円

一

目

的

関

東

大

民

災

の

た

め

に

、

本

大

墜

並

に

ト

平

感

所

属

の

各

所

に

於

け

る

多

数

の

母

築

物

も

、

償

法

、

境

失

、

或

は

損

傷

等

多

大

の

損

害

令

裳

り

た

る

と

と

は

、

慨

に

世

間

周

知

の

事

質

で

あ

り

ま

す

。

木

按

の

復

興

中

に

は

、

航

空

研

究

所

、

侍

染

病

研

女

所

.

植

物

聞

等

の

如

き

も

の

も

含

ま

れ

T

あ

り

ま

す

が

.

今

回

は

製

校

建

築

と

東

京

帝

岡

大

皐

技

師

清

水

幸

重

一
五

ふ

と

と

で

あ

る

さ

う

で

す

か

ら

、

間半

に

東

京

市

本

郷

所

仰

の

大

務

だ

け

に

闘

係

し

た

る

ζ

と

だ

け

を

申

し

ま

す

。

出

災

後

、

間

も

な

く

管

結

課

長

内

問

博

士

の

手

許

K

於

て

復

興

計

聾

築

が

立

て

ら

れ

、

一

方

復

興

脇

陣

算

も

遁

過

し

ま

し

た

の

で

、

此

計

聾

に

基

い

て

着

々

工

事

を

進

め

て

い

米

ま

し

た

、

目

下

の

所

で

は

昭

和

十

二

年

度

に

て

全

部

完

成

の

務

絞

舎

の

構

造

は

同

じ

く

凡

て

の

鞘

に

於

て

便

利

友

餓

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

た

る

を

-

裂

す

る

。

今

大

阪

市

を

始

め

と

し

て

各

都

市

に

於

け

る

都

市

計

地

区

域

内

佐

観

黙

す

れ

ば

、

腐

漠

た

る

川

野

あ

る

を

以

て

之

れ

等

が

漸

弐

都

市

計

霊

街

路

の

決

定

と

土

地

区

制

整

理

の

施

行

せ

ら

る

L

に

官

つ

定

で

あ

り

ま

す

。

此

復

興

計

華

民

就

て

製

貼

だ

り

を

小

し

ま

す

と

、

先

づ

敷

地

の

貼

で

は

.

大

事

の

市

側

に

隣

接

せ

る

前

田

候

爵

家

の

敵

地

を

、

大

勝

一・
の

駒

場

k

t

u

る

土

地

の

一

郎

と

交

換

し

て

取

入

れ

、

叉

北

側

の

第

一

・

両

等

製

校

の

敷

地
、

と

れ

d

h

大

撃

の

敷

地

と

し

て

使

用

し

得

る

や

う

に

略

k

決

定

し

、

共

他

一

部

の

土

地

の

協

張

な

ど

致

し

ま

し

た

か

ら

.

金

慌

で

約

十

六

前

向

昨

近

く

に

な

り

、

長

災

前

敷

地

の

約

冗

割

増

に

描

張

せ

ら

れ

た

る

と

と

に

な

り

ま

す

。

，

次

に

建

築

物

の

桃

浩

の

貼

を

申

し

ま

す

と

、

従

来

の

木

造

、

煉

五

趨

の

如

き

構

造

法

は

.

町

民

災

に

鑑

み

使

川

せ

き

る

と

と

L

し

、

耐

謀

、

耐

火

的

の

見

地

よ

り

見

て

最

も

優

秀

な

る

、

錨

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

構

造

に

よ

る

と

と

L

し

、

又

北

バ

階

教

の

如

き

も

・

土

地

利

用

上

共

他

の

て

之

れ

に

作

ひ

家

屋

及

人

口

の

増

加

を

見

、

従

っ

て

取

校

数

も

之

れ

に

随

作

し

て

榊

設

せ

ら

る

ぺ

き

は

明

か

な

る

を

以

て

‘

後

め

前

詑

の

如

4

6

基

準

を

以

て

今

日

に

於

て

統

一

的

思

統

計

霊

を

樹

立

し

将

来

K

備

ふ

る

と

と

ろ

友

く

な

ら

ぬ

と

思

ふ

コ

(

昭

和

五

・

一

・

二

五

)

附

が

を

考

慮

し

‘

特

妹

の

も

の

を

除

き

て

は

、

大

腿

地

下

室

附

コ

一

階

建

枕

を

M

M

準

と

し

て

属

り

ま

す

。

斯

様

κ
し

て

建

築

物

相

互

の

聞

に

相

官

の

間

隔

を

保

た

し

め

、

通

風

、

保

光

等

諸

崎

の

衛

生

的

見

地

よ

り

み

て

遺

憾

な

か

ら

し

む

る

と

同

時

に

、

又

一

一

聞

に

於

て

は

建

築

物

周

囲

の

帥

接

、

樹

木

花

升

等

の

柏

裁

を

も

行

ぴ

、

以

て

構

内

を

美

化

し

て

ゆ

く

と

云

ふ

と

と

を

も

相

官

考

慮

し

て

出

る

諜

で

す

。

次

に

建

築

物

の

配

世

を

烏

敵

国

K

就

き

由

・

し

ま

す

と

、

先

づ

炉

一
門

を

入

る

と

.

e
t
k

災

前

か

ら

る

る

大

き

な

銀

杏

並

木

の

あ

る

中

央

道

路

が

、

大

講

堂

に

直

通

し

て

居

り

ま

す

、

共

北

側

K

は

、

正

門

側

よ

り

工

接

部

列

n

川

室

、

法

文

経

各

製

部

の

第

一

蹴

儲

が

あ

り

、

共

反

釘

側

に

は

、

正

門

側

よ

り

法

事

部

、

経

消

息

部

研

究

室

、

1

4

び

法

文

総

各

皐

部

第

二

競

儲

が

- 13 ー
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あ

り

ま

じ

之

、

此

雨

者

の

建

物

聞

の

ア

ス

フ

ハ

ル

ト

這

路

の

突

首

り

に

は

・

先

年

米

人

ロ

ッ

ク

フ

ェ

ラ

ー

氏

の

寄

附

金

に

よ

り

新

築

せ

ら

れ

た

る

国

書

館

が

る

り

ま

す

。

共

他

各

副

学

部

の

建

物

は

大

館

元

の

位

置

・

又

は

其

附

近

に

建

築

さ

れ

る

計

霊

に

な

っ

て

居

り

ま

す

。

本

部

十

附

属

病

院

諸

建

物

も

、

運

動

場

の

東

側

の

従

来

の

敷

地

に

建

築

せ

ら

る

L

の

で

あ

り

ま

す

。

但

し

捜

聾

さ

れ

た

る

敷

地

の

内

、

現

夜

第

一

高

等

鳳

十

校

の

敷

地

に

は

段

製

部

の

建

築

物

.

又

奮

前

回

侯

爵

家

の

敷

地

に

は

、

理

製

部

第

二

蹴

儲

と

躍

目

撃

部

第

一

蹴

儲

さ

の

両

者

が

、

相

封

し

て

建

築

せ

ら

る

L

と

と

に

な

っ

て

居

り

ま

す

。

担

て

此

復

興

計

霊

案

に

基

い

て

今

日

迄

に

出

来

せ

る

も

の

L

内

、

主

な

る

も

の

や

巾

・し

ま

す

と

法

‘

文

、

経

各

閣

一

・

部

第

一

一

蹴

儲

同

第

二

競

館

法

、

経

雨

剛

申

部

研

究

室

工

接

部

列

口

川

室

エ

按

郎

新

館

神

戸

市

皐

校

建

築

の

方

針

本

市

息

域

建

築

に

閲

し

て

は

最

近

建

築

委

員

を

設

け

調

査

の

結

果

大

要

左

の

如

、

ぎ

方

針

を

決

定

し

ま

し

た

。

ゴ

敷

地

に

闘

す

る

も

の

m乾

燥

地

矩

形

こ

千

坪

内

外

間

ヱ

組

制

‘

劇

場

・

謹

川

県

に

近

接

せ

ざ

紳

戸

市

横警

課

尾長

繁

- - L.  

ノ、

る

と

と

例

交

通

頻

繁

な

る

軌

道

又

は

街

路

に

副

は

ざ

る

ζ

と

刊

成

る

べ

く

埋

立

地

位

一

寸

軟

弱

な

る

地

盤

叉

は

課

地

は

之

れ

を

越

く

る

と

ム」

工

製

部

慮

用

化

製

敬

室

理

嵯

部

物

理

製

敬

室

瞥

院

耳

鼻

咽

喉

及

整

形

外

科

病

室

欝

院

内

科

病

室

及

精

神

病

室

文

製

部

史

料

編

纂

所

州

民

感

十

部

第

一

蹴

儲

問

書

館

大

講

堂

叉

工

事

中

の

も

の

は

理

感

部

第

二

蹴

儲

曹

象

的

第

一

蹴

儲

工

事

部

第

一

蹴

儲

例

成

る

ぺ

く

小

公

園

、

遊

園

地

に

近

接

す

る

こ

と

二

.

建

築

に

闘

す

る

も

の

川

建

築

物

の

基

礎

並

に

工

法

は

市

街

建

築

物

法

及

之

等

に

附

帯

せ

る

法

令

の

内

容

以

上

た

る

と

と

け

校

合

は

核

地

の

西

及

北

に

鍵

の

手

又

は

校

地

の

西

側

K

一

列

に

建

築

す

る

と

と

向

日

刊

合

は

餓

筋

「

コ

ン

ク

リ

ー

ト

』

榊

治

三

階

建

塔

屋

付

中

廊

下

式

を

採

り

講

堂

は

中

版

下

棺

含

む

三

階

κ

設

く

但

鍵

の

手

形

統

合

の

場

合

は

北

側

校

舎

は

片

側

廊

下

と

す

同

教

室

の

高

さ

は

各

階

共

拾

二

尺

と

す

但

し

拙

堂

の

高

さ

は

建

築

物

様

同

第

四

競

館

と

れ

等

の

内

、

大

講

堂

公

安

田

家

寄

附

建

物

)

及

び

工

準

都

新

館

、

及

列

口
m

室

は
、

震

災

直

前

に

起

工

し

た

る

も

の

で

は

あ

り

ま

す

が

.

復

興

計

哉

と

は

少

し

も

矛

盾

す

る

所

は

あ

り

ま

せ

ぬ

。

復

興

計

垂

に

よ

り

て

出

来

上

っ

た

最

近

の

建

築

物

に

付

て

、

宮

崎

真

に

就

て

御

覧

を

願

ひ

ま

せ

う

。

(

昭

和

五

年

一

月

廿

五

日

)

式

に

よ

り

そ

の

都

民

決

定

す

例

普

通

教

室

の

大

さ

は

正

味

三

間

七

分

五

毘

と

開

閉

山

T

と

す

仙

門

幅

下

町

幅

員

片

側

…

蜘

下

の

場

合

は

正

味

一

間

二

分

五

箆

以

上

中

廊

下

の

場

合

は

正

味

十

尺

以

上

と

す

川

版

下

は

各

階

北

ハ

に

吹

抜

山

下

は

採

附

せ

ぬ

と

と

向

廊

下

の

天

井

は

・

な

る

べ

く

『

ア

1

チ

ト

型

と

す

る

こ

と

例

欄

聞

の

硝

子

は

躍

り

硝

子

脚

下

の

外

側

の

硝

子

は

透

明

硝

子

と

す

削

門

校

台

内

部

の

壁

は

腰

高

迄

全

部

板

張

り

と

す

川

教

室

制

下

階

段

は

凡

て

板

張

と

す

る

と

と

- 1 4 -
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削

教

室

の

欄

聞

は

廊

下

側

出

入

口

の

上

部

の

み

に

設

く

る

と

と

明

露

台

は

原

則

と

し

て

之

を

運

動

場

に

充

常

し

閣

常

国

の

設

置

も

之

を

認

む

る

と

と

山川

奉

安

庫

は

将

来

別

に

之

を

設

け

十

講

堂

の

奉

安

所

を

堅

牢

に

し

て

奉

安

席

後

刷

と

す

川

べ

諦

堂

の

『

ス

テ

ー

ジ

」

は

前

函

を

階

段

さ

し

(

三

尺

)

両

側

は

出

入

口

迄

と

し

執

よ

わ

『

ス

テ

ー

ジ

』

へ

階

段

は
「

ス

デ

1

グ

』

の

中

K

取

入

る

る

と

と

川町

『
ス

テ

ー

ジ

』

は

二

段

と

し

て

上

段

は

取

外

し

出

来

得

る

様

に

す

る

と

ム」

川

講

堂

の

床

は

一

聞

に

付

一

寸

宛

後

方

を

高

く

す

る

こ

と

問

特

別

教

室

は

理

科

、

手

工

、

唱

歌

.

裁

縫

の

四

室

と

し

準

備

室

は

理

科

手

工

に

限

り

附

設

す

川

特

別

教

室

は

普

通

教

室

の

一

倍

宇

以

上

と

す

州

運

動

場

の

近

く

に

物

置

及

便

所

を

設

〈

川

町

運

動

場

の

排

水

溝

は

之

を

共

の

周

聞

に

設

〈

幻

似

所

は

原

則

と

し

て

水

洗

式

便

所

と

す

設

備

に

閥

す

る

も

の

大

阪

市

小

皐

校

校

舎

の

賓

紋

芝

其

計

査

の

大

要

大

阪

市

小

製

棺

の

建

築

は

皐

制

統

一

後

は

一

つ

の

規

準

の

下

に

一

定

の

方

針

を

以

て

進

め

ら

れ

て

居

る

が

、

窓

に

先

官

回

士

岡

重

づ

大

阪

市

小

製

校

の

現

在

の

欣

態

を

統

計

上

の

各

方

面

か

ら

述

ペ

て

、

一

次

で

将

来

に

向

っ

て

採

り

つ

つ

る

る

計

聾

の

標

川

w

電

燈

線

は

埋

設

と

し

二

階

三

階

の

普

通

敬

室

に

は

之

を

配

線

せ

す

共

他

は

全

部

配

線

す

但

夜

間

接

校

を

附

設

す

る

校

合

は

全

部

配

線

す

開

水

道

管

の

主

要

管

は

露

出

し

小

管

は

之

を

床

下

K

通

し

開

閉

栓

は

・

な

る

べ

く

各

部

分

的

と

す

る

こ

と

m

w

瓦

斯

管

の

設

備

は

理

科

、

手

工

室

と

し

使

丁

室

に

は

配

管

の

み

と

し

稽

は

燃

料

式

の

も

の

と

す

判

特

別

教

室

の

机

は

全

部

移

動

式

と

す

然

し

て

電

筑

瓦

斯

水

道

管

は

机

に

取

付

け

ざ

る

も

の

と

す

準

を

説

明

す

る

事

三

す

る
。

規

模

、

h

J

J

1

小

皐

校

の

皐

級

数

f

t

、
現

在

大

阪

市

内

の

小

慾

桜

一

校

の

有

す

る

駿

級

獄

を

見

る

に

少

な

か

ら

や

差

異

が

あ

る

、

大

な

る

は

三

十

五

感

級

に

上

る

も

の

も

数

校

あ

り

、

叉

三

十

感

級

以

上

を

算

す

る

も

の

は

相

官

の

多

数

に

上

わ

中

に

は

と

び

は

な

れ

て

四

十

六

撃

級

も

有

す

る

私

大

な

る

卒

野

の

卒

野

小

製

校

も

る

る

。

次

で

は

模

の

宮

小

腰

校

の

四

十

一

曲学

級

も

大

き

友

所

で

あ

る

。

m

w

唱

歌

室

の

背

部

に

大

鏡

を

取

付

く

刊

特

別

教

室

の

敬

壇

は

唱

歌

室

を

『

ス

テ

l

ク

」

式

と

す

る

の

外

他

の

特

別

教

室

に

は

之

や

設

け

や

の

郎

副

題

敬

室

の

敬

一

型

は

幅

員

二

尺

五

寸

と

す

m

w
各

教

室

と

も

上

下

徐

一
一

板

は

一

切

之

を

設

備

せ

』

y

m

w

下

駄

箱

は

第

一

階

の

部

分

の

み

全

部

に

餓

め

込

と

す

日

階

段

踊

壌

の

隅

に

塵

の

投

入

箱

を

設

く

け

峨

員

加

の

浴

己

主

を

設

く

る

と

と

仰

井

戸

及

露

台

に

「

タ

ン

ク

』

を

設

く

ヲ。

、
』
ム
」

三

十

郎

十

部

位

の

所

で

は

生

徒

数

は

千

五

百

人

位

で

四

十

謬

級

に

な

る

と

棋

の

宮

の

千

九

百

六

十

人

、

卒

野

は

二

千

人

以

上

に

も

達

す

る

の

で

あ

る

、

此

を

反

封

に

少

な

る

質

例

陀

見

れ

ば

可

友

り

少

な

る

も

の

も

あ

っ

て

僅

か

に

披

謬

級

を

持

つ

の

も

・

あ

る

が

、

此

は

将

来

臨

張

す

る

計

査

の

道

稗

K

め

る

も

の

も

の

で

あ

っ

て

此

れ

だ

け

で

以

て

一

校

を

完

全

に

な

す

も

の

と

は

云

は

れ

友

い

。

全

市

小

嬰

校

を

平

均

す

れ

ば

一

一

校

は

二

十

三

感

級

と

な

る

の

で

あ

る

。

そ

れ

で

最

も

遁

営

な

る

標

準

三

す

る

所

は

二

- 1 5 -
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十

四

按

紘

で

あ

っ

て

、

若

し

も

高

等

科

を

併

置

す

る

も

の

に

あ

り

で

は

之

に

四

謬

級

を

増

し

て

二

十

八

接

級

と

な

る

も

の

が

誼

首

で

あ

る

と

さ

れ

る

。

2

一

一

撃

級

の

児

童

数

f

k

 
現

在

の

各

小

察

較

に

て

一

室

に

牧

-w什

せ

る

人

数

を

制

ベ

て

見

る

に

、

之

は

室

の

大

さ

が

大

抵

一

定

し

て

居

る

所

か

ら

此

れ

に

依

っ

て

大

し

た

る

差

異

は

生

じ

な

い

が

、

中

に

は

通

皐

見

章

が

増

加

し

た

る

矯

め

止

む

を

符

歩

出

来

る

だ

け

つ

め

込

ん

だ

所

も

あ

っ

て

、

最

も

多

い

所

で

は

一

校

内

全

数

」蛍

の

平

均

が

六

十

三

人

の

制

の

所

が

あ

る

.

之

は

東

成

匝

内

に

在

っ

て

、

一

酬

聞

に

東

成

区

の

感

校

は

多

く

充

満

し

て

居

る

の

を

見

る

・

即

同

席

内

会

副

牢

棋

の

卒

均

、

一

室

牧

存

児

童

数

は

瓦

十

五

人

強

を

算

し

て

居

る

、

六

十

人

以

上

を

入

れ

て

駅

ろ

副

学

校

も

全

市

に

て

数

校

を

算

へ

る

事

が

向

来

る

、

最

も

少

友

4

d

所

即

ち

一

桁

な

る

所

は

三

十

五

人

と

一
五

ふ

小

製

校

が

丙

院

と

北

院

に

一

絞

宛

あ

る

。

今

大

阪

市

全

市

に

就

て

一

一

敏

-
F

牧

-w什

人

員

を

見

る

に

.

西

匡

三

東

区

と

が

一

感

級

四

十

六

人

藍

の

卒

均

数

と

な

っ

て

最

も

ゆ

っ

く

り

し

て

居

る

所

で

‘

次

は

南

隠

さ

浪

辿

匡

の

四

十

七

人

輩

、

次

で

北

匿

の

四

十

九

人

、

性

吉

国

.

丙

成

同

.

東

淀

川

.
同匹

、

西

淀

川

区

、

天

王

寺

区

は

各

々

五

十

一

人

と

云

ふ

所

で

港

隠

三

此

花

匿

と

は

五

十

二

人

、

最

も

多

き

は

東

成

匝

の

五

十

五

人

と

な

る

の

で

あ

る

、

全

市

平

均

は

五

十

一

人

弱

さ

云

ふ

と

こ

ろ

で

あ

る

。

序

な

が

ら

東

成

匝

ざ

港

区

と

は

一

室

牧

容

人

員

も

斯

の

如

く

満

員

の

盛

況

で

あ

る

が

共

上

叉

多

く

の

二

部

教

授

ぞ

も

授

け

て

行

か

ね

ば

迫

つ

付

か

な

い

献

態

に

あ

る

の

で

あ

る

、

日

下

の

新

設

校

舎

の

訂

誌

も

此

方

面

に

力

を

致

さ

れ

て

居

る

の

で

あ

る

。

也

前

な

る

一

敬

笠

の

児

意

数

は

四

十

人

乃

至

冗

十

人

の

川

で

あ

ら

う

コ

校

地

松

'

A

h

の

枕

世

と

し

て

は

逝

く

べ

き

事

は

教

育

上

か

ら

見

て

は

工

場

地

域

と

か

叉

は

花

街

、

借

り

場

の

近

く

等

は

宜

し

く

な

く

、

保

安

衛

生

か

ら

見

て

は

交

通

頻

繁

な

る

街

路

氏

接

す

る

京

、

低

滋

山

地

に

建

て

る

事

.

河

川

K

沿

ふ

事

等

は

宜

し

く

な

い

の

は

勿

論

で

あ

る

、

望

む

ら

く

は

小

公

園

に

接

す

る

事

で

あ

っ

て
、

東

京

市

で

は

復

興

小

製

校

が

公

園

計

霊

と

共

に

併

行

し

て

計

聾

さ

れ

た

る

例

は

少

く

な

い

。

校

地

の

形

欣

は

長

方

形

又

は

正

方

形

を

良

し

と

す

る

、

長

方

形

の

時

は

東

問

に

長

溢

が

あ

る

が

校

舎

配

置

上

、

便

で

あ

る

。

蹟

さ

は

、

白

山

に

得

ら

る

L

も

の

と

し

て

長

方

形

の

形

献

で

千

六

百

坪

乃

至

千

七

百

咋

が

油

首

で

あ

る

・

現

在

の

も

の

で

最

大

の

校

地

ぞ

持

つ

も

の

は

東

淀

川

匝

の

魯

殻

第

一

の

瓦

千

坪

近

く

の

も

の

、

東

成

区

の

抜

東

小

接

持

、

位

士

ロ

匿

の

墨

の

江

校

の

三

千

八

百

坪

で

あ

っ

て

少

な

る

は

八

百

坪

去

の

も

の

も

少

く

は

な

い

、

試

ム
ワ

に

全

市

現

在

の

校

地

を

平

均

し

て

見

れ

ば

千

六

百

七

坪

と

な

る

の

で

あ

る

。

屋

外

運

動

場

面

積

、

児

童

一

人

に

釘

し

一

昨

以

上

な

る

べ

し

と

す

る

。

若

し

屋

上

運

動

場

ぞ

も

使

用

す

る

と

き

は

之

の

商

積

を

加

算

す

る

・

形

は

古

川

方

形

に

近

い

長

方

形

を

良

し

と

す

る

市

内

の

小

接

持

運

動

場

の

現

在

の

有

様

は

一

人

一

一

昨

の

制

よ

り

稿

不

良

の

献

態

で

あ

っ

て

全

市

を

通

計

し

て

一

跨

官

り

一

人

三

六

の

卒

均

教

と

な

る

が

全

市

各

校

の

有

様

を

見

る

に

庚

狭

極

め

て

不

同

で

あ

っ

て

商

品

百

は

一

人

に

二

坪

常

て

の

も

の

は

十

五

較

を

算

へ

る

事

が

出

来

る

、

最

も

裕

な

る

は

一

人

に

三

時

を

算

す

る

も

此

等

の

も

の

を

見

る

に

校

地

は

千

数

百

坪

そ

占

む

る

も

敬

室

教

は

十

室

を

も

有

せ

や

し

て

将

来

憤

張

の

部

分

を

も

運

動

場

・

こ

し

て

加

算

す

る

矯

め

で

あ

っ

て

普

通

の

献

態

κ
あ

る

も

の

と

は

一
五

へ

得

が

た

い

、

狭

き

例

に

至

つ

て

は

一

坪

K

三

入

賞

以

上

の

も

の

も

十

四

五

段

を

算

へ

る

事

が

出

来

る

が

此

等

の

倣

態

は

金

生

徒

が

運

動

場

へ

出

る

時

は

芋

を

洗

ふ

が

如

・

4

0

概

が

る

る

.

今

試

み

に

各

区

の

所

在

感

校

の

卒

均

敷

を

血

中

け

て

見

れ

ば

次

の

如

く

友

る

J

屋

外

運

動

場

一

一
昨

常

児

童

数

人

北

匝

一

・

七

二

此

花

院

一

・

五

二

東

照

一

・

一二

七

西

匝

一

・
五

瓦

港

匡

一

・

八

七

天

王

寺

院

一

・

六

二

南

限

一

一

・

0

0

浪

速

国

一

・

九

五

西

淀

川

区

一

・

二

三

東

淀

川

区

0

・

八

三

東

成

田

一

・

二

住

吉

田

R

0

・

九

一

西

成

匡

一・

五

六

右

表

を

見

る

に

一

人

が

一

坪

首

て

以

上

や

市

む

る

匝

は

東

淀

川

直

三

住

吉

匝

で

あ

っ

て

、

中

心

匝

は

良

い

以

態

で

は

な

い

の

を

見

る

、

中

心

匝

は

敬

室

内

人

16 -
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員

は

裕

な

ろ

も

の

あ

る

が

屋

外

は

狭

い

と

云

ふ

事

と

な

り

、

周

囲

部

は

数

室

内

は

H

白

押

し

に

は

い

っ

て

居

る

が

屋

外

は

蹟

々

し

て

川

る

さ

云

ふ

事

さ

な

る

の

で

あ

る

、

尤

も

前

記

の

如

く

裕

な

る

数

字

の

出

て

居

る

も

の

も

、

路

川

市

憤

張

の

絵

地

の

存

す

る

部

分

を

も

運

動

場

と

し

て

見

倣

し

て

居

る

所

も

あ

る

か

ら

、

従

て

険

地

充

分

な

る

も

の

あ

り

、

中

心

匿

の

不

良

の

も

の

は

目

下

改

築

工

事

中

の

遁

詮

に

あ

る

も

の

も

あ

っ

て

、

奮

木

浩

校

舎

も

存

在

し

叉

鋭

筋

浩

校

舎

も

建

ち

つ

L

あ

る

と

云

ふ

有

様

で

運

動

場

が

甚

だ

し

く

狭

め

ら

れ

て

居

る

も

の

も

あ

る

の

で

あ

る

L

四

校

舎

リ

校

舎

の

位

置

、

形

扶

.
方

向

坪

数

校

合

の

位

置

は

校

地

の

北

部

と

西

部

に

位

置

せ

し

む

る

が

最

も

衛

生

的

で

る

る

と

さ

れ

る

、

即

ち

東

南

部

を

聞

け

て

運

動

場

・

こ

す

る

。

方

向

は

東

西

に

桁

行

が

な

る

の

を

良

し

さ

す

る

、

南

方

や

遮

ぐ

事

は

最

も

良

し

く

な

い

、

コ

形

に

す

る

時

は

南

t

q

関

り

る

、

き

れ

ば

口

な

る

形

は

最

も

不

可

で

あ

る

.

大

抵

目

下

の

計

設

の

も

の

は

不

等

謹

L

形

で

あ

っ

τ

長

溢

を

東

西

に

位

置

ぜ

し

め

る

も

の

で

あ

る

。

絞

舎

の

附

数

割

出

し

方

は

如

何

三

云

ふ

に

、

・

質

在

の

も

の

を

見

る

に

大

阪

市

小

製

校

の

校

舎

総

延

坪

は

一

一

一

九

O

O

O

坪

を

有

し

敬

室

教

は

五

五

一

一

室

を

有

す

る

、

此

れ

に

依

り

一

殺

室

K

就

て

は

三

九

、

七

時

の

割

、

こ

友

る

の

で

あ

る

一

敬

室

の

質

際

坪

教

は

二

十

坪

で

る

る

が

廊

下

、

階

段

室

‘

職

員

室

、

小

使

室

其

他

の

小

室

、

屋

内

樟

操

場

、

講

堂

等

は

丁

度

共

数

生

坪

と

同

坪

数

さ

友

る

諦

で

あ

る

、

即

一

敬

室

に

就

き

四

十

坪

の

校

舎

延

坪

と

な

る

と

見

て

.

二

十

五

敬

室

の

校

舎

は

延

坪

千

坪

の

校

令

‘

三

十

数

室

の

も

の

は

千

二

百

昨

と

大

鰐

の

目

安

を

建

て

ら

れ

得

る

の

で

あ

る

。

十

れ

の

敬

安

と

は

普

通

教

室

・

こ

特

別

教

室

さ

を

合

ぜ

た

る

も

の

で

あ

る

。

、
i

J

2

構

造

校

舎

は

三

階

建

を

税

準

と

し

校

地

の

欣

態

其

他

の

場

合

に

依

り

四

階

建

と

ぜ

ら

る

L

事

が

あ

る

・

故

に

構

誌

は

鍛

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

を

普

通

と

し

て

居

る

、

階

下

に

屋

内

借

操

場

の

如

き

大

康

問

を

設

く

る

部

分

の

構

造

は

鎖

骨

鎖

倒

迭

と

す

る

が

遁

世

で

る

っ

て

、

軽

快

に

行

く

錨

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

遣

の

も

の

は

此

部

分

の

梁

.

柱

は

組

め

て

鬼

太

と

な

っ

て

重

い

感

じ

が

す

る

の

で

あ

る

。

然

る

に

目

下

大

阪

市

の

象

齢

史

意

の

年

々

の

増

加

、

及

び

経

費

の

闘

係

上

、

餓

筋

浩

の

も

の

L

み

を

建

つ

る

を

許

さ

や

し

て

、

木

造

校

合

が

市

の

周

回

部

に

は

新

設

さ

れ

る

の

が

多

い

有

様

で

あ

る

。

最

近

の

毎

年

の

墜

齢

兜

章

の

増

加

数

は

一

高

六

千

人

近

く

で

る

っ

て

此

に

封

し

て

何

年

三

百

事

級

の

教

室

を

新

設

し

て

行

か

ね

ば

な

ら

や

'

一

校

に

二

十

四

郎

十

級

を

有

す

る

感

慌

を

建

て

る

と

す

れ

ば

十

二

校

を

年

K

新

設

す

る

必

要

を

生

や

る

詩

で

あ

る

、

昭

和

四

年

の

大

阪

市

各

匿

の

人

口

増

加

率

を

見

て

も

、

東

成

匝

が

一

一

位

で

諮

問

之

に

次

ぎ

住

吉

匝

、

西

成

画

、

東

淀

川

臣

、

問

淀

川

区

叉

増

加

し

て

居

て

減

少

は

、

西

臣

、

南

匿

、

浪

速

臣

、

東

区

等

で

る

っ

て

、

天

王

寺

匝

は

現

欣

維

持

で

る

る

、

此

を

見

る

に

中

央

部

に

於

て

は

校

舎

増

築

の

要

は

認

め

ら

れ

な

い

が

、

東

成

断

、

港

匝

等

に

於

て

は

、

益

々

校

舎

新

設

の

要

あ

る

の

を

知

る

も

の

で

あ

る

。

構

造

方

面

よ

り

見

た

る

大

阪

市

小

島
T

校

k

合

の

質

賦

は

全

市

小

穆

較

の

約

三

分

の

一

・

迄

が

錨

筋

較

合

K

改

築

せ

ら

れ

た

に

過

ぎ

な

い

の

で

、

此

れ

も

中

央

匝

に

於

て

は

殆

ん

ど

蟻

筋

に

改

め

ら

れ

た

り

と

は

雛

も

筒

多

く

の

古

き

木

造

校

舎

が

残

存

し

て

居

る

の

で

あ

っ

て

、

最

も

木

造

校

舎

少

な

き

と

栴

せ

ら

る

L

南

匝

に

於

て

も

五

枝

分

程

の

木

造

校

舎

の

而

積

が

あ

り

、

北

庖

に

於

て

も

全

区

に

十

九

校

を

有

す

る

が

共

丁

度

字

数

が

錨

筋

校

舎

で

あ

る

と

云

ふ

欣

態

で

あ

る

.

鹿

内

校

教

が

全

市

中

最

も

多

い

と

さ

る

t

A

港

匝

、

東

成

医

、

住

吉

匝

は

各

匝

二

十

校

以

上

を

有

し

て

居

る

が

全

部

木

造

校

舎

で

あ

る

有

僚

で

あ

る

、

斯

く

市

周

回

部

の

人

口

靖

加

の

急

激

な

る

方

面

に

は

年

k

多

く

の

新

設

校

合

を

新

築

す

る

要

あ

る

が

、

叉

他

の

方

面

K

於

て

市

内

中

央

部

に

於

て

も

古

き

木

造

校

舎

の

残

存

し

て

軸

部

の

甚

だ

し

く

弛

緩

せ

る

も

の

あ

り

、

昨

年

に

於

て

調

査

せ

る

所

に

よ

れ

ば

十

年

以

上

を

経

過

せ

る

木

造

建

築

の

校

舎

を

改

築

す

る

も

の

と

し

て

、

共

必

要

に

蓮

せ

る

も

の

は

全

市

に

於

て

質

に

五

寓

六

千

三

百

後

昨

と

な

る

も

の

で

あ

っ

て

、

校

合

新

築

計

霊

と

共

に

改

築

計

垂

も

多

事

な

る

も

の

が

あ

る

。

-

J

J

 

3

数

室

普

通

教

室

ω

面

積

は

長

さ

五

間

幅

四

聞

を

誼

宮

と

す

る

、

全

市

質

在

の

も

の

に

就

τ
平

均

敷

を

求

め

て

見

る

に

十

九

坪

八

合

と

な

る

‘

と

れ

は

傾

時

の

村

役

場

計

哉

の

少

規

模

の

救

設

も

現

存

す

る

か

ら

二

十

坪

の

槙

準

坪

数

よ

り

柏

減

少

す

る

が

現

在

の

大

部

は

五

聞

に

悶

聞

の

二

十

坪

の

敬

室

が

多

敢

な

る

事

が

窺

は

- 17 ー
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れ

る

。

段

筋

浩

校

合

に

る

っ

て

は

桂

を

激

室

内

に

突

出

せ

し

む

れ

ば

室

内

に

約

二

尺

住

の

利

川

不

能

部

分

が

出

米

る

の

で

多

く

は

柱

を

町

外

に

泊

ひ

附

す

引

と

さ

れ

出

る

。

、
-

J

J

4

特

別

敬

室

類

と

し

て

は

1

理

科

教

室

2

裁

縫

教

室

へ

作

法

宇一

併

置

)

3

唱

歌

数

宝

4

手

工

数

・

主

5

岡
山

品

川

敬

室

6

家

事

教

室

7

地

理

阿

史

教

室

の

七

室

が

普

通

で

あ

っ

て

、

全

市

賃

在

の

も

の

に

る

つ

て

は

其

内

の

三

四

室

を

も

有

す

る

の

が

良

い

方

で

あ

っ

て
、

執

れ

を

最

も

必

要

と

す

る

か

は

右

に

記

し

た

ゐ

順

机

が

市

内

管

際

k

b
る

も

の

L

丘

中

敢

な

る

も

の

L

順

守

あ

る

、

即

ち

全

市

二

百

十

七

絞

中

に

於

て

理

利

敬

宗

を

備

へ

た

る

械

は

一

七

九

校

一

六

一

一

川

一

五

二

日

一

三

五

H

八

二

川

四

九

川

家 国 手 唱 裁

事 商 工 歌 縫

同 同 同同 同

と

な

る

の

で

る

る

、

而

し

て

特

別

教

室

の

会

泌

七

宝

を

具

備

し

た

る

拳

校

は

三

十

一

一段

で

あ

っ

て

、

全

く

特

別

敬

室

を

怖

へ

な

い

も

の

は

十

七

校

も

あ

る

の

で

あ

る

、

点

以

内

山

一

製

校

の

如

き

は

十

三

の

特

別

教

室

子

一

有

す

る

完

備

せ

る

も

の

も

あ

る

。

特

別

教

室

の

一

助

腐

は

賀

在

ω
も

の

は

叉

ま

ち

/

¥

で

る

っ

て

、

少

な

る

は

二

十

呼

枕

よ

り

大

は

同

十

六

坪

の

も

の

も

あ

る

。

油

公

な

る

而

杭

と

し

て

は

左

に

穆

け

た

る

町

杭

あ

ら

ば

光

分

で

あ

る

。

理

科

数

室

四

O

坪

(

桜

本

室

及

準

備

室

は

此

の

外

と

す

)

同

四

O

坪

(

右

同

)

同

三

O

芹

同

凶

O

坪

へ

準

備

室

は

此

外

と

す

)

四

O

昨

(

同

)

凶

O

坪

三

0

.
片

同 日 片 手

商 歌 工

家

事

同

作

法

裁

縫

同

地

理

阿

史

問

、
、
，

J
5

屋

内

間

操

場

f

l

、面

積

は

誼

首

の

も

の

と

し

て

は

児

童

十

人

に

到

し

一

一

昨

の

割

合

を

以

て

算

出

せ

る

も

の

に

二

十

昨

を

加

ふ

る

事

さ

さ

れ

て

あ

る

、

即

ら

二

十

四

皐

級

の

接

校

な

ら

ば

生

徒

数

は

一

一

按

級

瓦

十

人

と

し

て

、

計

算

す

る

時

は

百

四

十

坪

の

面

積

と

な

る

‘

叉

賢

際

の

構

造

上

久

配

置

上

よ

り

し

て

も

百

凶

十

即

机

を

便

と

な

す

‘

即

階

「

を

屋

内

韓

操

場

と

な

し

階

上

に

敬

室

を

配

置

す

る

と

な

る

三

.

一

問

中
T

の

中

央

仰

F

と

な

し

北

ハ

克

右

に

六

激

安

を

と

る

と

き

は

‘

長

さ

十

五

間

巾

九

間

市

?

と

な

り

て

百

四

十

二

時

五

合

の

岡

山
伺

と

な

る

の

で

る

る

。

次

に

市

内

現

在

の

も

の

を

見

れ

ば

屋

内

鵠

傑

場

に

て

小

は

八

十

附

内

外

の

も

の

故

ケ

所

あ

り

犬

な

る

は

二

百

四

十

六

坪

な

る

も

の

あ

り

、

全

市

の

も

の

を

卒

均

す

れ

ば

一

ケ

所

行

二

十

四

仲

さ

な

る

然

る

陀

全

市

観

絞

の

皐

級

数

を

卒

均

す

れ

ば

一

校

首

の

二

十

郎

十

級

三

K

し

て

此

よ

り

計

算

す

れ

ば

一

絞

見

掌

敷

は

千

三

十

五

人

と

な

り

、

右

の

百

二

十

四

坪

は

最

も

油

首

な

る

数

さ

な

る

の

で

あ

る

J

其

の

他

的

諸

家

共

の

他

の

諸

室

と

し

て

は

1

校

長

室

2

服

員

(乏

3

臆

接

室

一

策

合

議

室

)

4

使

丁

室

(

湯

沸

」

髭

」

5

宿

直

室

F

服

員

と

使

丁

)

月

曹

務

宗

(

衛

生

室

と

も

栴

す

)

7

便

所

8

物

世

等

ぞ

必

要

と

す

る

が

此

等

諸

室

を

加

へ

た

る

校

合

の

所

要

商

積

は

此

の

他

の

廊

下

階

段

室

屋

内

館

操

壌

を

加

へ

て

、

教

室

一

つ

κっ

き

約

四

十

時

と

見

る

事

が

附

米

ソ

?

と

は

前

記

の

笹

例

に

つ

い

て

の

計

算

の

如

く

で

あ

る

が

、

港

大

な

る

面

積

を

占

む

る

屋

内

鰹

操

携

を

険

き

た

る

其

他

の

凡

て

の

諸

室

と

教

室

数

と

の

比

例

を

拳

げ

て

見

れ

ば

、

一

敬

室

首

り

三

十

六

俳

五

合

に

し

て

、

即

此

等

激

室

以

外

の

諸

室

…

蜘

下

等

は

一

教

室

哲

り

十

六

坪

五

A

n

と

な

る

も

の

で

②

る

。

向

共

の

他

心

主

と

し

て

経

費

が

之

を

許

す

な

ら

ば

具

備

し

て

使

な

る

も

の

は

国

書

閲

覧

当

休

養

室

整

容

室

A

W
U

議

主

等

で

あ

っ

て

中

央

院

の

立

滑

な

る

皐

校

K

は

此

等

の

も

の

を

備

へ

て

居

る

の

も

あ

る

c

以

上

大

阪

市

小

曲

学

校

の

統

計

よ

り

見

た

る

校

合

計

豊

の

大

要

を

述

べ

た

る

が

校

舎

細

部

の

設

備

K

つ

い

て

は

前

月

読

の

拙

稿

「

昭

和

四

年

の

墜

校

建

築

ω
趨

勢

』

と

題

す

る

記

事

K

暮

記

す

る

所

が

あ

っ

た

。

(

了

)

- 18 ー
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横
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横

潟

市

の

復

興

小

曲

学

校

に

は

一

つ

の

特

徴

が

あ

る

c

夫

れ

は

次

頁

配

置

岡

に

一不

す

が

如

く

、

大

慢

に

於

工

地

形

の

耐

跡

地

内

を

中

央

よ

り

劃

し

て

共

の

一

方

κ

校

合

を

配

置

し

他

の

一

方

を

運

動

場

と

す

る

と

言

ふ

こ

と

で

あ

る

。

之

れ

は

一

見

し

て

何

等

の

奇

も

友

く

格

別

工

夫

を

と

ら

し

て

ゐ

る

様

で

も

な

く

、

此

ろ

云

ふ

敷

地

に

は

此

う

し

た

配

置

よ

り

他

-

な

い

で

は

な

い

か

と

云

ひ

度

く

な

る

位

の

も

の

で

あ

ら

ふ

と

思

ふ

が

之

れ

を

賓

際

上

の

問

題

と

し

て

考

へ

て

見

る

と

、

六

大

都

市

若

し

く

は

之

に

準

や

る

大

都

舎

に

於

て

、

数

育

行

政

の

上

よ

り

畢

匝

を

定

め

て

、

凡

そ

共

の

拳

匝

の

中

心

に

近

い

所

に

一

大

校

笥

を

建

築

せ

ん

さ

す

る

に

品

目

回

っ

て

、

斯

く

、

理

想

的

に

矩

形

に

近

い

敷

地

を

得

る

と

云

ふ

事

は

殆

ど

至

難

の

事

業

K

近

い

と

思

ふ

。

此

の

至

難

の

事

業

に

劃

し

て

首

横

滋

市

の

営

局

は

或

る

程

度

迄

此

れ

や

質

現

せ

し

め

た

。

夫

れ

に

は

少

な

か

ら

ざ

る

苦

心

と

努

力

を

費

し

た

も

の

で

、

之

れ

な

く

し

て

箪

に

校

舎

建

築

と

而

し

て

夫

れ

に

相

勝

し

市

皐

被

の

建

築

横

演

市

建

烏霊

長

海

他

夏日

た

蓮

動

相

場

と

云

ふ

意

味

丈

り

に

て

敷

地

を

求

め

た

な

ら

、

も

っ

と

簡

単

に

も

っ

と

半

〈

、

横

演

市

の

皐

械

は

復

興

し

得

た

と

思

ふ

。

此

所

に

椛

潰

市

小

製

校

の

復

興

建

築

の

特

徴

が

あ

る

詩

で

あ

る

。

然

ら

ば

何

故

非

常

な

努

力

と

多

額

の

金

を

掛

つ

τ

復

雑

左

大

都

舎

の

土

地

に

短

形

K

限

っ

た

|

|

悉

く

共

う

は

行

か

な

か

っ

た

り

れ

ご

|

|

土

地

を

求

め

た

か

と

云

ふ

K

夫

れ

に

は

二

つ

の

理

由

が

あ

る

。

其

の

一

は

、

.

大

五

災

の

惨

害

h

T

嘗

め

蓋

し

た

結

巣

と

し

て

、

高

一

の

場

合

市

民

の

挫

難

所

と

し

て

相

官

の

康

壌

を

設

け

度

い

、

夫

れ

に

は

四

方

校

舎

に

閣

れ

て

ゐ

る

や

う

な

旗

揚

で

は

具

合

が

悪

い

、

東

京

市

で

各

所

K

小

公

闘

を

設

け

道

路

に

は

ス

ク

エ

ヤ

を

設

U

に

と

同

じ

意

味

κ
於

て

開

放

さ

れ

た

る

運

動

場

が

欲

し

い

と

云

ふ

の

が

共

一

つ

。

も

一

つ

は

多

く

の

働

き

手

を

失

っ

た

慌

潰

市

に

於

て

は

、

青

少

年

の

程

育

の

向

上

や

計

っ

て

将

来

の

経

済

苦

縦

の

時

代

K

耐

え

得

る

瞳

絡

を

作

り

度

い

さ

云

ふ

意

味

か

ら

小

副

学

校

の

運

動

場

は

、

共

の

皐

校

所

属

の

製

童

の

使

川

し

な

い

時

聞

は

之

れ

を

一

般

市

民

の

運

動

場

と

し

て

公

開

し

よ

う

で

は

な

い

か

、

そ

し

て

之

れ

に

相

常

の

設

備

令

し

た

各

絡

の

運

動

競

技

を

白

山

K

行

は

し

め

?

フ

。

と

云

ふ

の

が

共

の

二

で

あ

る

。

以

上

の

目

的

に

適

ふ

や

う

に

す

る

矯

め

に

は

、

成

可

く

、

間

口

四

十

間

.

奥

行

七

十

問

、

約

二

千

八

百

坪

と

一
疋

ふ

敷

地

が

欲

し

か

っ

た

。

げ

か

笹

際

に

古

っ

て

見

る

と

、

仲

々

共

う

思

ふ

様

な

地

所

が

大

都

合

の

随

所

に

得

ら

れ

る

も

の

で

な

い

が

.

先

以

て

大

帽

に

於

て

、

一

一

伐

の

敷

地

二

千

五

百

昨

以

上

、

そ

し

て

略

K

所

要

の

矩

形

に

近

い

敷

地

を

物

色

し

得

た

と

云

ふ

事

は

大

都

市

と

し

て

誇

り

仰

向

る

も

の

で

は

あ

る

ま

い

か

三

考

へ

て

ゐ

る

。

此

れ

が

矯

め

に

在

米

の

製

校

の

所

有

地

を

繍

張

し
、

叉

は

新

に

敷

地

を

物

色

し

た

質

問

に

四

百

高

闘

、

地

上

物

件

移

特

費

と

し

‘

て

百

前

向

闘

を

投

じ

た

事

は

か

な

り

の

英

断

守

あ

り

・

労

力

で

あ

っ

た

と

思

ふ

次

に

更

ら

に

も

一

つ

の

特

徴

は

配

世

闘

に

見

ら

る

L

如

く
、

凹

字

形

の

校

台

の

他

の

一

溢

に

雨

天

鰭

操

場

を

配

置

し

中

央

山

容

地

K

仲

庭

を

設

け

た

事

で

あ

る
J

之

れ

も

大

都

市

の

、

敷

地

榔

底

。

個

所

に

γ

は

仲

k

求

め

ら

れ

ぬ

事

で

、

此

の

位

の

程

度

の

仲

庭

が

、

間

平

校

全

鰭

の

運

動

場

で

あ

っ

た

り

す

る

事

は

随

分

あ

り

得

る

事

で

あ

る

が

、

そ

し

て

亦

事

校

首

局

者

と

し

て

も

之

を

仲

・挺

と

せ

歩

し

て

僅

少

な

る

休

憩

時

間

の

小

運

動

場

に

し

た

い

と

か

、

朝

協

の

際

の

集

合

所

に

し

た

い

と

か

言

ふ

希

笠

は

可

な

り

多

〈

有

っ

た

事

で

は

②

る

が

|

|

然

か

も

之

れ

は

相

官

場

校

管

理

者

と

し

て

の

立

場

や

考

量

す

る

と

議

論

の

他跡

地

の

あ

る

問

題

で

あ

っ

て

必

$

し

も

非

常

に

宜

い

計

設

で

あ

る

と

は

云

ひ

切

れ

ぬ

か

も

知

れ

た

い

が

、

立

案

者

の

立

壌

か

ら

言

へ

ば

、

官

時

一

望

焦

土

の

横

演

に

於

て

、

殊

に

、

一

木

一

草

の

際

さ

へ

友

き

下

町

の

バ

ラ

ッ

ク

生

活

を

翻

る

と

、

せ

め

て

曲学

校

に

は

四

季

の

車

問

段

花

樹

色

取

k

k

植

え

て

兇

章

の

情

操

教

育

に

資

し

度

い

と

一
五

ふ

目

的

を

間

守

し

度

か

っ

た

し

而

し

て

此

の

仲

庭

の

築

迭

に

蛍

つ

て

は

.

或

る

程

度

の

賀

川

を

公

平

に

各

製

校

に

配

布

し

.

其

他

は

副

学

校

後

援

合

の

援

助

を

求

め

而

も

其

設

計

を

後

援

合

K

委

托

し

た

所

、

此

れ

が

凶

に

首

っ

て

各

校

全

力

を

拳

げ

て

、

或

は

洋

風

に

、

或

は

純

日

本

風

に

各

k

共

の

趣

味

に

願

っ

て

競

っ

て

之

れ

が

築

匙

に

努

力

さ

れ

た

事

は

誠

氏

愉

快

で

あ

っ

た

。

次

K

也

築

プ

ロ

パ

l

k

就

て

は

.

之

れ

は

遁

憾

乍

ら

、

建

築

資

が

忠

ふ

様

K

-

な

い

と

一
五

ふ

賠

か

ら

誇

り

得

る

も

の

は

殆

ど

な

く

て

.

山

訓

a

る

‘

低

旅

な

る

鐙

築

設

に

て

比

較

的

・

他

の

大

都

市

の

小

隊十

校

建

築

K

茜

し

き

遜

色

を

見

放

い

枕

ゐ

が

誇

で

る

る

即

ち

特

別

に

地

穣

の

悪

、

所

で

‘

松

杭

打

、

一

若

し

く

は

ぺ

で

す

た

る

を

採

川

し

た

所

は

別

と

し

て

、

良

好

の

地

僻

の

所

で

は

建

築

技

の

坪

詰

め

卒

均

二

百

囲

内

外

と

一言

ふ

所

で

、

先

以

て

、

民

災

後

蛤

労

銀

の一

向

偵

友

上

地

の

認

慣

と

し

て

は

- 19 ー
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非

常

に

低

燥

で

あ

っ

た

と

考

へ

て

ゐ

る

以

下

極

く

簡

単

に

慌

市

市

小

象

校

の

設

計

方

針

を

述

ぺ

て

見

度

い

J

-

思

ふ

。

一

教

室

教

組

め

て

僅

少

な

る

例

を

除

い

て

復

興

せ

る

小

製

校

の

普

油

教

室

は

二

十

四

山主

で

る

っ

て

一

敬

室

の

大

さ

九

米

に

六

米

七

五

。

之

れ

に

牧

容

児

主

数

六

十

を

限

度

と

し

て

一

一

場

校

の

・

足

員

約

千

五

百

名

O

叶

l

J

l

J

¥可帳

III I処 体 内 暗
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一

ド

-

L

九
〈

h

v

J
Iい

。
1

1

ω

1

1勺

1

ぃ
l

阿

川

弘

廿

J
〆

0

1

J

1

0

枕

と

し

て

計

葺

を

立

て

L

ゐ

る

。

之

れ

は

‘

先

以

て

此

の

位

ゐ

の

児

主

政

が

皐

校

長

と

し

て

管

理

し

得

る

浦

一

首

な

数

で

あ

ら

う

と

云

ふ

所

か

ら

出

な

し

て

ゐ

る

も

の

で

る

る

が

賓

際

児

は

現

住

の

市

の

児

童

増

加

数

は

殆

ど

幾

何

級

数

的

に

附

加

し

て

二

千

名

を

超

え

て

ゐ

る

仰

さ

へ

あ

る

の

は

兆

一
だ

泣

憾

と

す

る

所

ぜ

あ

る

ニ

特

別

教

室

一一→一「一一. 晶 下¥;、事や，
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仲

川

市

の

復

興

小

副

学

校

は

一

一

律

に

公

卒

無

私

κ
し

ゃ

う

と

云

ふ

見

地

か

ら

、

個

々

の

慰

校

か

ら

特

別

の

詑

文

が

る

っ

て

も

一

切

之

K

感

じ

友

い

で

収

定

の

方

針

に

従

っ

て

、

手

工

、

理

利

、

裁

縫

、

唱

歌

の

同

教

室

欠

け

に

映

っ

て

特

別

な

施

設

を

加

へ

て

ゐ

る

。

中

に

も

乎

工

理

制

の

二

教

去

に

は

生

徒

の

官

習

則

と

し

て

各

M
m

の

お

械

器

具

、

電

気

回

瓦

斯

.

水

道

を

備

へ

で

あ

る

。

。

三

其

他

の

特

別

施

設

共

他

各

由

学

校

K

必

十

設

く

る

を

原

則

と

せ

る

も

の

に

作

法

室

が

あ

る

。

之

れ

は

十

帖

に

一一
一

帖

の

二

間

及

び

玄

闘

よ

り

成

立

し

、

純

日

本

式

に

計

霊

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

そ

し

て

多

く

の

場

合

洋

風

庭

持

宝

さ

併

置

し

て

、

何

児

童

に

和

洋

雨

様

の

作

法

を

敬

へ

ゃ

う

と

云

ふ

の

で

あ

る

。

次

ぎ

は

斜

路

。

之

れ

も

各

按

校

に

必

宇

一

例

所

究

設

け

て

あ

る

。

之

れ

は

、

何

料

提

僅

少

な

る

建

築

授

の

内

か

ら

設

り

、

、

、

る

に

は

絵

り

ぜ

い

津

で

る

る

と

の

理

由

で

復

興

局

設

り

か

ら

可

成

り

手

痛

く

攻

撃

ぜ

ら

れ

た

り

れ

共

、

世

際

に

は

非

常

に

便

利

で

あ

る

の

み

友

ら

歩

、

大

建

築

の

メ

イ

ン

ス

テ

ヤ

ケ

イ

ス

と

同

じ

く

、

一

つ

の

装

飾

-

こ

も

な

る

も

の

で

・

横

演

の

製

校

の

一

特

色

で

あ

ら

う

と

忠

ふ

。

雨

天

韓

繰

場

は

復

興

小

副

学

校

全

部

、

鋭

汁

を

蕗

出

し

・

運

動

を

本

位

と

し

・

之

れ

を

誹

門

主

と

し

て

使

用

す

る

時

の

鼠

め

に

ス

テ

ー

ジ

と

御

堂

影

の

い

わ

平

掲

所

を

設

り

、

周

囲

の

壁

を

コ

ル

ク

川

町

り

と

せ

る

位

ゐ

の

も

の

で

先

以

て

運

動

本

位

の

設

計

で

あ

る

。

之

れ

に

隣

接

し

て

運

動

後

の

洗

面

、

又

は

汗

を

洗

ふ

舟

め

に

シ

ャ

ワ

ー

及

び

洗

面

所

や

必

十

附

属

せ

し

め

で

あ

る

。

共

仙

川

些

少

左

る

一

事

で

あ

っ

て

然

か

も

見

極

本

位

に

設

計

せ

ら

れ

て

ゐ

る

事

は

所

謂

事

を

去

り

抗

令

取

る

意

味

に

於

い

て

、

今

後

任

小

都

市

に

於

て

汁

藍

せ

ら

る

k

餓

昨

川

出

磁

土

い

W

合

の

品

会

考

に

資

せ

ら

る

L

も

の

が

あ

り

は

し

な

・

い

か

と

忠

ふ

の

で

あ

り

ま

す

。

(

終

)
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首

市

に

於

て

は

近

年

耐

震

耐

火

の

銭

筋

混

撰

土

三

暦

四

暦

建

近

代

式

友

製

校

が

堂

々

と

新

築

さ

る

る

に

か

か

わ

ら

や

一

方

之

れ

に

伶

ふ

接

続

闘

の

艶

分

で

も

握

っ

た

も

の

と

云

へ

ば

多

く

は

中

等

拳

校

以

上

殊

に

現

今

に

て

は

専

門

撃

校

に

あ

る

の

で

あ

っ

て

・

小

曲

申

校

と

し

て

は

現

今

曲

学

校

園

の

整

っ

た

も

の

令

持

つ

τ

居

る

所

は

極

め

て

僅

少

或

は

皆

無

と

一
去

っ

て

よ

い

。

斯

く

も

首

市

の

小

皐

校

に

接

続

園

が

不

振

な

の

は

何

故

で

あ

ら

う

か

、

共

の

理

由

は

雑

多

ぜ

る

ら

う

が

、

私

は

共

の

最

大

理

由

は

恐

ら

く

質

際

問

題

と

し

て

先

十

経

消

上

か

ら

拳

校

園

設

置

の

地

積

を

典

へ

ら

れ

る

と

と

を

許

さ

れ

な

い

場

合

が

多

い

か

ら

で

る

る

と

思

ふ

。

従

っ

て

共

の

柿

樹

究

の

如

き

も

其

の

建

築

工

費

の

大

な

る

に

比

し

全

く

御

話

に

な

ら

ぬ

秤

.

小

額

た

る

も

の

で

あ

野

与主

治

る
。

庭

闘

と

し

て

の

穆

校

園

を

築

逃

し

て

少

と

し

に

で

も

此

の

立

汲

友

る

建

築

物

に

調

和

せ

し

む

る

に

は

.

飴

り

に

僅

少

な

る

も

の

で

あ

る

。

ひ

る

が

へ

っ

て

現

今

復

興

都

市

に

於

け

る

小

島

殺

を

見

る

に

、

東

京

市

の

小

感

校

が

其

の

大

部

分

が

隣

接

公

闘

を

有

し

小

副

学

生

に

は

極

め

て

利

用

章

一耐

性

多

く

又

横

演

市

に

於

て

は

、

東

京

市

の

如

く

隣

接

小

公

園

と

し

て

は

此

れ

を

有

せ

ざ

る

も

、

新

設

小

皐

校

の

全

部

が

何

等

か

の

植

樹

の

域

を

脱

し

た

る

庭

園

設

備

に

ま

で

到

達

し

て

居

る

事

は

、

常

市

幾

多

の

小

泉

校

に

見

る

如

き

事

械

の

周

固

の

柵

に

滑

っ

た

狭

長

な

る

土

地

と

か

混

凝

土

の

校

舎

の

聞

の

猫

額

大

の

土

地

と

か

を

ほ

ん

の

申

詩

的

に

感

校

闘

と

し

て

興

へ

ら

れ

て

居

る

に

過

ぎ

な

い

の

に

比

し

到

底

比

較

の

及

ば

ざ

る

は

甚

だ

遺

憾

と

す

る

所

で

あ

る
。

以

下

首

市

小

験

校

の

庭

園

に

就

い

て

多

少

の

部

見

を

遇

ぺ

た

い

と

思

ふ

ο

一

同

母

校

の

前

庭

由

来

校

地

は

肢

粛

で

閑

寂

な

環

境

を

有

つ

べ

き

で

あ

っ

て

先

づ

曲

学

校

と

し

て

は

、

院

燥

を

・

避

け

得

る

の

み

な

ら

ネ

外

観

を

整

へ

る

意

味

に

於

て

も

.

亦

建

物

b

T

修

飾

す

る

上

か

ら

見

て

も

興

か

つ

て

カ

が

あ

る

。

賞

市

の

小

隊

十

校

等

で

は

敷

地

を

得

る

事

が

悶

難

な

る

が

矯

め

に

直

ち

に

街

頭

陀

接

し

て

校

合

P

建

て

街

路

と

反

封

の

側

に

蓮

動

壌

を

設

け

ら

る

る

場

合

が

普

通

で

あ

る

。

之

れ

は

敵

地

を

よ

り

経

済

的

に

、

よ

り

衛

生

的

に

且

つ

よ

り

保

安

的

に

使

川

す

る

上

い

於

て

誠

に

止

む

を

得

ざ

る

事

で

あ

る

。

而

し

斯

様

な

場

合

に

於

て

さ

へ

も

棺

合

を

直

ち

に

街

路

の

建

築

紘

に

ま

で

出

さ

A

r

k

、

幾

分

後

退

さ

せ

て

校

舎

と

街

路

と

の

間

に

一

列

の

修

飾

樹

を

植

へ

る

位

の

飴

地

を

践

し

、

理

怨

よ

り

一
五

へ

ば

門

と

女

闘

と

の

問

も

出

来

得

る

だ

け

距

離

を

と

っ

て

門

を

入

っ

て

か

ら

玄

関

に

行

く

ま

で

に

恩

校

に

は

入

っ

た

と

云

ふ

気

分

を

起

す

だ

け

の

飴

怖

を

興

へ

た

い

の

で

あ

ス
v

。
建

築

の

色

彩

は

問

題

で

は

な

い

が

、

如

何

な

る

色

彩

の

建

築

で

も

之

れ

に

線

慌

を

添

ふ

る

事

に

依

り

て

数

段

の

美

を

増

す

事

が

出

来

る

。

建

築

の

背

景

又

は

前

景

と

し

て

線

樹

を

植

え

れ

ば

乾

燥

し

た

る

所

へ

謀

ひ

を

興

へ

て

活

々

し

た

る

美

し

さ

を

添

え

る

、

そ

れ

は

庭

闘

で

な

く

さ

も

数

本

の

締

樹

で

も

柑

首

効

果

を

興

へ

共

の

飴

地

も

友

い

時

は

並

木

で

も

よ

い

。

校

地

の

地

形

上

相

官

の

面

積

を

持

つ

佐

古門

匝

悶

溢

町

長

池

小

製

校

の

前

庭

が

如

何

に

建

築

美

に

役

立

っ

て

ゐ

る

で

あ

ら

う

か

な

い

場

合

を

想

像

す

る

さ

思

ひ

半

ば

に

過

る

の

で

る

る

。

ニ

中

庭

(

調

理

動

場

の

周

囲

)

運

動

場

は

共

の

目

的

た

る

蓮

助

ω
矯

め

の

充

分

の

附

税

を

持

っ

て

尉

る

と

云

ふ

事

三

、

共

の

表

面

な

り

施

設

な

り

が

運

動

に

泊

し

た

欣

態

、

L

あ

る

と

云

ふ

事

が

最

も

主

要

な

傑

件

で

あ

る

U

然

し

乍

ら

運

動

場

の

周

岡

に

相

首

の

純

臨

樹

や

日

蔭

棚

を

持

ち

、

飴

地

が

あ

れ

ば

そ

と

K

運

動

に

支

障

在

来

た

さ

ざ

る

範

闘

に

於

て

多

少

の

風

致

問

施

設

を

有

す

る

事

は

極

め

て

山

1

3

し

い

事

で

る

る

。

樹

木

は

殺

風

景

な

運

動

場

に

到

し

自

然

味

を

加

へ

て

運

動

場

令

美

し

く

す

る

の

み

な

ら

や

、

運

動

そ

の

も

の

よ

り

も

美

し

い
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も

の

と

し

て

辿

到

の

効

県

を

し

て

肉

腫

的

に

も

村

制

的

に

も

よ

り

大

な

ら

し

め

て

く

れ

る

の

で

る

る
。

即

ち

締

の

色

彩

と

一

玄

ふ

も

の

は

精

一

脚

の

疲

弊

を

癒

し

清

新

の

筑

字

L

T

増

進

せ

し

む

る

に

最

も

幼

泉

の

あ

る

も

の

で
、

之

れ

を

単

に

美

鶴

の

上

よ

り

見

る

も

、

樹

木

に

よ

り

て

建

築

物

の

不

自

然

単

調

な

る

外

貌

を

調

印

し

て

安

静

天

柴

の

親

会

呈

せ

し

む

る

と

と

が

砂

く

な

い

の

で

あ

る

。

亦

内

庭

の

一

回

阿

部

と

し

て

、

純

米

非

常

時

の

児

童

牧

終

等

の

一

役

際

問

題

と

し

て

全

校

の

外

問

り

に

一

貫

し

た

る

周

路

を

設

け

.

之

れ

に

樹

下

根

本

土

で

見

定

が

立

入

っ

て

利

川

の

出

米

得

る

様

落

葉

並

木

の

一

定

間

隔

に

列

植

し

た

る

方

が

.

土

地

経

消

上

K

も

古

川

畑

上

に

も

有

益

に

し

て

便

利

と

思

ふ

の

で

あ

る

J

三

御

員

影

奉

安

所

現

今

世

市

小

山

明

校

に

於

て

は

、

大

低

校

庭

に

御

真

影

奉

安

所

が

鈴

へ

ら

れ

て

居

る

。

御

由

民

影

奉

安

所

の

位

世

は

全

校

内

に

於

け

る

・

肢

も

清

洋

友

位

置

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

共

の

火

災

等

の

矯

め

に

被

害

在

象

ら

ぬ

所

で

る

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

。

斯

様

な

位

置

は

若

し

前

庭

厨

き

場

合

は

、

之

を

前

庭

に

設

け

前

庭

狭

け

れ

ば

運

動

毎

の

一

郎

に

設

け

て

も

差

文

な

ぃ

。

奉

安

所

は

町

内

J

S

裂

な

る

部

分

で

あ

る

か

ら

、

北

ハ

の

周

回

も

風

致

よ

く

修

飾

さ

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

υ

共

の

爵

め

K

は

ぷ

安

肢

は

一

段

高

く

地

挫

し

て

其

の

上

に

建

て

'

て

周

凶

に

は

ま

垣

を

め

ぐ

ら

し

、

一

点

垣

内

に

は

砂

利

を

敷

く

か

、

或

は

清

砂

を

敷

く

の

で

あ

る

。

而

し

て

玉

垣

の

外

部

に

は

適

宜

常

締

潤

葉

樹

を

植

栽

し

て

、

山

宗

一

軍

一
な

趣

を

山

川

さ

し

め

る

、

そ

の

背

後

に

は

常

純

樹

を

相

官

の

巾

に

組

栽

し

て

、

背

景

と

す

る

と

と

が

必

要

で

あ

る

。

奉

安

肢

が

計

し

洋

式

で

あ

れ

ば

、

ぷ

{

女

殿

に

行

く

遁

路

及

び

共

の

周

回

を

も

整

型

式

に

設

計

さ

れ

る

事

か

出

来

る

け

れ

ど

も

・

何

れ

に

し

て

も

正

右

及

び

背

後

は

相

官

巾

の

杭

込

令

必

州

立

と

す

る

。

斯

様

な

奉

安

殿

附

近

の

航

栽

と

校

舎

と

の

調

和

或

は

校

庭

と

の

調

和

如

何

は

、

世

際

の

場

合

に

首

っ

て

充

分

考

究

せ

ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

問

題

で

る

る

さ

忠

ふ

。

四

屋

上

庭

園

娩

近

一

品

展

建

築

の

増

加

に

件

ひ

て

小

校

製

の

如

き

も

殆

ん

E

耐

震

耐

火

構

造

の

三

暦

四

時

の

校

舎

に

改

築

さ

れ

つ

つ

あ

る

か

ら

、

建

築

界

の

趨

勢

が

平

商

よ

り

す

偲

へ

と

仲

展

す

る

也

り

庭

闘

も

地

上

に

限

ら

れ

守

し

て

、

九

日

然

尾

上

へ

も

設

く

べ

き

で

あ

る

。

掛

る

K

現

今

首

市

小

皐

校

に

於

て

、

之

ω
種

庭

園

の

設

備

を

有

す

る

製

校

は

一

二

に

止

ま

り

他

K

殆

ん

ど

無

き

は

甚

だ

遺

憾

で

あ

る

。

屋

上

を

運

川

場

と

し

て

、

利

加

せ

ら

る

る

場

合

に

も

・

運

動

に

邪

魔

に

な

ら

ぬ

部

分

に

は

、

適

宜

組

木

槽

を

備

へ

て

多

少

の

航

栽

を

な

し

、

混

援

土

の

殺

風

景

さ

を

修

飾

す

る

と

と

は

必

要

友

る

一

挙

で

る

る

o向

d

人

之

れ

を

運

動

場

と

し

。

伎

は

・

?

に

地

上

K

於

け

る

い

控

闘

の

不

備

を

柿

ふ

矯

め

K

、

屋

t

k
柏

木

柵

や

柏

木

床

を

捺

へ

て

比

較

的

強

健

な

る

植

物

を

栽

析

す

る

と

と

は

、

府

.

米

都

市

の

事

伎

に

は

必

十

普

通

に

行

な

は

る

る

棋

に

友

る

と

と

と

思

は

れ

る

の

で

あ

る

。

之

れ

等

の

植

木

糟

は

第

一

土

並

が

湛

だ

し

く

制

限

さ

れ

て

居

り

、

都

水

等

も

充

分

行

な

は

れ

ね

ば

な

ら

ん

と

と

で

は

あ

る

が

、

一

位

際

に

は

そ

の

理

想

的

に

特

理

さ

れ

る

と

と

は

、

明

ま

れ

な

い

か

も

知

れ

な

い

γ

の

で

多

少

の

乾

燥

に

も

耐

え

る

も

の

で
、

比

較

的

土

壌

量

を

姿

す

る

と

さ

の

少

な

い

強

健

な

る

も

の

が

選

ば

れ

ね

ば

怒

ら

ん

、

共

の

上

屋

上

は

風

を

受

け

る

と

と

も

強

〈

殊

に

風

雨

の

際

に

は

相

官

に

強

い

衝

令

官

を

受

け

る

も

の

と

見

ね

ば

な

ら

-

な

い

し

‘

夏

時

は

阿

国

の

混

凝

士

の

熱

に

よ

り

て

、

之

亦

相

官

に

高

い

熱

度

を

受

け

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

斯

様

な

不

利

な

欣

態

K

耐

ゆ

る

極

め

て

強

き

も

の

で

な

い

と

用

ひ

る

事

が

出

来

な

い

。

屋

上

庭

園

が

地

上

の

庭

園

の

不

備

を

楠

ふ

錦

め

の

も

の

で

あ

れ

ば

‘

強

健

な

草

木

で

屋

上

に

耐

ゆ

る

も

の

は

た

に

に

よ

ら

や

用

ひ

ら

れ

得

る

の

で

あ

る

が

‘

若

し

も

之

れ

が

混

凝

土

の

無

味

乾

燥

さ

に

潤

ひ

を

持

た

せ

る

話

め

の

も

の

で

あ

っ

た

な

れ

ば

‘

此

の

所

K

m
び

ら

れ

る

も

の

は

‘

成

可

四

時

給

葉

を

有

す

る

常

織

が

望

ま

し

い

の

で

あ

る

。

今

と

れ

等

の

目

的

に

組

合

し

た

る

も

の

を

試

み

に

拳

げ

て

見

る

と

。

モ

ッ

コ

ク

、

ヒ

マ

ラ

ヤ

シ

l

a
タ

l

、

カ

イ

ズ

カ

イ

プ

キ

‘

ヲ

パ

メ

ガ

シ

ツ

パ

キ

、

マ

サ

キ

、

ト

ベ

ラ

、

ユ

ッ

カ

、

ク

チ

ナ

シ

、

ヒ

ヒ

ラ

ギ

ナ

ン

テ

ン

‘

ボ

ケ

、

パ

ラ

、

ツ

ゲ

等

の

木

本

が

丈

夫

で

北

ハ

の

他

草

木

花

測

で

は

大

低

の

も

の

が

育

つ

の

で

あ

る

。

五

教

材

園

現

在

宮

市

内

に

於

て

は

‘

栄

樹

類

の

如

き

説

菜

類

の

如

き

共

の

性

育

蹴

況

を

翻

察

す

る

と

云

ふ

事

は

・

質

に

至

難

で

あ

っ

て

、

夫

々

特

別

の

保

護

乎

入

を

す

る

と

と

に

依

り

て

、

始

め

て

共

の

欲

望

を

- 2 2 -
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満

た

し

う

る

と

云

ふ

様

な

極

め

て

哀

む

べ

き

欣

態

に

置

か

れ

で

あ

っ

て

、

大

自

然

の

抱

擁

の

中

で

自

然

の

生

前

肢

態

や

観

察

せ

ん

と

す

る

が

如

き

に

室

つ

て

は

到

低

竪

外

の

事

さ

し

か

考

へ

ら

れ

ぬ

次

第

で

あ

る

L

然

し

な

が

ら

理

科

教

育

が

閣

民

教

育

上

必

要

な

る

一

利

目

で

あ

り

、

活

物

教

授

の

高

唱

ぜ

ら

る

る

今

日

之

れ

に

釣

し

て

、

相

営

の

設

備

ぞ

施

す

べ

き

は

勿

論

之

れ

が

矯

め

多

少

の

経

費

を

要

す

る

と

も

僻

す

べ

か

ら

ざ

る

事

で

あ

っ

て

.

都

市

に

於

け

る

教

材

闘

が

如

何

に

普

泊

教

育

上

必

要

で

あ

る

か

と

云

ふ

事

は

、

教

育

家

な

ら

ぬ

私

が

へ

7

更

悲

に

費

言

を

費

す

迄

も

な

く

最

早

研

究

の

時

代

は

過

ぎ

去

っ

て

、

賞

行

の

時

代

に

移

っ

て

居

り

、

と

の

重

大

使

命

を

有

す

る

敬

材

闘

て

ふ

問

題

が

世

の

識

者

専

門

家

に

依

っ

て

暗

ま

し

く

論

議

さ

れ

て

居

る

が

、

土

地

を

白

山

に

得

ら

れ

な

い

と

云

ふ

都

市

共

通

の

梢

み

に

よ

っ

て

、

暗

礁

κ
乗

り

上

げ

て

い

る

感

が

あ

る

の

は

誠

に

遺

憾

と

す

る

吹

第

で

あ

る

。

斯

の

如

く

数

材

闘

の

施

設

に

は

、

齢

-

な

か

ら

ぬ

経

費

と

努

力

を

要

す

る

と

難

も

、

若

し

敢

校

が

一

致

協

同

し

て

共

同

教

材

開

な

る

も

・
の

を

経

営

す

る

な

ら

ば

、

忽

ち

に

し

T

W

H

現

し

得

ぺ

〈

共

ω

所

用

の

多

方

商

な

る

ま

た

絶

好

な

る

敬

授

資

料

の

供

給

所

た

る

さ

共

に

、

相

官

的

幼

稚

園

舎

に

就

て

1

・

幼

稚

園

の

目

的

抑

々

幼

稚

闘

の

目

的

は

幼

児

を

保

育

ん
品

士

岡

重

し

て

共

の

心

身

を

健

全

に

殻

逮

せ

し

め

善

良

な

る

性

情

を

瓶

聾

し

て

家

庭

教

育

を

怖

ふ

と

云

ふ

事

を

以

て

日

的

と

す

る

教

育

上

忽

せ

に

す

べ

か

ら

ざ

る

施

設

と

し

τ
大

方

の

諸

賢

に

推

奨

し

て

止

ま

ざ

る

次

第

で

あ

り

り

ま

す

。

現

今

横

笛

市

に

於

て

は

・

市

教

育

課

管

理

の

中

央

敬

材

闘

が

建

設

さ

れ

、

共

の

教

材

聞

に

は

数

十

坪

の

混

室

あ

り

一

般

作

物

花

升

野

菜

等

を

栽

培

し

、

且

兎

・

モ

ル

モ

ッ

ト

、

鶏

等

の

小

動

物

を

も

飼

育

し

て

、

夫

等

を

各

製

校

へ

分

配

し

理

科

教

材

に

供

し

敬

員

の

指

導

に

も

蓋

し

て

居

る

の

で

あ

る

。

終

り

に

臨

み

と

れ

迄

小

生

の

聞

係

し

た

る

校

庭

の

設

計

に

首

り

、

各

隊

一・

校

長

よ

り

出

で

た

る

共

通

的

の

注

文

は

大

悟

左

の

過

に

し

て

、

今

曇

考

ま

で

に

之

れ

と

幼

雑

園

令

の

勅

令

頭

初

に

あ

る

。

幼

児

の

心

身

を

健

全

に

殻

述

せ

し

め

叉

善

良

な

る

性

情

を

一

向

養

せ

ん

と

す

る

に

は

幼

時

か

ら

之

に

箸

手

す

る

を

以

て

優

れ

り

と

す

る

。

こ

れ

家

庭

敬

育

を

稗

柿

す

べ

き

幼

稚

園

施

設

の

必

要

あ

る

所

以

で

あ

る

。

殊

に

現

時

世

合

生

前

は

日

々

に

複

雑

を

加

へ

、

一

家

の

事

情

は

意

を

子

女

の

敬

養

の

み

に

専

ら

に

す

る

と

と

の

出

来

ざ

る

も

の

が

漸

く

多

か

ら

ん

と

す

る

今

日

に

在

り

て

は

、

幼

稚

園

の

任

務

は

益

三

塁

安

の

庖

を

加

へ

る

も

の

で

あ

る

。

を

拳

げ

れ

ば

一

、

校

内

運

勤

務

の

一

部

を

取

り

日

本

式

庭

闘

に

し

た

き

と

と

。

一

一

、

樹

穫

の

多

数

友

る

と

と

。

一

、

に

釘

し

て

は

最

も

岡

る

問

題

で

近

代

的

建

築

環

境

に

調

和

し

た

築

地

費

の

過

多

・な

る

E

共

後

の

管

理

に

同

難

な

る

黙

に

於

て

、

出

来

得

れ

ば

其

局

部

的

に

も

挫

く

べ

き

で

近

代

都

市

の

小

早

校

の

庭

閣

と

し

て

は

.

や

は

り

直

曲

線

混

交

の

洋

式

で

行

く

べ

き

で

あ

る

と

思

ふ

。

.

二
、

K

於

て

は

質

際

の

植

樹

に

首

り

、

叉

は

共

の

後

ω
管

理

に

柏

k

手

数

を

要

す

る

が

、

植

物

教

材

育

料

に

乏

し

き

都

市

に

於

て

は

、

此

れ

又

止

む

を

得

ざ

る

希

帥

主

で

あ

る

と

岡

山

ふ

の

で

あ

る

。

以

上

幼

稚

閣

の

設

置

は

之

を

任

意

と

し

て

あ

る

。

即

ち

市

町

村

、

及

び

共

の

思

十
校

組

合

、

叉

は

私

人

に

で

も

必

要

に

陪

じ

て

之

を

設

置

す

る

事

が

出

来

る

。

叉

幼

稚

園

は

小

按

校

に

附

設

す

る

事

が

州

来

る

、

市

設

幼

稚

闘

の

多

く

は

小

製

校

舎

の

一

部

分

に

之

を

設

け

て

叉

間

中

松

長

が

多

く

園

長

を

粂

務

し

て

居

る

、

が

幼

稚

聞

は

小

皐

校

の

校

舎

の

一

隅

に

設

け

る

よ

り

は

之

を

潤

す

一
せ

し

め

る

が

良

い

と

思

は

れ

る

。

現

時

父

母

が

共

に

業

務

又

は

努

働

に

従

事

し

て

子

女

に

射

し

て

専

ら

家

庭

敬

五 ー 23 - -



築 E主 止 曾 最t ( XIl I )  108 

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111"'1"1"'1""'1""'1'1"1"11'11"""1"'1111""' "1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

大阪市銅月号幼 稚 関 係 育 *

育

ぞ

行

ふ

と

と

の

問

雛

な

る

も

の

L

多

数

居

住

し

て

肘

る

地

域

に

あ

り

で

は

幼

稚

閑

の

必

要

殊

に

切

な

る

も

の

が

あ

る

。

今

後

は

新

の

如

き

方

面

に

特

に

持

及

護

建

せ

し

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

従

っ

て

共

保

育

の

時

間

の

如

き

も

早

朝

よ

り

夕

刻

に

及

ぶ

も

ス

可

な

り

と

一
去

は

れ

る

、

又

幼

稚

同

κ
入

国

せ

し

む

べ

き

幼

児

の

年

齢

に

就

い

て

も

規

定

の

通

り

三

才

よ

め

小

事

校

就

阜

の

始

期

に

達

す

る

ま

で

を

原

則

と

す

る

も

特

別

の

事

情

あ

る

場

合

に

は

三

才

未

満

の

幼

児

令

も

入

国

せ

し

め

得

る

事

と

な

っ

て

肘

る

。

之

を

外

岡

の

宜

例

に

徴

す

る

と

幼

靴

闘

の

一

部

に

接

見

預

所

を

附

設

せ

る

も

の

が

少

く

な

い

。

と

印

馬

め

に

特

別

の

事

情

あ

る

家

庭

に

到

し

て

使

径

を

輿

へ

る

所

頗

る

大

な

る

も

の

が

あ

る

υ

然

し

此

の

規

定

に

よ

っ

て

三

才

に

満

た

ざ

る

幼

児

を

牧

符

せ

ん

と

す

る

に

は

共

に

到

す

る

相

批

の

設

備

を

要

す

ろ

事

は

勿

論

な

る

も

、

事

情

ω
許

す

限

り

に

於

て

旭

川

V

M

K

之

を

従

施

す

る

は
川

H

M

今

の

時

勢

K

照

ら

し

亦

極

め

て

必

要

な

る

も

の

で

あ

る

u

大

阪

市

に

も

枇

品

門

事

業

と

し

て

市

内

に

多

く

の

托

児

所

が

設

け

ら

れ

で

あ

る

が

梢

此

の

程

に

近

い

d

h

の

で

あ

る

。

2

・

幼

稚

園

の

施

設

幼

稚

闘

の

施

設

に

閲

し

て

は

大

要

の

目

的

が

幼

児

の

心

身

の

健

全

な

る

溌

育

を

主

眼

と

し

て

あ

る

の

で

、

即

ち

保

育

訟

を

設

け

て

保

育

す

る

が

第

一

の

目

的

で

あ

る

、

北

ハ

保

育

な

る

も

の

は

遊

肢

と

唱

歌

と

視

察

ご

談

話

等

で

あ

る

J

北

二

闘

に

て

保

育

す

べ

き

闘

見

の

数

は

百

二

十

人

以

下

を

油

官

三

規

定

し

て

あ

る

、

そ

し

て

保

帰

一

人

が

保

育

す

可

き

幼

児

教

は

約

四

十

人

を

限

度

と

さ

れ

て

居

る

か

ら

之

K

依

り

一

闘

に

在

る

保

育

室

は

三

室

を

棋

準

と

さ

れ

る

事

が

附

来

る

。

然

し

幼

児

取

は

二

百

人

え

で

を

も

許

さ

れ

る

と

さ

れ

て

る

る

か

ら

、

中

に

は

四

塗

を

有

す

る

も

の

も

あ

り

叉

五

室

以

上

を

も

有

す

る

も

の

も

少

く

は

な

い

が

理

想

さ

し

て

は

人

数

の

閥

係

上

三

室

を

良

し

と

さ

れ

る

。

今

大

阪

市

内

宮

際

り

も

の

に

就

て

見

る

に

一

関

牧

存

の

幼

児

教

は

多

き

は

栄

幼

稚

闘

の

三

青

瓦

十

六

人

よ

り

少

き

は

凶

十

五

人

と

云

ふ

所

が

あ

る

、

之

L

T

全

市

の

卒

均

を

求

め

て

見

れ

ば

一

同

百

凶

十

三

人

と

な

る

。

保

育

銃

数

も

最

大

は

布

の

栄

の

十

宗

よ

り

最

少

一

山

地

主

云

ふ

所

が

あ

る

が

‘

之

を

平

均

し

て

見

れ

ば

全

市

平

均

放

同

室

強

と

な

る

の

で

あ

る

。

序

に

保

拙

数

を

皐

け

て

見

る

に

最

多

は

十

人

よ

り

円

以

少

二

人

と

云

ふ

教

で

あ

る

、

会

市

に

平

均

す

れ

ば

五

人

乃

至

六

人

と

な

る

。

保

姉

一

人

首

り

の

幼

児

数

は

平

均

し

て

三

十

六

人

で

あ

っ

て

丁

皮

良

い

粍

皮

で

あ

る

。

幼

稚

闘

同

舎

建

築

に

於

て

保

育

施

設

と

し

て

主

限
、

こ

す

る

所

は

右

の

保

育

室

数

例

と

一

つ

の

遊

戯

室

と

遊

間

と

で

あ

る

。

バ

.

，t

、

保

育

宗

教

は

前

記

の

如

く

闘

見

数

の

制

限

よ

り

三

室

を

規

糸

と

す

る

(

別

に

本

げ

た

る

最

近

の

間

関

西

野

田

幼

稚

閣

は

三

室

)

が

二

百

人

ま

で

許

す

と

す

れ

ば

百

一

室

迄

と

な

る

。

現

十

代

大

阪

市

に

あ

る

も

の

で

宗

教

の

貼

を

説

明

す

れ

ば

東

匝

に

あ

る

九

閑

は

平

均

六

室

を

持

っ

て

居

る

。

南

国

も

四

国

も

平

均

六

宗

杭

で

北

院

は

四

家

卒

均

。

此

花

阪

は

三

市

平

均

で

あ

る

υ

保

育

室

- 24 -=-
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幼

稚

園

κ
於

け

る

判

の

編

制

は

年

齢

別

に

依

っ

て

汚

す

を

常

例

と

し

て

居

る

c文

部

省

令

K

て

は

『

建

物

は

な

る

べ

く

平

家

建

と

し

如

敢

に

陪

十

る

保

育

室

・

遊

蹴

J

蛍

共

の

他

必

要

な

る

諸

室

を

備

ふ

る

と

と

』

と

あ

り

、

最

近

計

哉

の

も

の

は

大

抵

卒

屋

建

で

あ

る

が

、

小

山学

校

k

合

の

一

隅

に

設

け

ら

れ

る

も

の

も

皆

階

下

を

以

て

充

賞

し

で

あ

る

。

保

育

室

の

大

さ

規

定

に

よ

れ

ば

左

の

如

く

さ

れ

て

あ

る
。「

保

育

室

の

大

さ

は

幼

児

五

人

κ
っ

き

一

一

昨

よ

り

少

な

か

ら

J

さ

る

と

と

」

十

仰

K

依

れ

ば

一

保

育

室

の

床

面

積

は

四

十

人

を

容

る

L

も

の

と

し

て

八

時

を

以

て

足

れ

り

と

す

る

も

室

周

回

K

柴

器

、

総

具

世

場

等

相

品

川

の

飴

地

を

要

す

る

も

の

な

る

を

以

て

三

間

と

四

聞

の

-F

即

十

二

坪

を

以

て

者

遁

と

す

る

。

今

大

阪

市

内

現

在

の

幼

稚

闘

の

情

態

を

見

る

に

保

育

室

の

幼

児

一

人

世

の

坪

教

は

O

、

三

二

咋

に

し

て

即

幼

児

五

人

K

到

し

て

は

一

昨

六

人

け

に

現

在

・

な

っ

て

居

る

、

四

十

人

を

容

る

L

室

と

し

て

は

十

二

昨

八

合

と

な

る

、

現

存

の

多

く

の

も

の

は

四

聞

に

四

聞

の

十

六

咋

の

も

の

が

多

い

の

で

あ

る

。

設

備

と

し

て

は

木

地

床

と

し

、

硬

き

い

体

は

泣

く

可

き

で

あ

る

、

正

面

に

塗

板

を

備

へ

歌

的

は

設

け

な

い

、

共

他

緒

薗

等

の

拙

示

板

、

川

口

川

棚

‘

等

そ

説

く

、

味

光

は

床

面

積

の

五

分

の

一

乃

至

六

分

の

一

の

窓

面

積

を

要

す

る

、

中

に

は

各

保

育

室

の

「

フ

ヰ

ニ

ツ

シ

ユ

』

の

色

を

色

k

k

費

へ

た

る

も

の

も

あ

る

、

即

竹

の

室

、

襖

の

室

、

等

の

名

を

聞

し

て

。

ロ
f

k

 

此

の

遊

戯

室

に

就

い

て

は

文

部

作

令

に

で

も

幼

稚

園

設

備

-

こ

し

て

は

必

ホ

備

ふ

可

き

規

定

と

し

て

は

あ

る

も

共

大

さ

等

に

就

て

は

何

等

の

規

定

は

な

い

が

、

多

く

の

例

よ

り

し

て

見

れ

ば

約

二

十

五

呼

枕

に

し

て

五

間

角

の

も

の

が

背

辿

の

も

の

と

凡

ら

れ

る

、

大

阪

市

内

五

十

回

の

吋

例

よ

り

し

て

見

て

も

大

は

堀

江

幼

稚

園

の

五

十

二

時

よ

り

少

は

十

八

坪

位

し

か

友

い

も

の

も

あ

る

，

か

全

市

の

卒

均

坪

は

二

十

凶

坪

七

合

と

友

る

、

卒

面

正

方

形

の

も

の

が

通

常

の

棋

で

もC

る

、

正

方

形

K

し

て

角

切

の

も

の

、

又

は

闘

形

友

ら

ば

最

伎

で

あ

る

J

そ

れ

は

遊

戯

共

も

の

L

性

質

上

回

形

か

正

方

形

や

良

と

す

る

、

此

室

は

可

成

天

井

高

を

も

高

く

し

、

遊

蹴

使

用

上

木

浩

床

・

な

る

事

を

必

要

と

す

る

、

各

保

育

室

を

蓮

ぬ

る

版

下

遊

戯

室

の

一

端

に

遊

園

K

面

し

て

南

面

し

て

位

置

す

る

を

最

良

と

す

る

、

版

下

は

之

を

開

放

さ

し

遊

園

よ

り

直

に

保

育

室

に

出

入

す

る

を

得

せ

し

む

る

が

使

で

る

る

、

此

は

遊

嗣

が

狭

院

な

る

時

は

特

に

開

放

廊

下

な

る

事

が

必

要

と

友

る

、

遊

蹴

室

は

性

質

上

相

官

美

的

に

し

て

快

的

な

る

感

じ

を

有

す

る

を

必

要

と

す

る

、

此

室

に

は

塗

板

、

遊

蹴

運

動

器

具

、

楽

器

、

玩

具

棚

、

奈

は

位

一寸

や

設

備

せ

、

り

れ

る

。

遊

園

の

成

さ

は

規

定

と

し

て

『

幼

児

一

人

に

就

き

な

る

べ

く

一

昨

以

上

の

制

令

を

以

て

設

く

る

と

と

』

と

あ

り

‘

松

準

人

数

百

二

十

人

な

る

時

は

百

二

十

昨

の

遊

闘

を

裂

と

す

る

、

保

育

室

と

似

姉

目出

と

遊

戯

室

と

に

接

し

た

る

共

形

は

大

関

矩

形

の

も

る

た

る

可

く

、

か

く

耐

積

が

規

定

さ

る

L

時

は

市

中

に

於

て

幽

地

の

聞

積

豊

か

な

ら

示

し

て

充

分

な

る

遊

凶

を

採

わ

得

き

る

事

あ

る

時

K

は

前

記

の

開

放

一

郎

下

を

も

遊

闘

の

延

長

と

し

て

共

坪

数

K

算

入

し

て

規

定

の

も

の

に

近

か

ら

ん

事

が

出

来

得

る

の

で

あ

る
。

今

迄

設

け

ら

れ

た

る

多

く

の

も

の

は

前

記

規

定

の

面

積

に

及

ば

な

い

も

の

多

〈

今

試

K

大

阪

市

内

の

各

幼

稚

園

の

遊

園

の

両

積

を

調

べ

て

見

る

に

.

一

人

に

就

き

遊

匪l

一

一

時

に

及

ぶ

も

の

は

全

市

に

在

る

五

十

圏

中

六

園

を

数

ふ

る

に

過

ぎ

な

い

の

で

全

市

と

し

て

は

卒

均

O

、

六

六

坪

の

剖

首

と

な

る

。

今

各

匡

別

と

し

て

遊

闘

の

幼

児

一

入

賞

坪

を

表

記

す

れ

ば

持

北

区

0

・
四

三

来

匝

0

・

五

八

市

開

0

・

六

三

岡

同

一

0

・

五

川

此

花

岡

0

・

九

凶

港

問

0

・

三

冗

浪

辿

匝

0

・

七

六

西

淀

川

区

0

・

六

九

東

成

区

二

・

五

九

住

吉

匝

一

一

・

九

五

西

成

区

0

・

七

七

会

市

卒

均

0

・

六

六

右

の

東

成

隠

、

住

吉

町

川

一

は

大

K

裕

な

る

遊

園

を

有

し

て

居

る

が

そ

れ

は

谷

区

民

一

国

宛

し

か

持

つ

で

居

歩

又

組

数

も

二

乃

至

三

室

を

有

す

る

に

過

ぎ

な

い

か

ら

で

あ

る

ー

遊

凶

に

施

設

せ

ら

る

可

-a

t

設

備

は

手

洗

栴

初

日

銀

湯

.

春

場

、

足

洗

袋

、

と

り

窒

.

之

や

築

山

日無

期

三

な

し

て

一

部

分

に

泉

地

を

設

け

、

魚

類

を

揚

が

す

、

共

他

捕

り

橋

、

揺

り

椅

子

‘

等

の

激

励

甚

だ

し

か

ら

ざ

る

運

動

機

具

を

備

へ

‘

樹

木

、

花

壇

、

藤

棚

‘

ペ

ル

ゴ

ラ

等

を
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周

り

tて

( ニ〉監

す

共

他

の

諸

室

保

姉

室

は

建

物

の

梢

中

央

に

位

し

て

遊

園

及

び

す

い

闘

を

望

見

す

る

を

得

ぺ

き

位

置

に

布

る

可

く

共

両

積

さ

し

て

は

三

名

叉

は

問

名

ヶ

谷

る

可

き

蹟

さ

の

も

の

た

る

可

〈

、

使

γ

室

戸無

湯

州

場

は

玄

山開

κ
接

し

て

交

付

総

を

聞

け

一

部

分

K

{街

直

{立

を

設

く

‘

北

川
他

作

合

室

と

し

て

幼

児

附

添

人

或

は

送

迎

人

の

滑

場

を

使

丁

主

又

は

玄

関

附

近

K

設

り

る

可

く

長

腰

掛

の

設

備

三

下

駄

傘

置

場

左

も

之

の

部

分

に

誌

け

ら

る

可

き

で

あ

る

。

使

所

は

、

大

便

所

の

一

町

田

劃

は

相

官

の

険

さ

や

要

し

附

添

人

も

共

に

入

ら

る

可

き

院

さ

を

山

立

す

る

も

の

あ

り

.

或

は

便

総

を

去

の

中

心

よ

り

片

寄

せ

て

設

け

ら

れ

た

る

も

の

あ

り

、

幼

稚

闘

は

卒

家

建

ケ

可

と

す

る

に

依

り

従

て

木

造

建

築

た

る

可

く

、

銑

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

迭

の

も

の

は

b

ま

り

に

幼

児

に

劃

し

て

は

硬

き

に

過

ぎ

共

脆

弱

な

る

館

質

に

趨

せ

ざ

る

も

の

あ

ら

ん

。

3

・

大

阪

市

幼

稚

園

の

航

態

最

近

大

市

川

市

に

於

て

は

幼

稚

凶

ド

迫

々

と

共

必

山

立

を

感

じ

て

い米

た

の

T

あ

っ

て

、

咋

年

中

に

新

設

せ

ら

れ

開

閣

を

見

た

る

も

の

κ
は

数

園

ぞ

数

へ

る

事

い

か

出

.

米

る

・

日

く

.

体

法

、

玉

出

.

東

区

の

銅

座

.

此

花

阪

の

西

肝

問

、

四

貫

島

の

諸

国

で

あ

る

。

大

阪

市

に

於

け

る

幼

稚

凶

の

浩

平

を

見

る

に

長

十

日

の

も

の

は

北

擦

に

あ

る

宝

珠

幼

稚

凶

ざ

す

る

明

治

十

三

年

の

創

立

で

る

る

、

次

で

北

院

官

雨

、

中

大

灯
、

戸

地

等

が

創

設

せ

ら

れ

た

る

が

次

で

明

治

二

十

六

年

に

は

一

時

に

多

く

の

幼

稚

闘

が

開

設

せ

ら

れ

た

る

事

を

凡

る

、

則

明

治

廿

六

年

以

前

に

て

は

愛

珠

を

先

頭

三

し

て

仕

六

年

ま

で

の

十

三

年

の

聞

に

十

三

闘

を

浩

ら

れ

即

一

年

に

一

凶

の

剖

で

進

ん

だ

も

の

が

明

治

二

十

六

年

に

は

此

年

に

一

度

に

十

六

闘

の

新

設

令

見

た

の

で

る

る

、

北

極

じ

二

園

、

東

区

に

一

同

.

川

区

に

は

九

凶

に

て

故

も

優

勢

で

あ

る

‘

港

-匝

K

一

閥

、

市

匝

に

二

、

浪

速

闘

に

一

同

で

あ

る

。

そ

し

て

束

凶

は

流

一

心

に

最

も

古

き

脱

出

先

ぞ

有

し

共

現

在

ω
匿

内

に

有

す

る

八

闘

も

大

部

分

は

明

治

二

十

年

以

前

に

開

設

せ

ら

れ

た

る

も

の

で

あ

る

し

そ

れ

で

現

在

の

大

阪

市

の

持

つ

幼

稚

凶

の

搬

は

市

立

の

も

の

に

て

純

計

五

十

闘

や

算

し

各

同

分

に

し

て

継

げ

て

見

る

と

、

だ

の

様

で

あ

る

J

大

阪

市

立

幼

稚

国

教

北

匡

五

園

此

花

協

六

園

東

区

九

同

西

区

十

一

同

地

匝

一

同

商

函

八

同

浪

蓮

阪

凶

尉

西

淀

川

区

二

凶

西

成

厄

二

同

束

成

隠

一

闘

住

吉

匝

一

凶

此

他

に

私

立

の

も

の

と

し

て

は

約

三

十

園

位

あ

る
。

天

王

寺

匝

は

住

肘

地

域

な

る

に

か

L

は

ら

宇

市

立

の

も

の

は

一

も

な

い

が

私

立

の

も

の

・
こ
し

て

五

闘

あ

り

叉

住

吉

区

に

も

私

立

の

も

の

は

八

闘

を

算

す

る

叫

斯

く

の

如

く

大

阪

市

現

時

の

幼

稚

闘

は

市

立

私

立

を

合

し

て

八

十

闘

を

算

す

る

が

向

近

時

の

情

勢

は

此

れ

だ

け

の

も

の

を

以

て

充

分

と

な

さ

ヂ

径

k

増

加

の

趨

勢

を

一
不

し

、

大

阪

市

に

於

て

目

下

計

豊

中

の

も

の

は

天

王

寺

方

面

、

九

傑

方

面

其

の

他

K

於

て

数

ク

所

令

算

す

る

も

の

で

あ

っ

て

、

凡

て

小

墜

校

々

合

-

こ

北

ハ

に

せ

中

岡

併

は

凡

て

濁

立

せ

る

も

の

で

あ

っ

て

卒

屋

建

木

遣

の

耐

民

構

也

令

以

て

せ

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

(

絡

)

ハ

四

十

六

頁

よ

り

い

制

〈

)

施

i

上

の

問

題

μ

闘

し

て

は

他

の

現

場

三

盛

っ

て

事

新

し

く

掲

ぐ

る

事

項

も

な

い

が

、

只

希

望

と

し

て

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

に

於

て

は

仕

上

り

ゃ

能

く

す

る

意

味

強

度

を

哨

逃

す

る

意

味

三

に

於

て

調

合

の

精

確

を

期

す

る

鵡

在

来

セ

メ

ン

ト

桝

計

り

の

調

合

を

麿

し

、

袋

入

共

催

を

単

位

と

す

る

ミ

ク

サ

ー

を

使

川

し

た

い

、

堰

放

は

二

回

以

上

は

川

ひ

な

い

背中

と

コ

ン

ク

リ

ー

ト

突

込

人

夫

を

充

分

に

六

名

以

上

使

ひ

た

い

と

思

ふ

事

で

あ

る

。

木

造

建

築

で

は

複

雑

な

る

仕

口

を

避

け

て

ボ

l

ル

ト

鑑

金

物

を

充

分

に

用

ひ

、

防

水

工

事

は

陸

屋

棋

計

り

で

・

な

く

窓

廻

り

共

他

に

於

て

将

来

の

虞

ぞ

除

く

鵠

充

分

に

し

て

置

き

た

い

、

北

ハ

他

種

々

重

要

事

項

も

あ

る

が

工

事

施

工

期

聞

は

克

も

確

貨

を

嬰

し

工

科

も

相

官

民

切

り

吐

一川
め

て

入

札

に

か

り

で

居

る

、

従

っ

て

工

程

の

組

合

は

飴

程

研

究

令

要

す

る

事

に

な

る

が

、

其

間

工

事

よ

微

細

の

賄

に

於

て

も

一

口
景

品

事

者

の

努

力

を

矧

は

し

た

い

と

思

ふ

。

以

上

は

本

市

小

製

校

現

場

の

大

韓

に

つ

い

て

述

べ

た

と

思

ふ

が

、

武

重

な

紙

面

を

借

り

充

分

立

を

識

せ

ぬ

知

も

遺

憾

で

あ

る

が

、

忠

ひ

付

き

の

値

引
1

H

き

つ

け

て

筆

を

世

く

事

と

す

る

。
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皐

校

建

築

に

必

要

な

る

凡

そ

如

何

な

る

桔

類

の

建

物

を

設

計

す

る

に

し

て

も

、

共

建

物

の

性

質

を

充

分

唄

幌

配

味

し

て

之

が

プ

ラ

ン

を

研

究

し

・

共

性

質

の

仲

び

上

っ

た

も

の

が

、

即

ち

、

共

建

築

の

エ

レ

ベ

ー

タ

ヨ

ン

と

な

ら

な

く

て

は

友

ら

な

い

。

思

統

建

築

に

於

て

も

亦

、

共

プ

ラ

ン

の

簡

潔

に

し

て

外

仰

の

民

間

目

な

る

、

妹

忙

北

ハ

構

造

の

隊

一
一

牢

な

る

事

等

は

、

共

に

象

校

建

築

の

性

質

で

あ

っ

て

、

確

か

に

服

飾

を

去

っ

て

然

か

も

平

凡

に

流

れ

歩

、

明

る

く

し

て

、

す

っ

ば

り

し

て

ぬ

る

と

云

ふ

川

が

.

即

ち

血

十

校

建

築

さ

し

て

の

自

然

の

形

態

で

は

な

か

ら

う

か

と

思

は

れ

る

。

此

形

態

は

同

時

に

共

内

容

と

し

て

施

さ

る

可

き

幾

多

の

設

備

を

待

っ

て

、

始

め

て

事

校

建

築

本

来

の

使

命

を

完

ふ

し

得

る

も

の

で

あ

る

。

建

築

工

事

の

附

帯

設

備

さ

し

て

、

常

に

五日

k

の

取

扱

ふ

可

附

帯

設

備

楠

瀬

j散

き

二

三

に

就

い

て

少

し

く

記

し

て

見

た

い

。

尤

も

単

k

m

e

校

建

築

と

之

を

総

折

的

に

云

っ

て

も

、

共

内

に

は

犬

、

中

、

小

明

校

を

始

め

と

し

て

、

各

純

一
各

僚

の

技

術

的

専

門

脇一
a

校

あ

り

・

従

っ

て

其

程

度

共

専

門

-z

す

る

所

に

よ

り

、

設

備

の

積

一矧

も

亦

自

ら

見

る

も

の

が

あ

る

。

今

、

』

L

に

記

さ

ん

ざ

す

る

所

の

も

の

は

、

共

内

法

も

一

般

的

の

も

の

で

あ

っ

て

、

中

等

感

校

科

度

や

杭

準

ざ

し

て

ゐ

る

取

を

抽

出

め

御

承

知

世

を

制

ぴ

度

い

J

電

壇

友

電

力

中

等

間

四

千

松

の

室

内

電

燈

と

し

て

は

一

般

に

普

通

敬

室

に

は

と

ら

・

な

い

の

が

普

通

で

あ

る

が

、

特

殊

の

室

に

は

勿

論

之

を

必

要

と

す

る

。

共

位

置

に

付

い

て

は

な

什

製

校

と

し

て

の

特

別

の

希

紫

も

あ

る

事

で

、

一

般

的

に

は

記

さ

れ

な

い

が

、

物

理

、

化

阜

、

州

諸

.

時

物

壮

一

寸

の

聞

係

諸

宗

は

敬

授

上

必

要

で

あ

る

。

此

内

物

理

、

化

製

の

階

段

教

室

に

於

て

は

普

逝

の

電

燈

以

外

に

黒

板

の

前

に

二

個

の

電

燈

を

と

っ

て

、

之

に

黒

板

の

方

を

照

す

様

な

カ

バ

ー

を

附

す

る

事

も

考

へ

ら

れ

る

c

之

等

の

ス

ヰ

ツ

チ

は

成

る

可

く

敬

曜

の

内

側

に

設

仙

す

る

。

一

般

に

感

情

建

築

に

於

け

る

ス

ヰ

ツ

チ

は

総

工

宗

内

の

ド

ア

1

近

く

に

設

け

る

の

が

普

泊

で

あ

る

。

暗

去

の

小

則

的

は

流

し

の

卜

部

壁

面

に

白

、

亦

ー

、

赤

ー

の

三

間

を

併

州

し

て

共

下

部

に

同

じ

く

三

川

の

ス

ヰ

ツ

チ

を

設

仙

し

、

此

電

源

は

同

察

内

の

送

込

よ

り

取

る

事

さ

す

る

J

A

ス

ヰ

ツ

チ

は

三

位

全

部

の

勤

減

ぞ

司

り

、

B

ス

ヰ

ツ

チ

は

白

又

は

赤

二

川

の

貼

械

を

別

々

に

受

持

っ

て

焼

付

に

使

川

し

、

C

ス

ヰ

ツ

チ

は

赤

二

例

の

鑓

更

を

行

ふ

も

の

で

あ

っ

て

、

中

恥

は

山

が

よ

り

赤

色

織

密

忙

し

て

主

と

し

て

括

板

門

現

像

に

使

川

す

る

の

で

あ

る

。

叉

同

宗

入

口

仰

に

は

赤

色

野

戒

般

を

取

付

け

る

必

一

安

も

あ

ら

う

。

電

力

と

し

て

中

等

感

校

に

必

要

友

の

は

.

交

流

一

O

O
ボ

ル

ト

及

び

二

二

O

ボ

ル

ト

で

あ

る

。

此

の

-m
二

二

O

ボ

ル

ト

は

ポ

ン

プ

安

川

の

動

力

及

び

直

流

殻

電

川

と

し

て

約

三

応

力

と

に

使

川

し

、

尚

北

ハ

他

動

力

の

電

源

た

ら

し

む

る

も

の

で

あ

る

。

交

流

一

O

O
ボ

ル

ト

の

.

フ

ラ

ッ

グ

は

勿

論

普

通

電

燈

線

よ

り

取

る

を

ね

ぺ

く

、

物

理

階

段

教

室

の

敬

阜

K

は

一

端

に

中

等

謀

四

時

の

官

職

上

ロ

ー

タ

リ

ー

ポ

ン

プ

(

五

O

O

W

)
川

の

プ

ラ

ツ

グ

を

設

備

す

る

規

定

と

な

っ

て

ゐ

る

外

、

数

卓

中

央

に

二

例

及

他

端

に

雨

天

又

は

桂

文

の

鴎

め

ヘ

リ

テ

ス

グ

ツ

ト

の

使

川

川

来

た

い

場

合

の

準

備

に

光

源

川

-こ

し

て

一

仰

の

.フ

ラ

ッ

グ

(
瓦

O

O

W

)
を

以

け

て

置

く

必

要

が

あ

る

。

物

理

貿

験

室

に

於

て

は

‘

生

徒

賀

峨

机

を

周

同

窓

際

K

配

置

す

る

場

合

と

或

間

隔

を

置

い

て

内

部

に

配

列

す

る

場

合

と

が

あ

る

。

前

五

円

な

ら

ば

プ

ラ

ツ

グ

の

間

隔

約

一

間

三

し

、

後

者

な

ら

ば

一

脚

に

付

き

刷

端

二

例

宛

取

る

の

を

普

通

と

す

る

。

山

川

機

械

室

一ザ
へ

は

準

備

室

に

は

各

二

個

位

を

設

備

し

庭

、

C

叉

化

取

階

段

教

室

、

同

町

験

主

の

教

卓

中

央

に

二

例

宛

準

備

室

に

一

個

を

設

り

生

徒

官

峨

机

に

も

化

事

現

象

の

照

明

川

三

し

て

二

悩

宛

を

試

仙

す

る

J

此

の

外

女

勝一

'
校

に

於

て

は

、

割

米

安

調

理

弘

弁

に

洗

濯

室

染

色

去

に

本

立

一

O

ア

ム

ベ

ア

l

仰

の

配

線

を

一

去

に

什

き

一

ケ

所

宛

設

り

、

向

裁

縫

数

去

に

は

生

徒

の

故

に

肱

じ

趨

常

の

内

所

丈

ア

イ

- 31 
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ロ

ン

用

.

フ

ラ

ッ

グ

を

設

備

す

る

必

要

が

る

る

。

二

二

O

ボ

ル

ト

と

し

て

は

物

理

階

段

教

室

、

同

質

験

室

の

各

教

卓

弁

K

準

備

室

に

一

個

宛

い

づ

れ

も

一

キ

ロ

を

配

線

し

、

尖

端

に

は

ナ

イ

フ

ス

ヰ

ツ

チ

を

設

け

て

共

下

に

タ

l

ミ

ナ

ル

を

取

付

け

三

相

交

流

生

徒

質

臓

の

親

さ

な

す

べ

き

も

の

で

あ

る

。

或

鳳

一・
校

に

於

て

は

特

別

に

工

作

室

を

設

け

る

事

が

あ

る

。

此

場

合

に

は

共

室

内

全

部

の

動

力

と

し

て

約

二

馬

力

を

必

要

と

す

る

じ

化

皐

閥

係

の

諸

出

患

に

は

中

位

一
寸
陶
平
校

粍

度

と

し

て

二

二

O

ボ

ル

ト

の

配

糾

は

必

要

が

な

い

様

で

あ

る

い

次

は

直

流

で

あ

る

が

普

通

中

等

感

校

で

は

先

づ

二

O

ボ

λ

ト

即

ち

帯

電

池

一

O

個

内

外

を

設

仙

し

て

足

り

る

υ

之

氏

は

前

週

の

遁

め

交

流

一

一

一

一

O

ボ

ル

ト

民

依

り

三

馬

カ

枕

の

電

動

費

電

機

を

以

っ

て

直

流

K

蟹

流

し
、

蓄

電

池

を

充

電

し

て

各

所

要

の

位

置

に

返

電

す

る

の

で

あ

る

。

配

線

に

は

此

の

二

二

O

ボ

ル

ト

を

二

、

同

，

六

、

八

ボ

ル

ト

の

四

同

線

に

分

ち

、

之

に

仲

ふ

屯

線

を

チ

ュ

ー

ブ

内

K

納

め

る

事

と

す

る

。

杭

世

-

こ

し

て

は

物

理

、

化

問

早

川

附

段

敬

宗

の

各

教

卓

に

一

例

宛

を

と

る

。

前

者

は

助

力

計

算

又

は

直

流

と

越

抗

の

関

係

を

調

ペ

る

事

な

ど

の

川

に

使

川

し

、

後

者

は

主

三

し

て

化

事

的

電

気

分

解

に

刑

ひ

ら

れ

る

。

思

想

と

し

て

は

物

理

.

化

些

の

各

生

徒

質

験

机

K

も

一

個

宛

設

備

出

来

得

れ

ば

結

純

で

あ

る

。

又

教

授

上

幻

燈

刑

と

し

て

地

M
m

歌

山

ヤ

及

博

物

教

室

に

も

一

キ

ロ

一

0

0

ボ

ル

ト

単

相

一

・グ

所

宛

配

線

す

る

の

全

校

泊

三

し

て

を

る

。

以

上

の

次

第

で

中

等

感

械

の

帯

電

池

山

な

る

も

の

は

、

一

昨

も

あ

れ

ば

充

分

で

あ

る

が

、

有

し

く

も

帯

電

池

を

置

く

以

上

共

京

内

仕

上

は

全

部

耐

般

的

材

料

を

以

っ

て

し
、

帯

電

池

の

土

主

は

完

全

に

施

工

し

、

向

日

光

の

直

射

を

避

け

る

と

同

時

に

濃

筑

の

少

い

場

所

を

撰

ぴ

且

換

気

装

置

に

は

充

分

の

注

意

を

以

っ

て

遺

憾

な

き

を

期

し

度

い

も

の

で

あ

る

。

吹

に

‘

引

込

電

力

の

系

統

で

あ

る

が

、

川

k

m

u

気

虫

と

云

ふ

山

を

設

け

・な

い

場

合

に

は

砕

油

小

使

ハ

?

に

引

込

開

閉

器

を

取

付

け

‘

之

れ

に

電

燈

線

と

動

力

線

を

恒

川

し
‘

向

電

位

、

差

込

共

他

使

別

箇

所

の
必
ず

い

場

合

に

は

誼

・

1

池

山
H

同

の

場

所

に

分

電

盤

を

設

置

し

て

.

統

一

的

に

或

匝

剖

を

設

け

る

方

が

便

利

で

あ

る

の

終

り

に

電

力

購

入

の

場

合

、

共

拳

校

の

使

川

電

力

大

に

し

て

低

監

K

て

購

入

す

る

時

は

、

初

月

の

準

備

料

共

他

を

合

算

し

て

英

大

の

経

常

貨

を

要

す

る

事

と

怒

る

が

、

か

s

る

場

合

に

は

高

座

を

以

っ

て

購

入

し

、

電

気

室

を

設

け

て

此

庭

に

鐙

盤

装

置

を

施

し

、

内

部

で

自

由

に

使

用

す

る

方

が

前

者

に

比

ん

て

遥

か

に

低

額

と

な

る

事

も

あ

る

d

し

か

し

此

場

合

第

二

税

以

上

の

電

気

主

任

技

術

者

を

要

す

る

事

は

勿

論

で

あ

る

d

電

話

中

等

関

与

校

K

於

け

る

同

線

は

普

週

一

回

線

℃

、

多

く

て

二

回

線

伎

の

も

の

で

あ

る

。

校

内

電

話

と

し

て

設

備

す

る

私

設

電

話

は

、

局

線

一

例

に

剖

し

七

倒

位

に

制

限

せ

ら

れ

て

ゐ

る

が
、

田

舎

の

方

に

所

在

し

て

比

較

的

通

詞

数

の

少

い

場

合

に

は

一

O

倒

乃

王

一

一

、

二

例

位

迄

は

共

以

叫

に

依

っ

て

許

可

さ

れ

る

様

で

あ

る

。

従

っ

て

若

し

校

内

私

設

屯

話

数

が

前

越

の

教

を

超

過

す

る

場

合

に

は

加

入

賞

話

の

増

加

を

徐

儀

友

く

せ

ら

れ

る

d

私

設

電

話

の

設

置

場

所

は

一

般

に

校

長

安

、

事

務

山

一

十

¥

教

員

皆

、

間

近

口

虫

、

共

他

特

殊

製

科

措

任

教

員

ん

で

等

で

あ

っ

て

、

交

換

機

は

事

務

家

に

置

く

の

を

北

田

辺

と

し

て

居

る

。

交

換

機

は

磁

石

式

.

北

ハ

稿

式

、

自

働

式

い

つ

れ

ホ

採

用

ぜ

ら

れ

て

ゐ

る

。

町

会

口

の

方

に

於

て

局

の

交

州

問

機

が

磁

石

式

で

あ

る

場

合

、

若

し

勝

校

に

設

備

す

る

交

換

機

を

共

屯

式

と

し

民

い

時

は

、

地十

校

の

方

に

そ

れ

に

伶

ふ

遡

首

の

設

備

を

施

せ

ば

可

能

で

あ

る

。

中

等

製

校

に

於

け

る

私

設

電

話

の

教

は

、

公

共

建

築

物

と

か

、

共

他

ピ

ル

ヂ

ン

グ

に

於

け

る

が

如

く

、

将

来

多

数

の

増

加

を

来

す

様

友

事

は

殆

ど

な

い

の

で

、

資

援

一

0

・

こ

す

れ

ば

.

交

険

機

の

容

量

は

先

づ

二

一
も

あ

れ

ば

結

構

で

あ

る

。

磁

石

式

久

は

共

定

式

の

場

合

に

は

容

量

の

小

な

る

交

換

機

も

誼

宜

設

備

し

得

ら

る

L

が

、

自

働

式

に

友

る

と

和

製

で

は

齢

り

に

小

な

る

も

の

は

無

い

様

で

あ

る

。

電

話

機

の

務

相

と

し

て

は

、

校

長

室

及

び

宿

也

去

の

二

つ

を

卓

上

と

し

‘

其

他

は

総

て

壁

掛

を

採

川

し

て

ゐ

る

d

古

代

聞

に

は

事

務

告

に

あ

る

本

株

砂

一

宿

直

室

に

桜

翻

す

る

級

に

考

へ

て

お

け

ば

便

利

か

と

思

は

れ

る

c

- 3 2 -

電

鈴

及

表

-m
器

開門学

校

に

於

て

は

普

通

校

長

室

.

向

感

接

室

‘

事

務

室

、

救

員

宗

弁

に

特

殊

勝

十

科

拾

任

教

員

室

よ

り

小

使

を

呼

ぶ

の

と

.

校

長

室

よ

り

事

務

主

任

又

は

給

仕

を

呼

ぶ

の

さ

先

づ

之

位

の

も

の

で

る

る

。

従

っ

て

事

務
・

笠

に

於

て

は

電

鈴

の

佐

世

ぞ

離

す

と

か
、

電

鈴

の

形

献

や

慶

へ

て

共

青

色

彩

異

仁

す

る

と

か

に

依

っ

て

、

呼

ぽ

る

L

者

を

匿
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別

す

る

が

、

小

伎

町主

に

於

て

は

各

所

よ

り

咋

ば

る

L

の

で

あ

る

か

ら

、

良

く

見

え

る

佐

世

に

表

示

川

市

や

取

付

け

る

の

を

普

通

と

し

て

ゐ

る

J

此

表

示

器

に

は

、

ド

ロ

ッ

プ

式

と

ラ

ン

プ

式

の

二

週

め

が

あ

る

。

-
ド

ロ

ッ

プ

式

で

は

先

方

で

抑

釦

を

押

す

と
、

電

鈴

の

鳴

る

と

同

時

に

北

ハ

室

陀

相

常

し

た

慎

一

示

札

が

落

ち
、

ラ

ン

プ

式

で

は

矢

張

前

同

統

括

鈴

が

鳴

る

と

同

時

に

共

室

に

相

川

す

る

一
?

屯

灯

が

貼

火

す

る

装

置

で

、

今

日

で

は

主

と

し

て

前

者

が

採

川

せ

ら

れ

て

ゐ

ゐ

。

之

位

の

装

置

に

は

其

電

源

と

し

て

乾

電

池

を

使

用

す

る

。

電

気

時

計

及

時

報

装

置

親

時

計

の

枕

置

は

県

松

に

依

っ

て

興

っ

て

ゐ

る

が

、

先

づ

校

長

室

、

附

員

室

、

事

務

室

の

い

づ

れ

か

に

世

か

れ

る

。

下

時

計

は

一

般

に

一
一
一

吋

を

使

用

し

場

所

に

依

っ

て

片

而

或

は

雨

聞

を

撰

ん

で

沿

る

。

誹

堂

の

如

き

大

室

に

は

一

八

吋

位

の

も

の

を

附

け

、

建
一

川

拐

に

設

備

す

る

も

の

は

特

大

型

四

八

吋

似

の

も

の

を

使

用

す

可

き

か

と

忠

ふ
。

時

報

サ

イ

レ

ン

は

四

分

の

一

馬

力

か

ら

牛

馬

力

位

迄

の

も

の

が

主

と

し

て

用

ひ

ら

れ

て

ゐ

る

。

勿

論

殻

一
M

耳

慣

d

h

電

『削

機

も

耐

雨

的

に

友

つ

て

ゐ

る

か

ら

、

一耳目

響

の

体

謹

を

妨

り

な

い

杭

置

を

棋

び

度

ぃ

。

此

サ

イ

レ

ン

に

自

働

時

報

時

計

を

附

し

‘

向

電

気

時

計

と

蓮

絡

せ

し

め

て

授

業

時

間

の

始

終

や

知

ら

し

め

て

ゐ

る
。

給

排

水

謬

松

の

作

一

世

が

上

水

道

施

設

の

無

い

場

所

な

ら

ば

仰

論

の

事

で

あ

る

が

、

此

腕

設

の

あ

る

場

所

で

も

近

時

校

内

に

磐

井

釈

行

っ

て

上

水

道

と

併

用

す

る

掛

か

多

い

。

之

は

経

柄

上

か

ら

見

て

も

、

互

開

従

事

の

際

を

考

へ

て

も

誠

に

結

構

な

事

と

忠

は

れ

る

。

此

の

場

合

は

屋

上

に

二

個

の

タ

ン

ク

を

設

世

し

双

方

よ

れ
J

之

K

給

水

し

、

メ

イ

ン

パ

4

プ

は

此

の

二

例

の

グ

ン

ク

p

・
連

絡

し

て

一

本

と

な

し
、

分

岐

賠

に

は

二

ケ

山

川

パ

ル

プ

を

さ

る

。

タ

ン

ク

内

に

は

勿

論

自

働

止

水

装

置

そ

施

す

も

の

さ

す

。

泊

水

肢

は

先

づ

中

山

桜

校

に

於

て

、

一

人

一

日

卒

均

一

斗

問

升

、

女

郎

十

較

じ

於

て

二

斗

悶

升

三

見

れ

ば

充

分

か

と

川

山

は

れ

る

。

従

っ

て

之

ぞ

基

砲

さ

し

共

他

特

別

の

も

の

や

ム

目

算

す

れ

ば

、

大

鰐

英

勝

一

'

校

に

於

け

る

全

慌

の

消

水

日

一一
A

の

見

首

か

附

く

。

普

通

校

内

二

三

筒

所

K

設

け

ら

れ

る

ド

リ

ン

キ

ン

グ

フ

ハ

ワ

ン

テ

ン

に

は
、

常

時

漣

続

的

K

附

出

す

る

も

の

と

、

使

間

の

制

度

哨

川

せ

し

む

る

も

の

さ

の

二

種

が

る

る

の

で

、

比

ハ

採

別

如

何

に

依

つ

て

は

多

少

消

水

拾

に

も

影

響

を

及

ぼ

す

も

の

と

考

へ

ら

れ

る

。

給

水

析

の

取

付

問

所

の

中

一

般

的

の

も

の

を

除

い

て

、

間

千

校

建

築

と

し

て

特

別

友

も

の

註

記

し

て

見

る

と

、

先

づ

中

型

校

、

女

勝

十

松

共

通

む

も

の

は

.

物

理

、

化

阜

、

悶

金

剛

、

博

物

等

の

質

聡

輩

、

教

卓

弁

に

研

究

室

町

暗

室

及

ド

ラ

フ

ト

チ

ャ

ン

パ

l

、

湘

主

の

水

仙

川

等

は

勿

論

の

事

、

校

長

、

事

務

、

数

日

討

、

曹

務

.

悶

者

の

科

室

に

も

一

・グ

所

宛

手

洗

ひ

を

設

け

る

必

要

が

あ

る

J

小

島

'

校

の

み

に

必

要

な

の

は

柔

剣

道

k

場

附

w

胞

の

水

浴

室

に

水

杓

井

に

シ

ャ

ワ

ー

六

七

側

、

女

関

年

校

に

は

割

烹

室

、

調

理

室

に

一

例

宛

‘

議

終

室

に

六

七

制

、

此

探

室

民

一政

側

の

普

泊

水

抗

刊

を

必

要

と

す

る

。

瓦

斯

及

電

熱

中

等

感

校

に

於

け

る

瓦

斯

は

主

と

し

て

究

職

川

に

使

川

す

る

も

ω
で

、

物

理

、

化

的

十

の

日

験

車

を

始

め

そ

の

閥

係

諸

室

に

必

要

で

る

る

。

場

所

に

依

り

二

口

一ザ

へ

は

四

日

を

配

世

す

る

。

瓦

斯

の

座

力

は

普

通

孔

口

に

於

て

水

杯

め

三

吋

刊

の

も

の

で

あ

る

か

ら

、

配

管

の

試

験

に

は

水

柱

の

五

吋

も

や

れ

ば

結

緋

か

と

思

は

れ

る

。

府

下

に

は

大

阪

瓦

斯

を

始

め

、

浪

症

、

泉

州

・

岸

和

出

、

地

ケ

崎

等

の

各

合

肢

か

あ

る

の

で

払

町

、

ど

供

給

せ

ら

れ

て

ゐ

る

が

、

供

給

の

友

い

場

所

に

於

て

は

動

力

に

依

っ

て

エ

ア

l

瓦

斯

を

殻

生

せ

し

め

・

百

験

の

川

に

供

し

て

ゐ

る

。

定

熱

と

し

て

必

要

注

の

は

博

物

附

属

の

小

温

室

及

女

事

校

な

ど

に

設

備

す

る

帆

州

首

組

め

の

チ

ャ

ン

パ

l

等

で

、

い

づ

れ

も

一

キ

ロ

位

の

配

線

を

友

し

一
一

、

一二

段

K

切

桜

へ

ら

れ

る

様

に

す

れ

ば

良

い

か

と

思

は

れ

る

。

媛

房

続

置

段

房

議

世

と

し

て

は

或

は

時

代

遅

れ

か

も

知

れ

な

い

が

、

中

等

忠

一'
校

の

中

に

は

程

K

の

事

情

の

矯

め

今

日

向

ス

ト

l

プ

使

用

の

所

も

多

い

様

で

る

る

。

叉

特

別

の

教

室

丈

絞

め

る

目

的

を

以

っ

て

瓦

斯

股

民

を

使

川

し

て

ゐ

る

所

も

あ

る

が

、

別

回

辺

教

室

に

至

る

迄

全

部

e
T

暖

め

る

何

で

は

W

逝

の

蒸

気

股

房

法

が

採

川

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

湘

肝

胤

は

先

づ

恭

氏

の

六

十

円

九

度

を

い

過

首

さ

せ

ら

れ

て

沿

っ

て

、

大

抵

午

前

八

時

頃

か

ら

午

後

二

時

住

迄

媛

め

る

事

に

友

つ

て

ゐ

る

が

、

ど

こ

の

思

校

で

も

特

別

に

逝

く

迄

使

川

す

る

蚊

笠

が

あ

る

の

で

配

作

上

特

に

之

等

を

統

一

的

に

考

慮

し

て

置

く

必

要

が

あ

る

か

も

知

れ

な

、

。

- 33 ー
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放

熱

都

に

就

い

て

は

い

づ

れ

め

移

築

で

も

そ

ろ

で

あ

る

が

、

普

一

迎

の

ピ

ア

レ

ス

さ

か

コ

ル

ト

と

か

一
五

ふ

の

ぞ

共

催

監

に

沿

ふ

て

取

付

け

る

時

に

は

少

な

か

ら

・ヂ

床

の

面

杭

令

殺

ぐ

ば

か

り

で

な

く

、

放

熱

器

の

下

は

自

然

掃

除

が

行

届

か

な

く

な

っ

て

面

白

く

な

い

。

叫

叫

に

事

校

建

築

に

於

て

は

特

殊

の

室

や

除

く

外

大

部

分

の

室

は

机

と

椅

子

に

依

っ

て

満

さ

れ
、

除

硲

の

な

い

通

路

が

は

山

さ

れ

る

枕

で

あ

る

か

ら

、

此

砲

の

建

築

に

は

特

に

此

駄

に

柁

意

す

る

必

要

が

あ

る

。

時

一
掛

の

放

熱

加

な

ら

ば

場

所

は

と

ら

な

い

が

比

較

的

放

熱

而

杭

が

少

く

、

セ

ク

シ

ョ

ン

の

数

の

名

く

な

る

の

を

遺

憾

さ

す

る

。

近

来

放

熱

総

の

佐

世

に

就

い

て

は

非

常

に

考

へ

ら

れ

て

、

多

〈

は

骨

一の

中

に

仕

込

ん

で

装

飾

的

の

カ

バ

ー

を

附

す

る

さ

か

、

銀

管

を

判

段

か

町

抽

出

中

に

這

は

す

と

か

、

比

較

的

放

熱

面

積

の

良

い

ギ

ル

ト

却

を

使

川

す

る

と

か

い

ろ

/

¥

の

方

法

が

講

じ

ら

れ

て

ゐ

る

。

ヵ

パ

ー

を

附

す

る

事

に

依

っ

て

多

少

エ

フ

ヒ

シ

ヱ

ン

シ

ー

は

殺

が

れ

で

も

俊

る

事

数

等

で

あ

る
。

米

園

ハ

!

?

ン

ネ

ル

ソ

ン

合

祉

製

造

の

ハ

1

7

ン

ネ

ル

ソ

ン

イ

ン

ビ

ジ

プ

ル

ラ

ヂ

エ

1

タ

1

と

云

ふ

の

は

、

ア

ル

ミ

=

・

ワ

ム

の

如

き

材

料

で

造

ら

れ

た

も

の

を

壁

惜

中

に

仕

込

み

、

前

面

に

イ

ン

レ

ツ

ト

と

ア

ウ

ト

レ

ツ

ト

さ

を

装

飾

的

に

取

鈍

ひ

、

ア

ク

ト

レ

ツ

ト

の

査

の

加

減

に

依

っ

て

温

度

を

調

節

す

る

と

云

ふ

の

も

あ

る

が

、

と

れ

は

殆

も

ど

熱

気

媛

民

の

部

知

に

属

す

る

か

も

し

れ

友

い

。

叉

同

じ

く

ア

メ

リ

カ

の

ロ

1

ム

プ

ラ

ス

ラ

ヂ

ヱ

l

タ

l

命

日

祉

の

ロ

グ

ラ

ス

さ

云

ふ

の

は

、

プ

レ

ス

し

仁

二

枚

の

蹴

板

を

合

は

し

中

空

に

ス

チ

ー

ム

や

過

し

之

れ

に

制

か

く

鍔

形

を

附

し

た

も

の

で

‘

厚

さ

二

吋

巾

五

吋

宇

長

さ

は

種

々

あ

っ

て

之

を

ュ

=

ツ

ト

-

こ

し

て

縦

に

で

も

杭

に

で

も

鈎

形

ぞ

喰

ひ

合

し

て

連

結

す

る

様

に

な

っ

て

ゐ

る

。

放

熱

商

積

h

良

く

、

場

所

も

と

ら

や

舶

来

品

で

は

あ

る

が

、

皐

校

建

築

な

ど

に

は

誠

に

絡

好

の

も

の

か

さ

忠

は

れ

る

。

雑

種

設

備

以

上

は

設

備

の

大

要

を

記

し

た

孟

で

L

る

る

が

、

避

雷

針

さ

.

か

洋

化

法

世

の

如

き

も

の

は

、

車

校

建

築

に

於

け

る

設

備

と

し

て

特

K

記

さ

ね

ば

な

ら

な

い

も

の

は

な

い

の

で

、

こ

れ

や

省

易

し

‘

只

雑

積

設

備

と

し

て

中

等

感

校

建

築

に

必

要

な

る

も

の

L

大

田

各

を

記

せ

ば

次

の

様

左

も

の

で

あ

る

。

柔

剣

道

々

場

床

に

は

大

曳

の

下

に

鋼

銀

製

径

三

分

四

段

谷

ス

プ

リ

ン

グ

を

上

下

の

坐

金

K

繊

め

込

ん

で

取

付

り

街

一却

を

緩

和

せ

し

め

て

ゐ

る

、

街

道

場

h

L

は

上

座

や

も

設

り

且

采

道

上

氏

干

場

1

剣

迫

k

具

出

.

水

浴

去

を

附

廊

せ

し

め

、

窓

に

は

破

損

化

設

備

を

・

施

す

も

の

で

あ

る

。

黒

松

は

普

通

教

生

に

於

て

は

前

後

二

枚

取

付

け

る

所

と

一

枚

の

所

三

が

あ

る

。

物

m
H批

m

段

教

室

に

は

上

げ

下

け

の

黒

板

を

川

ひ

一

部

方

眼

入

と

し

、

一音

楽

教

主

民

は

五

糾

入

L

T

使

川

す

る

。

物

理

桃

義

宗

外

壁

に

は

数

阜

の

上

端

に

光

紘

を

取

り

得

る

様

、

ヘ

リ

オ

ス

グ

ツ

ト

棋

込

川

穴

を

設

け

、

化

療

に

は

叉

油

首

の

天

秤

量

p

-必

ホ

必

要

と

す

る

。

割

烹

室

、

試

食

ん

ま

に

は

配

腕

及

試

食

の

章

、

調

味

、

食

持

等

の

各

科

棚

井

に

魚

焼

コ

ン

ロ

、

官

、

鹿

桁

等

を

設

置

し
、

各

敬

主

に

は

微

気

装

置

及

び

日

粧

を

施

す

外

、

教

虫

、

地

固

掛

金

物

は

勿

論

の

一事

、

山

全

外

に

は

外

套

掛

弁

に

{

手

一
名

札

を

怖

へ

る

御

民

影

ぃ

本

安

時

は

別

建

物

に

す

る

場

介

と

‘

校

長

室

の

m

m

K

コ

ン

ク

リ

ー

ト

を

以

τ
仕

切

る

場

合

と

‘

十

本

安

金

庫

を

共

催

校

長

室

に

安

置

す

る

相

場

合

ざ

が

あ

る

。地

樫

教

法

に

映

官

同

幕

.

事

務

室

に

会

出

産

、

時

務

宝

に

泌

京

、

大

使

所

内

に

脳

衣

掛

、

殺

容

山

夕

、

浴

室

、

職

員

便

所

等

に

は

油

首

の

鏡

を

附

し

、

ド

ラ

フ

ト

チ

ャ

ン

パ

l

内

部

は

全

部

耐

酸

的

材

料

を

使

川

し

、

向

川

山

気

装

置

を

充

分

に

す

る

。

掃

除

の

使

を

計

っ

て

各

階

要

所

に

ダ

ス

ト

シ

ユ

|

ト

を

設

け

、

一

附

外

部

に

取

出

す

設

備

を

施

し

、

銃

器

」

?

に

は

銃

加

点

を

世

く

と

共

に

背

襲

、

剣

の

置

携

を

努

慮

す

る

い

下

足

置

場

に

は

靴

弁

に

傘

世

の

川

意

を

な

し

、

外

部

遁

前

の

位

置

K

性

従

川

白

押

車

世

場

、

掲

示

版

及

閑

旗

掲

揚

用

金

物

房

設

備

す

る

。

以

上

は

雑

利

設

備

の

大

昇

で

あ

る

。

最

後

K

一

言

し

照

き

も

の

は

鱒

育

方

商

の

設

備

で

あ

る

、

近

時

運

動

熱

の

勃

興

と

共

に

、

中

等

感

校

に

於

て

d

h

競

っ

て

之

が

完

成

に

努

め

て

居

る

現

似

で

あ

る

J

中

に

は

運

動

競

技

の

名

K

於

て

の

み

共

校

名

の

議

は

れ

て

ゐ

る

の

も

あ

る

が

、

果

し

て

之

が

μ

撃

校

教

育

の

本

来

の

.

目

的

で

あ

る

か

ど

う

か

素

よ

り

吾

入

門

外

瑛

の

知

る

所

で

は

な

い

。

然

し

設

備

其

も

の

に

就

い

て

考

へ

れ

ば

、

之

い

か

完

全

す

る

慈

の

共

備

は

ら

ざ

る

に

優

る

事

故

等

で

あ

る

事

は

今

更

吾

k

の

言

を

候

つ

迄

も

な

い

。

此

意

味

に

於

て

五

日

人

も

亦

窃

K

其

完

成

を

望

ん

で

ゐ

る

も

の

で

あ

る

が

、

建

築

工

事

の

附

帯

設

備

さ

し

て

は

自

然

別

紙

を

な

す

も

の

で

あ

る

か

ら

と

L

に

は

之

を

省

暮

す

る

。
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大

阪

市

小

皐

校

用

品

規

格

統

規

格

統

一

の

趣

旨

按

園

川

口

問

ぞ

調

達

す

る

に

あ

た

り

、

感

制

統

一

の

意

義

ぞ

深

か

ら

し

め

る

た

め

に

、

教

育

上

め

障

害

ぞ

招

か

ざ

る

程

度

に

於

て

、

其

製

作

及

購

買

方

法

に

経

済

的

統

制

を

・

川

へ

か

く

て

生

み

出

さ

れ

た

る

剰

払

駄

を

他

の

緊

要

友

る

用

品

購

入

の

資

源

に

あ

て

、

以

て

映

ら

れ

た

る

珠

算

の

経

済

低

値

を

‘

よ

り

よ

く

創

逃

す

る

た

め

に

取

設

け

ら

れ

た

る

も

の

の

内

よ

り

一

部

を

抜

草

し

た

る

も

の

友

り

。机

腰

掛

の

規

格

統

一

に

闘

す

る

諸

考

慮

材

料

上

の

考

慮

( イ) は板

(1  ) 憾 な だ 主

I也 ら け 材

制 材 ぬ は t亡

務 の 。地 は

松I 特 材 純

rp 徴 ) 開

。) 11 地

喬 夕 、を

木 モ 、川

積 を ふ

で 使 (

あ } 日机

る し の

か て 棚

ーーーｾ・

に

就

て

ら

大

材

が

多

く

U

人

材

料

堂

町

で

あ

る

か

ら

良

材

と

し

て

の

係

件

乞

具

備

し

た

も

の

が

得

易

い

。

同

粘

カ

が

あ

っ

て

容

易

に

折

れ

な

い

而

も

年

輪

遇

直

細

や

か

で

材

色

K

班

が

な

く

節

も

少

な

い

。

同

赤

樫

獅

子

松

の

や

う

に

耐

水

性

に

富

ん

で

出

る

。

川

他

材

に

比

し

て

木

材

疾

病

の

削

e

y

h
w
ぢ

裂

陽

疾

不

熟

脂

章

旗

れ

虫

蝕

等

の

害

が

少

な

い

。

川

W

科

象

的

特

徴

問

中

内

丸

刷

工

m同

士

の

木

材

現

断

試

験

成

績

を

兇

て

も

左

表

の

泊

κ
強

靭

力

を

布

し

E

比

較

的

薬

品

の

腐

蝕

を

う

く

る

と

と

が

少

な

い

土!三tt ;f.t 

一

、

O

三

九

封

皮

一

、

O

五

七

同

一O

O

同

ロ

製

作

後

に

於

け

る

特

徴

r

，
、
、

仰

木

肌

-A

木

理

が

芙

鹿

で

着

色

後

光

部

が

出

て

臨

地

材

特

有

の

外

制

美

e
q

溌

揮

す

る

。

間

材

質

竪

制

限

で

る

る

か

ら

材

面

各

部

及

角

等

に

外

傷

を

う

く

る

度

合

が

少

な

い

。

m

w

他

材

陀

比

し

て

製

作

後

狂

ひ

、

反

り

、

振

れ

の

度

合

も

少

な

く

且

牧

紡

皮

d

h

僅

少

で

あ

る

。

ハ

他

材

三

の

伯

仲

伶

闘

係

地

同

泊

に

使

川

せ

ら

れ

工

居

る

松

桂

等

に

比

べ

て

市

慣

に

大

叫んぷ

が

な

い

。

寸

工

作

及

着

色

上

の

特

徴

〆

『‘

、

川

W

竪

制

度

が

卒

均

し

て

肘

る

か

ら

工

作

が

容

易

で

あ

る

。

m
w

着

色

料

及

塗

料

の

附

着

が

良

好

で

る

る

。

刊

着

色

後

は

一

見

搾

の

慌

で

あ

っ

て

他

の

日

間

材

と

ち

が

は

な

い

の

み

な

ら

や

多

純

一
多

様

に

自

由

に

着

色

す

る

と

と

が

出

来

る

。

一

、

一

七

O

封

皮

一

、

二

六

三

閃

一

、

一
一
一

五

五

同

保

存

上

の

考

慮

、
、
，
Jイ

工

作

法

/

t

、
、

川

w

柄

の

談

合

部

に

は

必

十

一

棋

を

打

込

ん

だ

と

と

o

m

w

叩

板

(

天

板

)

取

付

に

は

吸

付

験

桟

を

肘

ひ

た

と

-

こ

。

m

w

座

商

下

部

に

物

世

棚

を

設

け

た

と

さ

。

何

机

面

に

イ

ン

キ

世

詰

(

糊

瓶

又

は

墨

汁

蔀

世

)

及

ベ

ン

軸

(

鉛

筆

〉

世

講

を

治

っ

た

と

〈

』

。

m
w

凡

て

の

接

合

部

は

勿

論

各

部

材

料

の

大

さ

ハ

寸

法

)

は

最

大

工

作

限

鹿

と

な

し

耐

久

堅

牢

を

第

一

と

せ

る

と

と

。

間

最

も

破

損

し

易

い

地

摺

を

竪

成

・

に

し

た

と

と

o

m
w

釘

を

始

ん

き

使

用

し

・

な

か

っ

た

と

と

。

と

れ

は

牌

来

修

理

の

必

要

が

生

じ

た

市

交

口

氏

側

ぜ

ん

が

鴛

で

あ

る
。

、
，
ノ

ロ

塗

工

法

刊

下

地

着

色

は

維

趣

な

る

紫

味

と

し

た

と

と

o

m
w

シ

ケ

ラ

ッ

ク

エ

ス

七

回

合

と

な

し

机

甲

板

K

は

特

に

耐

熱

耐

水

の

タ

カ

ジ

オ

ン

塗

料

を

一

一

間

塗

っ

た

本

c_) 

- 35 ー
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と

と
経

持

上

の

考

慮

( ロ) (イ 1

ら 本 締 法 強

しをi : l 1 IC 算

め 旨 は 最 の

た さ 出 大 許

と し 米 注 す

と 将 る 主 主 純

。 米 だ を 国

の け :N!l 内

修 館j つ で

理 素 た 料

を に と 質

少 し さ 及

主主 て 。ユ:

か 畏 作

訓

練

養

護

上

の

考

慮

υ
一

人

川

と

し

た

の

は

主

と

し

て

各

兜

の

身

長

に

泊

す

る

や

う

配

置

せ

ん

が

震

で

る

る

ω

作

危

険

協

防

の

見

地

か

ら

各

市

の

品

川

及

隅

は

丸

商

を

と

り

或

は

同

形

と

し

た

と

と

υ

か

掃

除

の

場

合

及

整

頓

に

使

守

る

吋

附

d

人

は

命

日

集

等

の

際

児

携

帯

せ

し

む

る

闘

係

上

机

腰

掛

を

別

々

に

し

た

と

と

。

いい

物

品

愛

訟

の

合

を

強

制

す

る

鋳

机

腿

掛

に

ネ

l

ム

カ

ー

ド

入

金

具

を

設

け

た

と

ミ

。

九

げ

机

及

腰

掛

の

下

部

に

物

入

棚

を

設

け

整

頓

に

使

な

ら

し

め

た

と

と

。

衛

生

上

の

考

慮

イ

机

腰

掛

各

披

の

高

さ

は

大

韓

豊

田

氏

座

高

三

角

法

に

準

掛

し

仁

が

多

少

修

正

や

加

へ

で

あ

る

。

ロ

来

尺

令

定

め

た

必

礎

は

豊

川

氏

座

高

三

角

法

か

ら

導

い

た

身

長

机

面

係

数

及

身

長

座

面

係

教

に

よ

っ

て

算

出

し

た

が

多

少

の

修

正

ぞ

加

へ

た

(

営

際

教

育

部

制

査

「

身

長

机

商

係

数

及

身

長

座

面

係

数

」

参

照

)

ハ
尚

一
丘
一

川

氏

の

座

高

三

角

法

に

よ

っ

て

遂

尺

を

座

布

の

1

一
日

と

す

る

と

・

質

際

上

売

尺

が

多

少

短

か

す

ぎ

る

嫌

ひ

が

あ

る

か

ら

前

記

の

数

字

を

座

高

の

1

苅

に

改

め

た
。

、
B

ノ
ん

い

向

大

阪

山

明

輩

出

女

平

均

身

長

は

七

車

な

三

尺

六

寸

ハ一

O

九

純

〉

十

凶

歳

で

凶

尺

八

寸

〈

一

四

五

纏

)

で

あ

っ

て

英

中

聞

は

多

少

曲

線

乞

藍

い

て

護

育

ず

る

け

れ

も

ど

も

大

鯉

一

国

耕

作

近

い

か

ら

此

寸

法

は

全

く

一

也

続

的

に

護

育

す

る

も

の

と

見

倣

し

て

算

出

し

た

。

、
t

ノ
付

脱

掛

の

尚

さ

は

大

約

下

腿

の

長

さ

民

、

共

州

後

間

は

大

約

大

腿

の

長

さ

に

、

椅

h
X

の

一

日

川

さ

は

大

約

第

十

二

胸

株

の

お

さ

に

相

官

す

る

慌

に

し

た

v

児

童

用

机

腰

掛

製

作

仕

様

書

ご

人

一

脚

)

机

用

材

用

材

は

総

べ

て

崎

地

材

の

無

地

乾

燥

上

材

や

使

用

し

(

但

し

棚

は

縦

迫

柾

正

三

分

仕

た

げ

〔

約

一

糎

)

無

地

乾

燥

上

材

)

生

節

、

節

‘

抜

節

及

木

材

疾

病

t
c

る

も

の

は

使

川

出

来

ぬ

。

甲

板

、
】
ノ

イ

一

級

枚

を

用

ひ

表

商

イ

ン

キ

世

(

固

形

凹

み

)

日

糊

瓶

世

及

盤

汁

霊

山

E

K

も

使

用

す

H

は

深

さ

五

分

(
約

一、

五

線

〉

に

彫

り

ぺ

ン

軸

(

又

は

鉛

筆

世

)

溝

は

岡

面

寸

法

及

見

本

妻

w
m

の

と

と

。

け

吸

付

験

桟

は

前

後

貰

通

と

し

甲

板

〆
，
‘

、

よ

り

各

二

分

づ

L

(

約

六

粍

)

短

か

く

す

る

と

と

。

ハ
附
・

板

、

郎

ち

天

板

に

は

釘

を

使

用

〆

t

、
、

せ

ぬ

と

と

。

脚

イ

脚

部

は

総

べ

て

闘

函

寸

法

に

依

る

f

、地

摺

と

脚

と

の

接

合

に

は

釘

を

用

ひ

や

見

本

通

り

柄

工

作

と

な

し

棋

二

本

を

打

込

む

と

と

J

、
t

ノロ…

仰

と

桟

と

の

接

合

個

所

は

綿

べ

て

柄

工

作

と

な

し

模

二

本

を

打

込

む

と

と

。

塗

工

法

下

地

刷

十
一

一

味

砥

η

粉

色

白

止

め

に

し

て

シ

ケ

ラ

ッ

ク

=

ス

七

回

塗

り

上

げ

と

な

し

共

上

に

甲

故

だ

け

に

は

タ

カ

ジ

オ

ン

を

一

回

全

る

と

と

(

見

本

参

照

〉

の

と

と

。

氏

名

λ

金

具

見

本

通

り

金

具

取

付

個

所

は

固

商

品

タ

照

の

と

と

。

其

他

工

作

上

の

注

意

、
‘ノィ

甲

板

及

地

摺

共

他

の

四

隅

は

闘

商

/

t

、
、

の

泊

り

角

を

固

く

す

る

と

と

。

ロ
一
摺

1

の

角

は

一

分

以

内

(
約

三

粍

)

/

t

、
の

丸

出

を

と

り

手

蝿

り

を

よ

く

す

る

と

と

。

、
3

ノハ

柄

接

合

個

所

に

は

必

ヂ

隠

を

川

ふ

る

と

さ

。

番

競

蹴

数

は

左

後

脚

側

面

闘

の

の

印

の

庭

に

焼

印

を

押

す

と

さ

。

ヘ

袋

印

寸

法

ρ

直

径

‘

六

分

ト

シ

1

2

J

/

3

4

5

6

7

8

ノ

数

字

篠

式

予

川

7

L

寸

法

寸

法

及

形

献

は

闘

面

通

h

り

。

腰

掛

用

材

用

材

は

総

べ

て

臨

地

材

の

無

地

乾

燥

上

材

を

使

則

し

生

節

、

死

節

、

抜

節

及

木

材

疾

病

あ

る

も

の

は

使

川

出

来

ぬ

。

座

板
イ

座

板

の

波

欣

カ

1

プ

は

岡

商

の

油

h

り。

口

座

板

の

取

付

は

園

面

の

泊

り

径

二

/

l

、
分

の

畳

銑

で

深

さ

二

分

に

穿

孔

座

板

厚

さ

の

約

二

倍

(
五

糎

)

の

釘

を

- 3 6 -
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以

て

打

付

け

共

孔

の

上

・

部

に

は

川

穏

材

の

埋

木

を

な

す

と

と

J

座

下

棚

棚

板

は

四

枚

よ

り

成

り

両

端

釘

付

と

友

ナ

と

と

。

朋

イ

前

後

脚

と

桟

三

の

接

合

は

凶

面

通

f

I

・
、

り

柄

接

と

し

必

守

二

本

の

棋

を

川

ひ

一

切

釘

を

川

ひ

ぎ

る

と

と

。

ロ

椅

鼻

の

上

部

は

固

商

泊

り

丸

商

を

さ

り

乎

楠

り

を

よ

く

す

る

と

さ

J

塗

工

法

机

に

同

じ

。

氏

名

入

金

具

机

に

同

じ

。

共

他

工

作

上

の

注

意

座

級

及

地

摺

の

四

隅

は

闘

而

通

り

角

を

凶

く

す

る

と

・こ

共

他

机

に

同

じ

。

番

銃

岡

町

参

照

他

は

机

の

説

明

を

準

川

ず

る
。

す

法

寸

法

及

形

倣

闘

薗

泊

り

。

一

般

的

注

意

ー
ノイ

検

牧

後

六

ヶ

月

以

内

に

抗

ひ

或

は

破

以

闘

を

生

じ

た

る

と

き

は

、

二

十

日

以

内

に

同

等

以

上

の

新

品

と

取

格

へ

又

は

修

理

を

友

し

て

完

全

友

る

も

の

と

友

す

を

姿

す

但

し

と

れ

に

要

す

る

費

用

は

総

て

納

入

者

の

寅

婚

と

す

。

け

工

事

中

(

取

付

又

は

搬

入

及

共

他

の

f

¥

 際

〉

他

の

器

物

を

損

傷

し

た

る

場

合

に

は

事

由

の

如

何

を

聞

は

や

納

入

荷

員

者

の

計

算

K

於

て

即

時

原

献

に

回

( ニ) ( ハ )

は 本 熟 ら 見 復

ー 仕 質 調 本 す

切 様 す 主 主 は る

主f :内 る 才fi 維 と

を に と 望 理 と

使 指 と 者 謀 。

川 定 。 tま に

せ せ 入 怖

さ. る 札 付

る 個 κ け

と 所 先 て

と 以 ち る

。タト 必 る

に す : 、 か

ホ

落

札

人

は

契

約

後

一

週

間

以

内

K

見

〆

t

、
本

一

脚

調

製

経

理

謀

及

教

育

部

責

任

者

の

検

査

や

求

め

共

検

査

に

合

格

し

た

る

時

は

そ

れ

を

腕

買

請

求

せ

る

墜

校

K

搬

入

し

て

検

牧

棋

泊

中

川

口

聞

に

す

る

と

と

。

児 童 用 机 腰 掛 標 準 寸 法 書

1、l坐面の高さは床泊j より波状座間の最低 までの高さ とす

2、柿集の高さは前言E. i' 長AA座商の最低部よ り椅鼻: rA 木中央部の上株まで の高

さとす

10歳

1I歳

12談

長

133.6ー 139.4

4. 41- 4.60 

身

の商机要

項

3  

4  

日

5  

6  

7  

- 37 ー
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大阪市立小皐校建築構造強度計算の概要
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口

の他の特徴な内部間仕切壁以外はコンク リートの膨脹牧縮の影響を可

及的避ける考へから是より部い壁は使用を避り事情の許す限りに於て

は寧ろ是より厚い壁を使用したい考へて持って居る。間仕切壁は厚

12
c m

廊下通りは一般に木造とする。街階段手摺墜は地盤より建上げ階

段荷重の一部を支へしめる。是等vt条件K 依って主要架構の架構法及

荷 重 等 は 自 ら 定 ま れ 標 準化され る。

基礎は主要壁下一般に蓮鏑基礎と する方針で著 しく地盤の堅固なる

所では桂脚虫容疑使用車濁基礎K 依る併 し是迄の所斯 る場合は率 ろ僅少

で例外的で、ある。地盤の著しく脆弱なる敷地では抗打地業を施 し基 礎

は自ら謹続的になって居るが是迄の所一枚基礎にした所は未だ無い。 ー

地質検査等に就いては奮市方両 K 於ては蕗予IEの建築の場合に行ったポ

ーリング等の報告が比較的豊富κ 現存し保管 されて居るので是に依っ

て便利に判断を下されて居る。共の他では一般に経験的に判断せられ

場合に謄じて抗打試験が行はれる質況である υ 荷重試験の施設は遺憾

友がら米だ用意されて居ない。

木造校舎に於ける防火壁に就いては敷地地盤と監，g - 官j砲の意向とを

参 酌 したデータに基き三種の標 準や定め地盤に感 じて; 菌室使用 して居

る。向木造校舎の渡廊下も鋭構造の棋 ｬ｟ｾ を定めて居る。

ヨたに強度計算のととであるが同i挫の構描κ 基き動荷重材料の重量動

荷重の軽減等凡で法現の定むる所に従ひ次の通りデータ令定め て居

る。即ち各床荷重は版の計算K 闘 しては

普通床 850 屋根 900 塔屋屋根

( 床面積の一平方米につき苛)

550 
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大阪市立小皐険建築の梼詰1設計・に就いて認には共の一端、即ち木造

以外の繕匙に依る校舎の構造設計に就いて? ? ; 建築課で採って居る方針

特に構造強度計算陀就いて其の概要や簡撃に申し述ぺる。

木i生以外の構造とは云ひ係、蕊には主として錨筋コンクリート構造

を指僻するとと は勿論である。只特障の場合K 原l [ i J的に餓什を併用す

るとととして日る コ夫れは一階雨天檀操場若くは講堂上唱に敬堂 を有

する様な宮地1砕持1 ) 構造の場合である。即ち鎖骨錨筋コンクリ ート 構

造や木鎖併用の. j ; i YH孟も使rn して居る。向現況に依れば一般に新市方面

等は木浩が主で る 札 哲 市 方 面 等か ら漸次耐長耐火構造の校合に改善

せられて行くと 云ふ概況である 。

先づ構造の概要を記すに館筋 コンクリー ト構也の校合に於ては一般

に三階建を標準とし要求に賂じて地階を取るとともある。教室の配置

は片版下式の配置や原l [ i J とし雨天鰹操場上暦の部を中民1; 下式とする。

必要に迫られて雨天程操壌の音1¥I ' L 縦繋ぎの部分をも中廊下式とすると

ともある。 華北室の大少は壁良 k 寸法令以て 7. 25"' x ] Om を標準とする。

廊下は片廊下の場合巾壁民々 で 2.25"' ，中廊下式の場合 3. 65' " 階段室

巾 3.65' " 階高は F 特に一階は 4.70' " 共の床高 0. 70

m

パラ ベット高

を
1. 00怖を棋準とす る。桂は一般に室外に突出せ しむるも のとし柱間

隔一般に 3. 00' " 床は柱と柱を繋ぐ大梁と鍛筋コンク リー ト版( 共の厚

一般に} 4""' )と に依り小梁は使用 し友い構造に依る 。 只第一階床は一

般に木造床三し佐脚繋梁は原則的に之を使用し床木構造コJ 一部を支へ

しめる。但し雨天惜操援の部は張間方向の繋梁は一般に使mし友くと

も差支ないざして居 るc 外壁及階段室廻り壁は一般に厚 25

c m

とし其
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大梁の計算に闘 しては( 大梁の自重を含み床面積の一平方米に就き長n

普通架構では

普通床 950 屋根 1，000 

雨天髄操場を張聞の大なる架緋では

1ヰ通床 1，050 屋根 ]  ，150 

柱の荷型Ｚの計算 ｋ 閲してはＨ犬家等の自 ｾを含み ＱＴ ミ凶 ｊ の一平方米 ｋ 就

き1t f )

骨組架柿では

普通床 850 

雨天開銀: 場の架緋では

行近l床 950 屋根 ].0，)0 

ｉ 也￭ＮｴにｻＱ Ｚ ＼ る 水平何重の計算に閲してはＨ大 ｩｾ 等 の自民を Ｑ 読みＪ 蘭積の

一平方 米につ き瓦F )

判近l架構では

普通床 750 

雨天簡保拐の架州では

普通 ｊｾ 、 850 屋 根

止1:
7
; 場合ili 築桜子?護表の桃l l i : 1i1¥I主計算規l f に従ひ_i l i )H' ，!y亜の軽減をしで

ある。

壁鰻重)I( の計 算 に闘しては( 壁面慌の一平方米f [ 就き氏f )

外壁 (主t型、 i! ，t波 f会: の重量 を含みて)

普通架榔の古1¥

雨天時採場を合む佐の特lζ 大 きい剖i 'C は 700 

階段。主廻ｾ， ｴｾ 650 塔屋、パラ ペット 等 500乃 至600

銑筋混擬土間 ｾｩｴ 350 木匙間仕切監 70乃至100

是等のデータは貰施の ものにつ き料j 算 した結果三比較して見て笈川

上主主支へ る程度の相誌は認められ友かった様である。

耐震計算に於ける ｲｾｲ 謂地 長々皮 Ｑ ＱＺ 就いては是迄の所法規の 定 むる棋

準限度 0. 1 . を全市一律 K 油斤l して居る。固より是は地盤11: 1! 在じて遁世;

l

t

'

∞叩

1

1

に襲へらる可きであ らうととは考へ得られることではあるが問題の定

量的解決は現在の所至難の 司王 に届し、之が劃策はＮ￭ ｾ ｉ ろｬｉ｜ｩＭｴ 再構 理 論の定

性的方面に之を求む るの賢明なるには如lか守と考へ、f，Viffi 的には卒商

計査、架構法其の他K 於て無理を排し建物重量の軽減を固り 、所間i耐

長壁の配置宜敷を拶l し基礎地業等を堅固にす る等全般的に建防構造の

安 全度を増大 する策を 係 っ てＩ［ｾＮ る 。叉所制横 力分布係敢に 就いては建

築察合蛮表の構ift 強度計算規準の棋準に倣ひ成る可〈 小さな値を採 IIJ

する様にして居る。 即ち 5 より大き な値は成 る可 く味らない考へであ

600 第一階木造床

る。

架構の解法に閲しては蓮観多等民間の製機に於ては一般に建築穆合

登表の構: i 1 ! 1 強度計算関i ¥' i に示す近似解法に従ひ特慢の架構は可成正確ー

法 三呼ばれる方法に依って川 る。 イテ ラチオン法の来日介以後鹿角能度

法のｾ川は大に簡易化ぜ ら れて便利にたって居る。然も ｦ 句ｾの謄 ｾ ｭ I'L 

就ては品Ji 宋: に於て賞用 J -.支障4伝来さないならば出 来i尋る限り都合の良

い仮定をして も良いだらう三の考へで夫 k 油岱の{ 限定を特 iこ剛比につ

いて設けて ｪ ｯＯｊ｜ｪＵ去に従 って ｽｲￜ る。是はｬｉｄ ｊ 荷 主 Ｚの種 ｫ の場合ｉＧｌｾ討する架構

ｾカ の吟味を少 しでも 償 ｪ 翠にし出来る限 り 事の 其相を ｲＡ 月らかにしたい

意固に外ならな ｢ 、 。 動荷重の色々の萩荷献態 ｬ 亡封するｾ力の吟味は現

今向ほ相首面倒でイ テラチ オン法iこ依うても随分厄介であ る。

特種架構の第一型は片廊下

の架構即ちニイミ等張間三屑の

架構で dうる。

架緋の剛比に就ては梁 A B

と s C のI制度の比 を 各 暦共

1:0.25 位 A，s ，C の剛度の比

各局共 1: 1. 25: 0.25 と し て 能

角緯度法を路用すれば解法は

非常に簡単に友る。向基礎と

の闘係 はピ ン)1);: 態 で架構が基

'B 

崎' . 1

"' .. 

d  

s  

子一

AJ  

A， 

M O  

500 

ｕｾ ー附本 ｦｦｩｬ ぷ

J件屈服根

550 

90() 
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日 向 ハ 2o. hu- 3y ハ ム- 3y

Vis (v-' ・y.tr) J ; ; ＭｕＮ ｵ Ｍｬ Ｎ ｾ ｖ Ｍｬ Ｎ＠ hu  Ｍｾ ｶ 一瓦 一

α hv- 3y  

Mc ( v-' y川 = ( 0. 2Qv_，- 0. 4Rv_' ) ・α日一完了一

+ (  0. 2Qu- O.4R v) 句評

各材の弾力は 8M 又は fJ Mから求め、粧の直歴は共の柱頭に集る梁の

θx θy  

興力の代数F日で求められる。而 して前式の P ，Q，R は次の各式から求

める。即ち P は

( 山s，) P，ー υ a =t s J 』

- P ，+( l + 6s. + a，)久 一αλ = t sム + t s J g

P u=÷ s ム + ÷ S aba- p . + ( 1十 6#，+ a ，) P，ー

= ÷ 51ha 

( 2+s，)Q. +ω. =占w，l ，' ーが
11.

• 

Q，+( 山

Q - l m  f g- 1 ttp Ffg 

ωＭＱＲｾＧＮＧ＠ 12
且 Z

= 1 mf g - i mff2  

12- u" ＱｾＭ ｏ Ｇ Ｎ Ｒ＠

P 。- P， +( 1+6s ! )  

礎の上に載ってゐるものと考へる 。71 < 卒荷重は各節貼の1
認さ で集中的

に語直荷重は各板間共一様に配布せられてる場合丈けぞ考へる。今S 3

= H"  S . = H"十H .，S ，= H，+ 瓦 + H，三する、即ち 5 は各局に

於け る全7 k 卒努力でーある o X  

戸 = 梁 A ，s ，の剛度 : H A
温
A3 の剛度

ム］認ｾ A s. の 剛 度 佐 A ，A. め剛度

β ，= 梁 A ，B ，の剛! 主: 柱 A JA ，の剛皮

戸。= 梁 A
υBu の剛度: 杭 A oA ，の剛度

α ，= tt. A
ま
A ，の剛度 : :tf A ，A ，の剛度

α ，- 柱 A ，A. の剛度 佐 AuA ，の剛度

M. CAxs) を梁 A vBv の ん 端 よ り x の距雄の離に於け る曲能率

M. (s，C) を梁 BvCv の Bv 端より x の距離の艶に於りる曲能率

M A(v- 1仰 } を柱 d ←
，
A v の ん - 1 よりy の距離の駄に於け る曲.

能率

と云ふ記載を使用すれば第一岡の荷重倣態では先づ71<.zr.1'
iJj 重

H ，に依る曲能率は

叉

H ，H .  

r， - 2 X  ｾ＠ .，.. 
^  

f ' r > 
1. - 2x  

MU( A，j
J l

= 2.4
ん勺三九

， M.叫
J l xC) = 仰 寸一 九

M A(←l .
y

叫
= 0.4(α

←
，P V-l - P v)  - 0.20S u(ん- 2y )

M B

…

w)= Z Mt

…吋
， M c(v- 1. y. V) =

士
M A(v- 1. y 引

梁

をE

Qo  

2( 1+ム
) R

3+ a; R . = 会mgf J + t wJ J J

R ，+2(  

1

1

m

v
噌

t

t

R o =
土

m f J + 3 maff J
24- ' . '  

.  
6 - '  

=1wf f + i WQ' J J  
24-

0 "  '  

6  

y は桂 A B C ｉＧｌ ｾｊ し各同ヒ値として

垂直荷重lと封 しては

w ，I ，' L，x¥I ，- x)  
，) ，. 1¥，， (.) / )  _L1¥<i ( . )  

｟ ｾＭＳｸ＠
梁

ぷ
(AxB) =

寸ずいっ ァー
1} +0. 8s.Qυ

+0. 4sv

・づ 十
R v

Wv' l . ' f ，. x l ，- x  ，1
人- 3 X

M. (s. C) =

つ
7{ 6

・づアー
1} - 0.2

f9vRv  - 0. 4s，

ウ 7

・R v

R.  ＫＲＨＱＫ αｾＫ 孔 Ｉｒ ，Ｋ
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cから計算する。

動荷重の最も危険な J伏態と共の時の胞力ごは次の過のに定めた。誌

には α さ β と凡て 1 の特別の場合に1如、 て計算 して見た結果を示す

ので dうるが例へば三階梁 A ，A ，の A ，端の曲能率は

誌r { ( 1山 υ ，+ 1附 6 w"，C. +8伯 O. f w ，' C.)

一( 74G' τe' ，C ， + 7 1823. Gw， C ，十 4890. 4W，C ， +  1136 w，' C， 

十 34.4w
u
'C ，) }  

建物の死荷重は健化ないから直ちに上式に各 w の値や入れて曲能傘

を算定する E 梁端は一般に符枕貢の曲能率に友る。動荷重に封しては

上の，Iu能率ーは梁 A ，B " A，B " A，B ι ，B ，C ，及B uC。の上に勤荷重のか

かる時負の最大値をさわ、梁 A υBu，B ，C. . 及 B ，C ，の上にある時

正の最大値をとる。従って梁 A ，B " A‘ B 2 I A ，B ，B ，C ，及 BuC。の

上に到J
荷重のか L る時梁 A ，B ，の A ，端の曲能率は絶釘値の最大値

をとり、梁 AυBυ ，B ，C 温及 B ，C ，，の上勤t . nll のあるとき曲能率は

料 小 に た る。梁中央の曲能率も同様K 前の一般式中I ' L x = 手と沿い

て同様の吟味の仕方で杷劃値の最大値が求められる。今此の絶釘最大

の 的 能 純 益 を 1 と し て 表 は 凶 直 均 二 闘 で る る。之には梁中央

の曲能率の最大値コくは極大値は示さす= 梁端の; 最大値丈けを示した。其

τvl '  

の数値は一つの架端に於ては共の張間の寸互ーに封して、柱 A 及 B I'L

_ " "  2  

於ては 1，張聞の共の柱端に接続する梁に閲する守すーに封 して、

ヲv
1

1.. '  

C I ' L於ては 同慌に人張聞に於砂る寸ずーに封して 表はす値である。

符蹴は省111任しすこっ是等の結果に就いては計算上の誤差はある が定鮪法

K 依った他の結果と比較 し、 又桂 A Bの剛度の比が 1:1 で a が必十

しも 1 でない場合の結果 と比較して見て質問上大き な支障の ない程度

のものであるらしし、 。但し張問の害IJ 介 1，:1事が費る時共の影響は大き

f  ， 

C 注= 守ずである c

f  2  

但し五互に C ，=  ";2 及

特種架榔の第二型は中郎下式の 三暦架慌である c 梁 A B と B B'，の

芋. E I訂 剛度の比を各

みつl A H 1 7叫 日1Ｔｾ 刊暦共 ｝ＺＰ Ｎ ＲＵ 荘
( J  A と B の剛

.. ; 一」ぺ度の比を各居

七 共1: 1. 25 ，と

「 ト ペ す れ ば 曲 能 率

ι  は次式の遇。

I  I ' L 計算され
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' 0)  0  

悼お

凶 F， 

4 8  

7 k 平荷}T!: I'L f-:t しては

日 4 1'1 1，- 2 X
n

H 1v (A x B ) =  3' 判- 7 7 - f

]  ^  1. - 2x 
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ー_ 5  _ _  

.i Y.i B ( v - 1. ". v)  = 亙1Y 1A(← I.y. v)

而して蕊 iて P は第一の場合と金〈同じ形の式から求め得られる。
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梁

仏は第一の場合の Q め 式 の 右 遜 を 夫 ぺw.l ，' ーを以 Z とした式

から計算 し R. は次の式から計算する。

桂

= Ms (1 J - 1刊

叉霊直荷重にtt しては
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此等の結果は uんは同ーの屑で必十同時にか L るものと限定し居る。

左 うでたい場合には少 しく方法が艶 るが是等は省略する。計算の結果

も省略するふ

特待架構の第三型はー張間三暦の架梼でるる。此の宋構は一階K 雨

天韓操壌を有する部分に使用する。架構は封橋的であり桂! 仰は Itil 定の

AA態と考へ繋梁はない。 CAB. CsA は倍角緯度法の言E践と同じく、

m仰は単梁と考へた場合の曲能容を示し其の他師i 同僚の詑披を使用 す

るさきは曲能率は先づ I}<卒荷重に劃しては

是等の式中の P. P' 及 R は次の各式より計算す るo
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; 場合 A ，' A/ 等の断面接を仮定する必 要がある。賞J . I 1 上は欠張 り是 等

の仲びは無視 し叉大なる 支障はなか らう01互に計算の結果は省略す る。

特種梨構の第五型は 矢張り 雨天程採: 場の場合に使用するもの であ

る。木造の場合K 教室境監を 利用して トラスを組 む第六闘の錨' 円・架構

d ある c 二階の部を一つの単純 なる梁と考 へ剛比 を算定 して翠暦架構

と して解けば トラスの雨

端に於ける反カが定ま り

固式解法κ 従ってト ラス

各部の! 底力は定め られる

但 し中央部の中廊下の部

付 ト は荷重が架椛K 閲 して:t:t

7i 11t  十 ス 匂 方75 郁 的でな い場合同 上 下

各材が曲能牟1 を員婚し主主ければならなむ 、。即ち 中央部 三格聞に亘る上

下の水平材は此の曲能率 に耐へ る様に計算する。是は悶式的 では ない。

結果は省略するが此のi陣地は数は比較的多く使って居る。

向此の場 合K 下 唐古t けを餓' 円・銭筋J昆凝土匙(J¥!il. 主し) と して其の上 に

木浩数主を載せ る桃山tこした ものも二三遣うる。 之はあま り経 情的でな

いらしいのであまり使川 してなし、 r

架構計算は大穂前詑の通り である。共の他の計算に就いては蟻筋J昆

凝土で被覆する餓'1ナは凡て オ{ プンウ ェツプ式にてアングルプ レイ ト

のみの組立材と し 、各抜合 ｩ ま事 Ｚ Ｇｉｗ の ｾＡ ｉ ニ す限り ｬ 臨張りベッ トに 依顧 し な

い設計とすると さ三して居 る。

J長礎の設計に於ては頁の地歴を生す" る場合正座のみで卒衡のあ てる

織な設計とす可き事三して居る n

r，¥r 施工 1-.の問題例へば混擬土の強度の設計等の同組も あるが是 専は

ノ? の所手の届かねぜいたく 三誌に属 して居るやうである。

ｲｪｾ し苫ぶ 可 き ｬｬｦ はよだまだ多々るらう三考へる。然も ー 陶ーから は 夫

等 は現今建築附ii!I 設計上では日常茶飯事K 思すると とかと も考へられ

る ｄ 蛇ｾとも考へられる ｣ 是で勘耕 し て｝頁＼ c  

と沿 いて 計算 した値である 。主党tc Q は

; …Q 叩 = 仏 + ，C
J l

.4

2・Q，十 2( 2 + 乱 + a，) Q 立 + 2a ，Q ，= . c' . ! B+， C BA 

2 Q泊 + 2( 2+ s ，十 α .) Q ， =  l C4H+  l CHA 

から 計算する 。 垂 直 荷Z防 法抑制町霊の場合には P a' P ，' 及 P ，' は零

になる。計算の結果は省略す る。

特陸架構の第四型 は矢?長り 雨天 韓傑場の袈構に使f 1i す るもので第三

型 の二 、三階 に於て 中廊下壁 に相 官する所 K 霊 i立材 を使用 したも ので

ある ι 敬宝境の壁慢の所に使用す る目的のものである ι 垂直材 A ，'A 温"

A ，'A '" B，' B，' 及 B . 'B ，' は其の結合はピンAA態であると考へる 。之

，.4J  I  AI  r  j  !l j  rろ はピンで友い質航でる

らうけれども固定の効

果は僅少で あって施工

上も幽能率の起らない

やうな設計K 従ふ方が

色々都合が宜敏い様に

考へられるか らで ある

解法は第三型の! 佐月j か

効力 不五 Iヨ オ 手 ら 叫 ら れ る 。 即 ち 司

A /A ン，B ，' B/ ，A . 'A
3

' 及 B . 'B
3

' のl恋力た夫 k Xυ X ，'，X . 及 X .

と沿いて暫 く之を収副知と し、 荷 重 さ考へて第三型の場介の解法K 依っ

てー先づ各梁端の曲能率 を定め る。 依って A ，'，B ，，'A ，'，B' ，A ，' 1kB ，， '  

k 於ける14Cみを計vr すると とが出来る。 共庭で新 しw: 癒力の影響 を無

視する売にらば A ，'A. ' 及 A
3

' ! C : 於ける韓みは凡て等しし、。 B ，' B/

B
3

'  tc於て も同 様であるから X ，'X. ' X，及 X ，tc就 い て方 碍式が

得 られ之を解し 、てl底力は凡て決定せられる 荒 し ｌￜ 癒力 の 彰響を ＱＡＡｾ 硯

しない ときは例へば A ，' b提みは A ，' に於ける撹み よりも材 A ，'A. '

の仰び文け大 きいと考へられるから此の仲びを X ，で表は し他も同様

にし て 欠提り Ｑ 必 要な丈け方程式は得られｾ力は決定 される ｣ 11-1，しllt の
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F コE

耳乏

勝

院

五

重

緒

雪 -

E ヨ

国
府

塔

の

古

い

優

秀

な

も

の

は

近

畿

地

方

で

占

め

て

ゐ

る

や

う

で

あ

る
。

焼

け

て

も

焼

け

な

く

て

も

、

創

立

の

ま

ま

で

も

建

て

直

し

て

あ

っ

て

も

.

夫

れ

は

第

二

の

問

題

三

し

て

飛

鳥

時

代

の

で

は

法

隆

寺

!

|

法

輪

寺

・

法

起

寺

|

|

奈

良

時

代

は

首

蹴

寺

の

雨

塔

、

平

安

時

代

の

は

醍

醐

寺

、

と

い

っ

た

風

に

と

ち

ら

に

か

仁

ま

っ

て

ゐ

る

u

閥

東

地

方

か

ら

東

北

に

か

け

て

は

、

培

で

は

大

し

て

古

い

も

の

は

な

い

ら

し

いr

。

茨

城

鯨

西

茨

城

郡

北

那

珂

村

小

山

寺

の

三

重

塔

は

、

私

は

未

だ

質

物

を

み

た

こ

さ

は

な

い

が

、

R

鋒

に

は

克

正

六

年

と

あ

る

か

ら

、

先

づ

と

れ

等

は

古

い

は

う

で

あ

ら

-

っ

。

東

京

上

野

の

寛

永

寺

、

浅

草

の

浅

草

寺

、

地

上

の

本

門

寺

、

日

光

東

照

宮

の

五

重

塔

等

は

、

何

れ

本

間

賢

建

築

で

は

あ

る

が

、

古

い

と

い

っ

て

も

桃

山

位

で

あ

る

。

東

北

で

は

出

視

の

羽

黒

山

の

が

慶

長

三

年

と

か

五

年

と

か

い

ふ

と

と

だ

さ

う

だ

が

、

こ

れ

は

腔

永

と

い

ふ

記

銘

も

あ

る

さ

う

で

あ

る

し
、

な

く

と

も

私

は

肱

永

訟

に

賛

成

を

す

る
。

あ

れ

は

到

底

陸

長

・な

ど

で

は

あ

る

手

い

。

会

慢

と

し

て

も

細

部

を

み

て

も

頗

る

優

秀

な

こ

と

は

首

然

で

②

る

。

さ

う

す

る

と

江

戸

時

代

に

近

く

な

る

ほ

E

、

勿

論

よ

く

共

時

代

の

特

徴

を

強

揮

し

て

は

ゐ

る

が

、

ど

う

も

形

は

背

L

程

よ

く

な

い

と

い

ふ

と

と

に

附

着

し

て

ゐ

る

や

う

で

あ

る

。

だ

か

ら

そ

れ

等

の

な

か

で

は

、

京

都

市

数

千

一誰

同

寺

の

の

如

き

は

、

抜

群

の

傑

作

と

い

ふ

と

と

が

で

き

る

の

で

る

る

。

然

る

に

句
}
、
』

に

青

森

腕

柿

弘

前

市

1

l

A

I

℃

、

』

そ

荷

車

が

通

じ

て

ゐ

る

か

ら

寝

な

塔

T  

皐

博

天

俊

沼

が

ら

で

も

行

け

る

が

、

以

前

は

随

分

不

似

で

あ

っ

た

事

は

想

像

K

難

く

な

い

ー

ー

ー

の

最

勝

院

と

い

ふ

寺

に

.

寛

文

年

間

に

建

立

さ

れ

た

塔

で
、

各

重

の

落

ち

も

可

な

り

多

く

相

輪

も

珍

ら

し

く

長

く

、

協

好

さ

し

て

も

申

分

の

な

い

五

重

塔

が

あ

る

。

あ

の

挫

で

生

れ

た

読

者

諸

君

は

よ

く

知

っ

て

ゐ

ら

れ

る

で

あ

ら

う

か

ら

、

と

ん

な

記

事

は

つ

ま

ら

ぬ

か

も

知

れ

ぬ

が

、

大

多

数

の

諸

君

は

御

承

知

が

あ

る

ま

い

と

思

ふ

の

と

‘

も

う

一

つ

は

何

で

も

い

い

か

ら

と

い

ふ

交

渉

が

臨

取

腸

計

か

ら

あ

っ

た

の

で

、

労

と

れ

に

し

た

の

で

あ

る

J

文

句

を

読

む

の

が

面

倒

な

ら

、

読

ま

な

い

で

も

世

一

注

文

は

な

い
ド

、

聞

の

設

明

士

け

で

も

相

官

に

判

断

の

で

き

る

や

う

に

し

て

た

い

た

つ

も

り

で

あ

る

。

沿

革

此

塔

は

一
正

は

大

関

寺

と

い

ふ

寺

の

で

あ

っ

た

と

い

ふ

と

と

で

あ

る

。

綜

起

大

綱

に

抑

蓮

光

山

大

岡

寺

云

者

賞

時

有

種

郷

村

一

ァ

森

麓

関

白

文

組

年

小

干

時

文

訓

腕

年

中

司

任

削

行

入

山

伏

之

蹴

令

突

霊

築

御

披

弘

前

移

大

浦

之

後

使

廃

虚

之

寺

院

越

弘

前

之

地

時

賜

於

寺

地

美

濃

輸

問

所

也

於

君

六

代

目

之

位

伶

在

京

海

一

人

附

行

掲

力

偏

超

世

常

:

・
:
・

競

蓮

光

山

大

国

寺

則

京

梅

師

鷺

宮

院

中

興

閉

山

本

(

又

師

暇

日

閲

働

経

雌

多

功

徳

建

立

於

貨

塔

次

首

海

重

先

師

之

命

催

費

塔

一再

興

之

深

志

:

.

1

・

漸

寛

文

五

年

得

五

電

刺

立

也

縦

然

末

足

九

給

之

金

物

・

:

:

同

七

年

賀

培

成

就

叉

同

八

年

謂

寺

戸

寺

院

僧

侶

而

奉

前

供

養

費

塔

・

・

.
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と

あ

る

。

と

れ

は

元

職

十

瓦

年

に

、

時

の

住

借

慶

海

と

い

ふ

人

が

書

い

た

も

の

で

る

る

J

私

が

右

K

引

用

し

た

の

は

、

炭

眼

紙

を

も

C

て

が

っ

て

二

三

遁

一

所

に

書

い

仁

潟

し

で

、

字

も

可

な

り

ぞ

ん

ざ

い

で

あ

る

か

ら

.
中

巾

説

み

に

く

い

字

も

あ

り

.

ま

た

哀

し

遠

ひ

ら

し

い

と

と

ろ

も

あ

り

、

原

本

を

み

た

ら

ば

訂

正

し

怠

け

れ

ば

な

ら

ぬ

と

と

ろ

も

あ

ら

う

が

、

今

は

間

に

合

は

ぬ

か

ら

、

止

む

を

得

歩

と

れ

で

が

ま

ん

し

て

ゐ

く

ふ

【

大

日

本

地

名

跡

書

】

最

勝

院

の

僚

に

奮

大

国

土寸

(
砥

闘

枇

)

と

も

い

ひ

、

弘

前

市

:

・
・

・
・

耐

の

埠

頭

に

杭

ゎ

。

大

塔

あ

り

.

木

匙

五

重

、

寛

文

八

年

、

藩

主

信

政

の

置

く

所

と

す

。

此

地

‘

上

洲

川

と

市

溜

池

の

聞

に

狭

h

v

、

形

勢

弧

立

、

市

街

を

怖

視

す

の

按

、

大

同

寺

は

漣

光

山

三

橋

し
、

真

言

宗

、

初

め

大

浦

種

町

村

の

一

森

K

在

り

、

文

職

中

.

堀

越

村

に

移

り
、

正

保

四

年

、

今

の

南

瑠

地

の

上

K

移

さ

れ

、

寺

秘

現

米

百

依

。

明

治

維

新

の

後

、

大

闘

寺

は

、

紙

園

(
八

坂

榊

)

と

分

離

し

て

、

蔵

舘

村

へ

移

り
、

最

勝

院

(
向
界

利

八

幡

別

官

)

を

更

に

此

に

移

さ

る

J

藩

史

云

、

寛

文

七

年

、

大

国

寺

五

暦

浮

同

成

、

ヰ

以

寛

文

四

年

輿

功

、

至

此

而

品

、

共

費

極

彩

、

此

地

高

爽

可

望

視

阿

方

、

放

出

之

備

干

遠

望

、
作

品
ハ

宮

寺

制

宮

一肘

之

密

造

、

皆

託

以

林

樹

担

壁

、

以

震

防

備

也

【

大

日

本

寺

院

純

明

】

に

は

弘

前

市

銅

屋

川

に

在

。

、

光

明

寺

さ

郁

す

、

天

文

年

中
、

田

畑

越

飢

外

北

に

創

建

せ

ら

れ

.

首

岡

本

{

一京

の

主

院

た

り

。

弘

前

披

の

築

か

る

る

や

、

八

橋

紳

祉

を

吉

岡

林

K

濯

座

し

て

、

首

山

令

し

て

別

首

た

ら

し

め

、

・寺

側

三

宵

石

を

寄

せ

ら

る

、

而

し

て

蛍

寺

八

幡

宮

境

内

に

在

り

し

か

、

維

新

の

際

与

誌

を

返

上

し

て

大

闘

寺

跡

に

移

特

し
、

以

て

今

日

に

及

ふ

と

い

ふ

i

:

:

と

あ

り

、

五

霊

峰

に

閲

し

て

は
コ
ケラ

ヨ
グ

ラ
一

、
、

J

F
，

・

・

方

三

聞

に

し

て

屋

根

柿

葺

(

現

今

五

が

銅

紋

葺

共

他

銅

板

柿

混

肘

)

(

叫

ん
ル

唯
一

一

一明

仰

い

り

」

吋

向

日

比

叫

ん

心

い

お

ト

耕

一

兆

一

件

)

‘

高

さ

十

七

間

二

尺

、

金

剛

界

の

大

日

を

安

置

し
、

骨
時

盤

及

び

九

倫

資

珠

は

渡

遊

近

江

大

掠

の

作

さ

し

て

有

名

な

り

、

四

代

藩

全

信

政

、

天

正

・

文

雄

・
座

長

年

間

の

戦

国

?

に

敵

味

方

戟

死

者

招

魂

耐

の

矯

め

十

高

雨

(

緩

中

に

化

縁

す

と

い

ふ

)

を

以

て

遊

感

・

せ

し

も

の

(

或

は

裏

而

に

軍

備

の

魚

め

と

も

云

ふ

)

。

共

緋

也

の

油

好

な

る

海

内

其

比

を

見

歩

と

い

ふ
。

近

時

特

別

保

護

建

建

物

に

編

入

せ

ら

れ

て

、

文

久

元

年

に

修

特

せ

ら

れ

し

が
、

共

以

前

に

於

て

は

‘

安

政

六

年

に

修

結

せ

ら

れ

、

其

橡

算

金

千

四

百

八

十

雨

三

十

二

女

日

五

分

在

庫

を

費

せ

h

り

と

云

ふ

。

と

あ

る

が

、

と

れ

等

の

う

ち

最

初

の

が

最

も

判

り

に

く

く

、

塔

の

沿

革

の

三

と

ろ

を

除

い

て

は

十

〈

し

て

や

く

K

た

た

ぬ

。

最

後

の

な

ど

は

、

特

建

と

な

っ

て

か

ら

文

久

元

年

に

修

理

せ

ら

れ

た

ゃ

う

で
、

書

き

方

が

明

瞭

で

な

い

。

併

し

友

が

ら

と

れ

等

K

よ

り

・

塔

は

元

と

大

国

手

の

も

の

で

る

っ

た

が

、

大

国

寺

が

引

越

し

た

あ

と

へ

最

勝

院

が

き

て

、

今

は

共

寺

の

所

属

に

友

っ

て

ゐ

て

、

さ

う

し

て

寛

文

年

間

K

で

き

た

も

の

で

あ

る

・

と

い

ふ

事

丈

り

は

確

か

と

い

へ

る
。

若

し

此

塔

が

果

し

て

多

少

な

め

と

も

望

楼

の

意

味

ぞ

含

ん

で

ゐ

た

三

す

る

な

ら

ば

、

立

塔

の

目

的

が

軍

に

含

利

政

蔵

叉

は

援

域

表

示

以

外

に

、

軍

事

上

に

も

あ

っ

た

こ

さ

に

な

的

、

名

を

崇

併

に

籍

h

り

て

敵

に

備

へ

た

の

で

.

恰

も

中

世

伊

太

利

等

に

於

け

る

郎

蘇

合

堂

の

鐘

塔

(
の

缶

百

℃

g

r

)

の

如

き

用

を

在

し

た

と

と

に

友

る

の

で

あ

る
。

堵

婆

一

。

平

副

各

軍

占

三

間

五

重

塔

婆

た

る

事

普

通

の

相

場

合

と

鐙

め

な

い

が

、

各

東

の

佐

聞

に

次

の

様

友

関

係

守一

見

出

す

こ

と

が

き

る

。

中

の

間

(

一

早

川

)

脇

の

間

(

岬

似

)

棟

一帆

問

六

・

八

八

h

L

V

六

・

C

二

死

・

0

0

二

六

-

U

二

代

1

1

L

五

・

一

六

一
一

‘

同

五

三

五
・

一

六

、

1

1

1

凶

・

六

八

二

・

同

一

間

同

・

三

o

h

三

・

四

四

二

-

h
.

三

一八

一二

・

州

問

件

¥

¥

;

コ

一
・

o
一

二

・

五

C

即

ち

初

煮

の

脇

の

聞

が

第

二

重

の

、

第

二

重

の

が

第

三

重

の

、

さ

う

し

て

第

四

重

の

が

第

一ム

章

一
の

、

犬

れ

た

れ

中

山

聞

の

冥

々

に

な

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

u

第

二

一
重

- 54 ー
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の

脇

の

聞

は

「

凹

・

六

八

』

で

、

第

四

重

ω
中

の

聞

が

『

川
・

三

O

』

だ

か

ら

・

と

れ

丈

け

は

「

0

・

三

八

」

の

完

が

あ

る

J

さ

う

し

て

軒

の

出

に

鎚

化

が

あ

り

・

軒

先

を

漣

ね

た

線

が

一

直

糾

を

な

さ

左

い

。

柱

間

に

は

と

の

様

左

前

白

い

閥

係

も

あ

る

が
、

橡

は

さ

う

い

か

な

い

ぷ

初

市

一
の

が

蹟

い

こ

と

は

岱

然

で

あ

る

が

、

第

二

重

以

上

は

ま

ち

ま

ち

で

あ

る

。

二

d

立

商

高

(

石

口

よ

り

)

一

O

一
一

・

九

二

日

K

H

f

相

輪

頂

上

ま

で

」

相

崎

長

三

0

・
六

O

塔

身

高

セ

二

・

三

二

で

あ

る

か

ら

相

倫

と

塔

と

の

比

一

・

o

o

-
-一

一

・

七

一

九

泌

即

ち

約

一

・

o
o

-
-一

一

・

七

こ

と

な

り

、

江

戸

時

代

の

剖

合

と

し

て

相

輸

が

大

内

訟

に

長

い

・

さ

う

し

て

此

花

北

ハ

水

艇

に

特

徴

が

あ

り

、

泊

代

の

と

全

く

段

式

を

共

に

し

て

ゐ

る

矧

に

注

目

す

べ

き

で

あ

る
。

観

三

。

外

(

イ

)

柱

柱

は

各

重

共

同

筒

形

で

綜

な

く

、

普

通

の

和

様

の

柱

で

あ

る

。

初
市
一
一

内

陣

即

四

天

杭

と

比

較

す

る

た

め

特

に

記

し

た

の

で

る

る

。

(

ロ

)

窓

初

重

の

正

商

(

酬

酌

)

脇

の

間

一

は

連

子

慾

で

あ

る

が

、

と

の

時

代

の

型

に

飯

ら

歩

、

各

蓮

子

子

の

聞

が

大

分

に

陥

れ

て

ゐ

る

の

が

大

に

鑓

っ

た

鮪

の

一

で

あ

る

。

大

槻

な

ら

川

が

極

く

猷

い

か
、

左

も

な

く

ば

盲

連

子

で

る

る

の

に

、

ざ

っ

と

法

隆

寺

西

院

歩

廊

ω
窓

と

い

っ

た

形

で

る

る

へ

第

二

)

。

寸

法

を

記

す

な

ら

ば

、

連

子

子

は

菱

/

闘

幽

¥

形

で

.

長

封

角

耕

一

寸

四

分

、

短

針

角

線

八

分
・

4

厘

、

間

隔

一

寸

二

分

二

庖

徐

(

榊

)

で

あ

る

。

い

ふ

詰

も

な

く

子

は

一

本

一

本

機

械

で

つ

く

る

の

で

は

な

い

か

ら

.

少

し

位

大

き

い

の

も

小

さ

い

の

も

あ

る

し
、

ま

た

其

間

隔

も

一

分

一

厘

の

遂

な

く

で

き

る

も

の

で

は

な

い

。

窓

縦

穏

の

内

法

凶

尺

三

寸

二

分

の

う

ち

に

、

長

封

角

規

一

寸

凶

分

の

子

が

十

六

本

入

っ

て

ゐ

た

か

ら

、

夫

れ

か

ら

卒

均

間

隔

を

割

り

だ

し

た

の

で

あ

る

d

初

煮

の

一州

側

耐

及

び

背

面

‘

即

ち

正

面

を

除

い

た

東

西

北

の

三

方

の

脇

の

聞

に

は

、

正

面

の

蓮

子

慾

と

同

じ

権

を

上

下

左

本

に

と

っ

た

中

K

、

絞

を

後

め

て

共

中

央

K

附

般

を

つ

く

り

、

凶

形

の

内

陀

盲

連

子

を

刻

ん

で

あ

る

、

だ

か

ら

い

は

ば

『

川

窓

』

守

あ

る

。

内

外

部

共

さ

う

な

っ

て

ゐ

る

へ

第

二

凶

)

。

闘

に

は

内

部

の

ば

か

/

第

三

闘

」

り

示

し

て

沿

い

た

が

‘

と

れ

は

寓

毘

を

さ

る

ご

き

光

線

の

都

台

も

る

っ

た

し

‘

外

部

の

方

は

大

分

あ

ら

び

て

ゐ

た

か

ら

、

成

る

べ

く

明

ら

か

に

判

っ

た

方

が

い

い

と

思

っ

て

、

全

く

同

じ

だ

か

ら

内

部

の

に

し

た

の

で

あ

る

。

川

窓

の

倫

廊

は

命

、

辿

子

は

級

・

北

ハ

川

凶

は

胡

粉

の

白

壁

だ

か

ら

引

立

っ

て

見

え

る

J

元

米

川

窓

は

我

岡

で

は

さ

う

古

い

・
こ

き

に

は

川

ひ

ら

れ

や

'
に

あ

っ

た

ら

し

い

。

マ

台

本

ろ

不

出

版

新

し

い

の

で

、

或

は

黄

山

町

市

…
一万

の

建

築

に

川

ひ

ら

れ

た

の

が

初

め

で

は

な

い

か

と

思

ふ

G

と

い

ふ

の

は

と

の

砲

の

窓

は

宇

治

の

高

一一

帆

寺

を

初

め

、

大

阪

難

波

の

瑞

龍

寺

‘

U

K

附

市

の

同

師

寺

等

K

H

恥

も

多

い

か

ら

で

あ

る

。

勿

論

柿

宗

建

築

・

茶

室

・

民

家

等

に

も

あ

る

が

、

何

れ

も

新

し

い

も

ω

で

る

る

，

と

と

で

は

川

窓

の

考

督

を

し

て

ゐ

る

の

で

は

な

い

か

ら

や

め

で

た

く

が

.

前

提

山

地

築

に

川

ひ

ら

れ

て

か

ら

、

あ

ち

ら

こ

ち

ら

で

民

似

を

し

だ

し

た

の

で

は

る

る

ま

い

か

と

思

っ

た

か

ら

.

序

に

少

し

か

い

て

み

た

の

で

る

る

3

今

こ

と

に

川

ひ

て

る

る

の

は

、

川

窓

の

つ

も

り

で

は

な

い

か

ぬ

知

れ

ぬ

が

、

と

の

椋

な

も

の

を

つ

り

た

の

は

め

っ

た

に

左

い

ゃ

う

で

あ

る

か

ら

・

北

ハ

山

ー
が

大

鑓

に

珍

ら

し

い

の

で

あ

る

。

M

m

ヰ

は

大

概

四

方

共

同

じ

桜

花

仕

上

げ

て

あ

る

の

が

普

通

で

、

v
t

而

州

側

聞

及

背

商

三

一

見

川
品

目

る

棋

に

し

て

あ

る

の

は

多

く

堂

で

あ

る

|

|

令

一

堂

と

か

講

堂

三

か

。

比

日

婆

で

は

、

今

思

ひ

だ

し

た

例

は

.

和

歌

仙

の

紀

三

井

寺

・

1

本

名

設

閤

院

ー

ー

の

三

市

一

塔

で
、

初

重

の

窓

が

正

聞

は

連

チ

入

の

花

頭

、

耐

側

面

は

迷

子

窓

、

背

面

は

根

丈

け

が

他

三

同

じ

で

、

内

は

た

だ

板

が

入

れ

て

る

る

ば

か

り

、

全

く

誌

に

は

な

っ

て

ゐ

友

い

の

で

る

る

。

斯

様

に

し

て

塔

陀

正

側

背

面

の

恒

別

を

つ

け

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

丁

庭

最

勝

院

の

五

重

塔

婆

も

、

紀

三

井

寺

の

如

く
、

窓

で

正

側

(
時

一
附

川

)

面

の

原

別

を

し

て

あ

る

か

ら

、

珍

ら

し

い

方

で

る

る

三

い

ひ

得

ら

れ

る

。

第

二

・

第

三

震

の

脇

の

聞

は

、

椎

の

中

央

K

格

狭

間

型

の

も

の

を

入

れ

、

共

内
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K

初

重

の

凶

慈

内

と

同

様

に

盲

蓮

チ

が

刻

ん

で

る

る

が

.

と

れ

も

亦

類

例

の

少

な

い

窓

で

る

ら

う

。

東

京

市

郊

外

池

上

本

門

寺

五

前

一

一

塔

初

重

に

は

、

脇

の

問

に

格

供

同

の

織

な

一

一慢

の

形

令

刻

み

、

共

内

に

官

通

子

が

入

れ

て

あ

る

。

と

の

塔

は

慶

長

十

三

年

に

守

き

た

も

の

で

、

と

の

窓

も

亦

共

時

と

見

ら

れ

る

。

格

狭

間

の

巾

に

慌

に

連

子

を

入

れ

た

の

な

ら

奈

良

時

代

か

ら

る

る

し

、

縦

に
A

国

連

子

を

入

れ

た

も

の

は

鎌

倉

時

代

に

は

い

く

ら

で

も

あ

る

。

と

ん

な

時

代

か

ら

少

し

も

珍

ら

し

く

な

い

の

で

あ

る

が

、

た

だ

そ

れ

を

窓

の

と

と

ろ

へ

刷

ひ

仁

も

の

、

即

ち

肱

用

の

範

囲

を

蹴

め

に

の

が

比

較

的

析

し

い

と

と

で

、

桃

山

位

か

ら

で

あ

ら

う

と

思

は

れ

る

の

で

あ

る

。

桃

山

位

で

あ

っ

て

も

な

く

て

も

、

と

の

時

の

岐

に

連

子

窓

を

入

れ

る

慌

な

山

角

な

艇

を

つ

く

り

、

共

中

止

へ

に

絡

狭

間

を

入

れ

、

共

中

に

・百

連

f

を

刻

ん

だ

の

は

‘

担

由

一

の

川

窓

と

北

ハ

に

、

た

し

か

K

制

創

的

芯

一

ほ

と

い

へ

る

で

あ

ら

う

(

脚

四

)

。

ル

ω
川

・

知

五

町

一
一

は

、

別

に

建

っ

た

と

と

は

な

く

迷

子

窓

で

あ

る

。

但

し

初

耳

と

は
別
融

(

h

り

盲

連

子

に

な

っ

て

ゐ

る

J

だ

か

ら

窓

は

初

心

一一

に

こ

秘

、

二

三

重

に

一

種

、

川

五

亙

に

一

種

、

合

計

川

植

あ

る

ο

・4

意

此

H

K

凶

種

の

窓

の

刷

ひ

で

あ

る

例

は

.

恐

ら

く

他

に

あ

る

ま

い

と

思

は

れ

る

。

(
ハ

)

村

耕

材

杭

陪

慌

三

手

先

。

川

山

木

は

下

端

が

平

た

く

角

丈

け

川

い

が

‘

大

し

て

い

い

形

廿

は

友

い

(

仰

一

前

)

。

六

校

掛

に

怠

っ

て

ゐ

て

、

一

帯

上

の

官

肘

木

丈

け

が

、

各

斗

の

外

へ

極

の

川

陥

丈

け

で

て

ゐ

る

。

だ

か

ら

長

さ

は

合

開

で

極

ぃ

ハ

本

と

種

間

七

っ

と

の

加

に

な

っ

て

ゐ

る

。

隅

K

は

鬼

斗

が

川

ひ

て

あ

る

が

、

斗

比

の

縦

形

は

地

H

泊

の

場

A

H

と

幾

分

典

り

、

凶

角

形

を

し

友

い

で

各

溢

炉

心

1

方

に

反

っ

た

L

角

形

に

な

っ

て

ゐ

る

へ

第

十

一

・

γ

l

j

r
第

|

玉

置

¥

大

斗

一

法

八

寸

三

分

、

凶

陥

の

方

形

の

U

の

，T

、
さ

三

分

乃

至

四

分

、

即

叫
'

U

大

斗

の

大

さ

に

針

し

・

同

問

の

目

は

ー

は

1

1

1

げ

で

あ

る

‘

即

ち

普

通

の

牛

分

又

は

共

以

下

で

あ

る

。

(

ニ
〉

材

耕

間

初

揮

は

市在

股
、

第

二

市

ι

よ

り

第

四

弔

一
迄

問

斗

束

、

第

五

震

は

中

の

間

の

み

間

斗

い

取

を

入

れ

、

脇

の

問

は

絵

地

が

な

い

の

台

何

も

入

れ

て

な

い
。

さ

う

し

て

次

に

記

す

様

に

鑓

化

に

富

ん

だ

意

匠

が

施

し

て

あ

る
。

初

重

の

蕃

股

は

貨

は

間

斗

束

三

基

肢

と

の

合

成

で

あ

る

。

即

ち

裟

股

の

中

止へ

へ

下

の

蹟

が

っ

た

来

を

入

れ

た

の

で

あ

る

が

、

面

白

い

の

は

夫

れ

ば

か

り

で

は

な

く

・

共

束

の

面

に

十

二

支

を

一

つ

づ

っ

‘

子

・

丑

・

寅

・

卯

・

・

:

・
・
こ
い

つ

た

工

合

に

、

漢

字

で

刻

み

つ

り

て

る

る

と

と

で

あ

る
。

こ

の

基

肢

は

黒

、

文

字

は

臼

(
馴

一
、

材

は

白

純

で

塗

っ

て

る

る

に

至

つ

て

は

、

愈

よ

珍

ら

し

い

と

い

へ

る

の

で

あ

る

(

剛
一
駅

伝
)

ο

第

二

重

か

ら

は

基

肢

は

な

く

問

斗

束

で

あ

る

が

、

共

京

が

各

亙

異

な

っ

て

ゐ

る

。

第

二

重

の

分

は

、

中

央

に

猪

の

自

の

つ

け

て

あ

る

き

れ

を

肩

に

か

け

た

や

う

に

な

っ

て

ゐ

る

(

時

ハ
)
、

共

か

け

た

き

れ

の

様

な

も

の

と

束

と

は

純

色

に

詮

り

、

き

れ

の

聞

は

黒

、

猪

の

自

の

内

は

白

。

第

三

重

の

は

下

部

が

両

方

に

聞

き

、

ざ

っ

と

共

形

は

剖

束

の

如

く

に

友

り

、

ぃ米

は

締

官一円

、

割

っ

た

聞

は

黒

塗

(

鵬

七

)

第

四

重

と

第

五

重

と

は

普

通

の

形

の

間

斗

点

で

る

る

が

・

阪

に

記

し

た

や

う

に

最

上

亙

は

中

の

間

丈

け

に

入

れ

て

あ

る

。

故

に

科

棋

聞

の

装

飾

と

し

て

も

、

事

股

及

三

種

類

の

来

を

川

ひ

て

ゐ

る

か

ら

、

窓

と

同

様

四

稜

類

の

中

備

が

入

れ

て

る

る

の

で

る

っ

て

、

而

も

初

重

の

は

基

股

と

は

い

ふ

も

の

の

、

つ

ま

わ

束

が

中

に

入

っ

て

ゐ

る

の

だ

か

ら

‘

つ

ま

り

間

斗

束

で

下

か

ら

卜

.
起

一

貰

し

、

そ

と

に

自

由

な

意

匠

を

刷

ひ

で

あ

る

.

と

み

る

と

さ

は

勿

論

で

き

る

の

ぐ

る

る

。

何

故

に

泌

肢

の

小

に

い

収

を

入

れ

た

の

で

あ

ら

う

か

ぞ

考

へ

て

み

る

。

笈

形

ω
つ

い

た

大

瓶

点

は

首

時

の

工

匠

は

知

り

す

ぎ

る

位

知

っ

て

ゐ

た

の

で

あ

る

J

之

れ

を

少

し

鐙

形

さ

せ

る

さ
、

と

ん

な

形

は

也

に

で

き

る

で

る

ら

う

。

或

は

ま

た

か

う

も

思

へ

る

。

桃

山

時

代

に

既

に

判

事

肢

の

中

K

大

瓶

束

を

入

れ

た

の

が

あ

っ

た

l

l』

れ

は

勿

論

束

が

ち

ぢ

み

笈

形

が

自

然

上

で

く

っ

つ

い

た

形

で

あ

る

が

1

1

・
枕

だ

か

ら

、

そ

の

大

瓶

東

が

普

通

の

米

に

な

り

、

乙

の

形

が

守

き

上

っ

た

の

で

あ

ら

う
。

三

。

何

れ

に

し

て

も

臆

測

ぜ

あ

る

が

、

考

へ

や

う

に

よ

っ

て

は

ど

う

で

も
・

な

る

。

〔

ホ

)

縄

・

地

位

雌

は

地

雌

も

飛

銭

揮

も

方

形

の

断

閣

を

持

っ

て

ゐ

る

。

尾

艇

は

方

形

で

鋪

が

あ

る

か

ら

唐

様

式

で

あ

る

が

.

あ

れ

樫

先

き

が

細

く

な

っ

て

ゐ

友

い

、

さ

う

し

て

少

- 56 ー
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し

内

方

を

向

け

て

切

っ

て

る

る

0

・

(

こ

隅

木

・

風

鋒

地

問

木

下

端

に

木

品

の

様

な

彫

刻

が

あ

り

、

飛

然

の

先

は

少

し

く

下

に

向

け

て

曲

げ

て

あ

る

所

に

何

慌

の

要

素

が

と

り

入

れ

て

あ

る

(

脚

九

)

。

各

市

一

同

附

の

風

鈴

は

隅

木

よ

り

長

く

垂

下

し

、

殊

に

鐸

舌

も

亦

著

し

く

下

方

に

代

置

し

て

ゐ

る

。

何

故

に

斯

う

し

た

か

、

と

れ

も

珍

ら

し

い

手

法

で

あ

る

。

(

ト

〕

紋

愉

枝

輪

も

亦

上

か

ら

下

迄

同

一

で

な

い

。

-

初

宮

小

と

第

二

東

と

は

和

様

の

建

物

に

於

け

る

如

く

蛇

腹

枝

愉

で

極

K

一

致

し

(

伽

五

)

見

付

級

車

円

、

見

込

帥

柄

を

塗

り

、

枝

輸

板

は

白

(

酬

)

拾

で

あ

る

。

第

三

市

一

以

上

は

庇

犠

建

築

同

様

板

校

輸

を

川

ふ

。

理

山

を

想

像

し

て

み

る

に

.

上

の

方

は

材

耕

ω
間

隔

が

さ

う

下

程

庚

く

た

い

と

い

ふ

と

と

が

一

っ

と

、

限

か

ら

速

い

の

に

、

手

の

か

か

る

蛇

阪

に

し

な

い

で

も

紋

で

津

山

で

あ

る

、

無

駄

な

と

こ

ろ

へ

無

駄

な

こ

と

を

せ

ぬ

と

い

ふ

頗

る

賢

明

な

考

へ

か

ら

で

あ

ら

う

と

思

は

れ

る

。

(

チ

〉

界

初

重

の

扉

は

同

開

で

上

に

盲

蓮

子

が

入

れ

て

あ

る

が

、

二

重

以

上

は

卒

凡

な

板

扉

を

川

ひ

で

あ

る

。

ハ

リ

)

屋

根

犀

根

は

銅

板

れ

に

し

τ
、

共

引

4

6

方

が

特

別

で

あ

る

。

初

主

か

ら

第

州

軍

起

は

.

流

の

上

の

2

3

は

段

軒

、

下

の

1

3

は

模

咋

K

し

で

あ

る

。

桟

立

ー

ー

と

と

で

は

楼

五

で

升

い

た

様

左

仕

上

げ

に

な

っ

て

ゐ

る

の

を

使

宜

一

捜

査

』

と

し

て

沿

い

た

の

で

あ

る

l

!

の

さ

と

ろ

は

、

瓦

一

枚

K

常

る

端

の

、

桟

瓦

で

い

ふ

た

ら

巴

紋

を

つ

け

穴

別

い

瓦

に

首

る

と

と

ろ

に

、

臨

岡

市

が

三

角

形

の

桟

を

流

れ

に

添

ひ

て

長

く

打

つ

で

あ

る

の

で

あ

る

。

其

棋

の

打

ち

方

は

、

各

府

の

中

心

を

中

央

さ

し

て

、

夫

れ

か

ら

左

右

に

分

れ

て

ゐ

る

様

に

し

で

あ

る

か

ら

、

普

通

の

楼

瓦

と

は

少

し

趣

き

を

異

に

し

て

ゐ

る

。

組

〈

小

さ

い

こ

と

で

あ

る

が

、

と

ん

な

所

ま

で

周

到

な

る

注

意

が

梯

は

れ

て

ゐ

る

こ

と

が

判

る

で

あ

ら

う

。

第

王

室

は

全

部

筏

葺

で

あ

る

。

従

物

を

み

る

か

、

又

は

大

き

な

闘

で

も

あ

る

と

‘

こ

こ

に

だ

し

て

説

明

す

れ

ば

ー

ー

・

読

ま

な

く

と

も

闘

を

み

れ

ば

|

|

直

K

了

解

で

き

る

の

で

あ

る

が

、

文

仰

の

み

で

は

到

此

駄

目

、

た

じ

れ

ど

も

、

と

れ

は

今

の

と

と

ろ

致

し

方

が

な

い

。

へ

ヌ

〉

勾

欄

初

軍

機

の

四

方

氏

勾

欄

が

巡

っ

て

ゐ

る

が

、

親

柱

は

唐

様

の

逝

述

花

で

、

共

他

の

と

と

み

は

和

様

で

あ

る

(

鵬

へ

)

。

第

二

荒

川

川

上

五

霊

迄

は

、

組

勾

欄

に

た

っ

て

ゐ

る

が

、

形

等

は

殊

更

と

り

た

て

て

い

ふ

科

の

事

は

な

い

(

鵬

九

)

。

斯

く

勾

欄

迄

を

か

へ

で

あ

る

の

は

、

ど

こ

迄

も

鑓

化

を

求

め

ゃ

う

ざ

い

ふ

意

志

に

外

友

ら

な

い

こ

と

が

よ

く

判

る
。

へ

ル

)

Hi 

各

ｾＭ

車fニ

2江15列{世似側J!則!I J の 4  

「ヘ1 八 負 住 出

. ノー外 心 は

七 三 角 ょ た

阿 二 迄 り に

刀ミ

す

表

の

主n

し

勾天王主

。

下

1

4

-『

初

汀

r
u

而

円

0

・

三

二

0

・

一
一二

0

・

三

一

一

瓦

0

・

三

四

0

・
七

三

ｾ ｊ＠

一

同

・

八

五

一
一

・
七

九

一
一

・

六

一

一
一

・

九

八

一

二

・

O

凶

五 阿 ニ

"  "  "  

右

表

の

う

ち

、

軒

高

初

主

の

分

は

、

石

口

よ

り

丸

桁

上

端

迄

の

も

の

で

、

第

二

京

以

上

は

丸

桁

上

よ

り

丸

桁

上

ま

で

の

寸

法

で

あ

る

。

向

ほ

と

の

表

に

於

い

て

特

に

気

の

つ

く

事

は

、

軒

出

が

非

常

に

多

く

、

軒

山

も

初

京

が

取

分

け

高

い

の

は

別

さ

し

、

第

二

重

以

上

、

第

三

重

を

除

い

て

は

上

に

行

〈

梶

山

く

な

っ

て

ゐ

る

。

何

故

K

か

う

い

ふ

風

に

し

た

か

明

ら

か

で

な

い

。

最

初

三

主

目

迄

出

来

て

、

暫

く

聞

を

沿

い

て

第

凶

第

五

の

二

重

が

完

成

さ

れ

た

と

か

い

ふ

か

ら

、

或

は

そ

の

慌

な

と

と

が

一

一

脈

問

に

な

っ

て

ゐ

る

か

も

知

れ

な

い

か

、

と

に

か

く

普

通

の

型

式

を

附

し

て

ゐ

ろ

こ

さ

丈

け

は

雌

か

と

い

へ

る

?

っ

で

あ

る

。

こ

の

あ

た

め

醍

醐

寺

の

- 57 ー
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塔

と

反

封

に

、

各

市

一
一

の

高

さ

が

上

に

行

く

科

哨

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

J

故

に

あ

の

塔

に

比

べ

る

と

、

あ

れ

程

の

落

着

の

な

い

の

も

一
五

よ

り

其

原

因

が

あ

る

の

で

あ

る

。

(
ヲ

)

相

輪

相

輪

の

全

長

は

既

に

記

し

た

如

く

三

十

尺

六

寸

あ

っ

τ
.

世

代

稀

有

の

長

さ

を

も

っ

て

ゐ

る

し

、

北

バ

上

に

水

凶

の

唐

草

も

飴

m
m

珍

ら

し

い

形

C

あ

る

が

、

と

と

に

同

一

不

の

で

き

ぬ

事

を

遺

憾

と

す

る

。

伏

鉢

と

擦

に

銘

文

を

刻

し

て

あ

る

。

伏

鉢

は

破

崩

し

て

ゐ

て

再

び

川

ひ

ら

れ

ぬ

た

め

か

‘

今

下

に

沿

ろ

し

で

あ

る

。

以

錯

で

あ

る

が

、

銀

製

の

た

め

か

字

が

よ

く

読

め

な

い

っ

大

切

な

円

刊

こ

る

っ

て

棚

の

中

K

た

い

て

あ

り

、

外

か

ら

み

る

校

に

な

っ

て

ゐ

る

ο

時

間

の

都

合

で

ゆ

っ

く

り

削

る

と

と

が

で

き

な

か

っ

た

に

め

棚

の

聞

か

ら

字

を

・

説

ん

で

沿

い

た

丈

け

で

あ

る

か

ら

.

少

し

枕

誤

っ

て

ゐ

る

か

も

知

れ

な

い

。

銘

は

遮

光

山

大

問

中

守

京

約

上

人

寄

進

土

杭

太

中

十

信

古

公

宮

本

願

七

社

建

立

川

仏

海

上

人

奉

加

越

小

午

信

政

公

寛

文

六

年

i

と

見

え

た

d

擦

の

は

拓

本

で

み

た

の

で

あ

る

〉

文

?

の

れ

い
す

る

と

と

ろ

高

さ

一

μ
八

一

寸

、

幅

一

尺

九

寸

五

分

、

十

二

行

に

刻

し

て

あ

る

信

政

公

御

釦

分

中

人

別

之

奉

加

依

御

兎

許

賀
川

仏
H

上

升

修

穫

祭

成

就

九

愉

間

金

及

破

飢

故

鴛

府

金

鰭

直

者

也

天

下

泰

卒

同

家

安

会

五

穀

成

就

寓

民

豊

柴

有

総

加

盟

…

縁

貴

賎

川

県

等

乃

至

法

界

卒

等

利

続

賞

、

氷

阿

わ

ん

年

六

月

古

円

大

問

弁

八

世臨

海

錯

物

帥

吉

田

長

五

郎

伏

鉢

に

は

明

ら

か

に

寛

文

六

年

の

銘

が

あ

る

。

然

る

に

僅

か

足

か

け

四

十

二

年

た

っ

た

丈

け

で

、

『

九

倫

筒

金

岐

損

K

及

ん

だ

か

ら

・

今

度

は

錨

を

や

め

に

し

て

.

唐

金

(

附

)

を

以

て

銭

直

し

た

』

と

と

が

、

こ

の

銘

文

で

よ

く

判

る

の

で

あ

る

。

四

。

内

部

併

の

内

部

と

い

へ

ば

殆

ん

ど

極

り

切

っ

て

ゐ

る

J

共

椛

梨

の

式

等

で

、

特

に

鑓

っ

て

ゐ

る

と

川

山

へ

る

の

は

法

降

寺

・

薬

師

寺

の

ヰ

婆

枕

の

と

さ

で

、

共

他

は

大

概

似

た

わ

よ

っ

た

り

で

あ

る

υ

た

だ

世

し

は

一
二

重

塔

も

五

重

ヰ

も

ー

ー

ま

た

七

重

塔

も

九

意

桝

も

|

|

慨

は

下

迄

つ

い

て

ゐ

た

筈

で

あ

る

。

念

入

の

に

・

な

る

と

、

先

年

問

題

令

起

し

た

法

院

内

咋

五

市

品

川

の

棋

に

、

手

っ

と

地

中

迄

入

り

込

ん

で

、

さ

う

し

て

礎

の

上

K

た

っ

て

ゐ

た

の

も

あ

っ

た

。

然

る

に

三

重

椛

と

な

る

と

・

初

主

が

徐

り

民

く

な

い

せ

い

も

あ

ら

う

が

、

後

世

に

な

っ

て

1

l

i

平

安

後

期

か

鎌

倉

初

期

あ

た

り

か

ら

l

l

擦

を

第

二

重

の

下

で

と

め

て

了

ふ

こ

と

に

な

っ

た

ゃ

う

で

る

る

。

け

れ

、

ご

も

五

車

ヰ

と

な

る

と

、

物

も

大

き

い

し

、

ま

た

椛

池

上

の

矧

も

勾

応

さ

れ

た

た

め

か

、

対

ん

ど

総

て

擦

は

礎

石

迄

述

し

て

ゐ

る

ω

古

い

の

は

元

よ

り

、

新

し

い

上

か

ら

懸

語

以

態

ω
も

の

で

も

、

殆

ん

を

中

心

の

礎

に

建

せ

ん

ば

か

の

に

な

っ

て

ゐ

る

と

と

‘

浅

草

寺

や

日

光

東

照

宮

に

於

け

ろ

も

の

の

如

し

で

あ

る

J

所

が

と

と

に

除

外

例

が

三

つ

あ

る

。

も

っ

と

る

る

の

か

も

知

れ

ぬ

が

、

制

て

歩

く

機

合

が

な

い

た

め

、

三

つ

ほ

か

知

ら

な

い

の

r
あ

る

。

非

同

の

致

す

と

と

ろ

で

止

む

を

作

ぬ

。

け

れ

ど

も

あ

う

た

所

で

、

さ

う

深

山

で

は

あ

る

ま

い

と

思

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

な

ぜ

友

ら

桃

山

上

い

く

ら

か

も

ど

こ

か

に

多

少

た

り

と

も

快

陥

が

あ

る

も

の

は

.

さ

う

流

行

し

な

い

で

終

る

の

が

首

然

で

、

石

也

で

も

木

造

で

も

日

本

で

も

駄

羅

巴

で

も

同

じ

で

あ

る

u

同

様

に

五

重

塔

に

於

い

て

も

、

機

ν
下

迄

き

て

ゐ

友

い

の

は

、

来

て

ゐ

る

の

よ

り

は

よ

く

な

い

か

ら

‘

さ

う

津

山

は

あ

る

ま

い

、

と

い

ふ

考

へ

な

の

で

あ

る

。

そ

と

亡

先

づ

私

の

知

っ

て

ゐ

る

貧

弱

な

三

例

を

か

い

て

み

る

。

ー- 58 -
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片山

一

は

京

都

府

相

柴

刑

期

原

村

戸

冨

停

守

口
0

・

r

R
勾

B

Z

E

)
、

悔

位

山

台

(

同

色

'

Z

・

山

内

コ

・

ち

に

あ

る

建

保

二

作

と

服

す

る

五

霊

塔

で

あ

る

む

こ

れ

は

瓦

前

一
一

塔

と

し

て

は

形

も

割

合

に

小

さ

く

、

初

重

四

一

六

位

の

聞

に

四

方

K

六

葉

座

の

つ

い

た

金

銅

飾

合

具

を

打

っ

た

叡

扉

を

吊

り

込

み

、

内

部

は

玄

汲

に

一

種

の

茜

風

を

も

っ

て

庇

草

模

様

を

仙

き

極

彩

色

仕

上

げ

と

し

、

中

央

K

大

日

如

来

を

安

置

し

て

あ

る

。

故

に

四

天

桂

の

内

は

一

凶

子

の

如

く

に

友

つ

て

ゐ

る

が

.

と

れ

は

み

1

く

擦

を

第

二

重

で

と

め

て

し

ま

っ

た

た

め

に

、

と

の

慌

に

す

る

と

と

が

で

き

た

の

で

あ

る

。

此

塔

は

小

型

と

い

っ

た

と

と

ろ

で

勿

論

室

町

寺

の

よ

り

大

き

い

0

・

量

生

寺

の

さ

へ

擦

は

下

迄

泊

っ

て

ゐ

る

の

に

、

と

れ

が

二

霊

目

で

き

つ

で

あ

る

の

は

‘

と

の

時

代

に

な

っ

て

か

ら

か

う

い

ふ

事

を

巧

へ

つ

い

た

と

見

ら

れ

る

。

第

二

は

山

形

腕

東

悶

川

部

千

向

村

(

叶

m

ぬ
一

m

g

g

z

E

)
出

M

抑

制

位

五

市

一

塔

で

あ

る

。

こ

れ

も

最

初

に

記

し

た

や

う

に

、

【

特

建

閥

抗

同

銀

〕

に

は

附

院

長

五

年

と

で

て

ゐ

る

し

、

ま

た

い

収

入

は

五

年

と

い

ふ

の

は

訣

り

で

、

共

・世

は

山

町

民
長

三

年

に

で

き

た

も

の

だ

と

敬

へ

て

〈

れ

た

」

と

こ

ろ

が

現

場

に

は

感

永

年

聞

の

建

立

だ

と

い

っ

た

政

危

立

札

が

し

で

あ

る

か

ら

、

少

し

c

d

h

古

く

民

は

せ

る

錦

に

斯

様

友

札

が

た

て

て

あ

る

の

か

知

ら

ん

と

忠

つ

ア

建

物

を

み

た

と

と

ろ

・

ど

う

-
h

h
f

町

時

代

の

ゃ

う

で

あ

る

か

ら

、

と

れ

は

す

札

の

方

が

よ

さ

さ

う

だ

と

思

ひ

、

制

職

に

た

づ

ね

た

ら

、

さ

う

い

ふ

記

鍛

も

る

る

と

の

事

で

あ

っ

た

に

よ

り

、

私

は

つ

い

其

記

録

な

る

も

の

は

見

せ

て

は

貨

は

・

な

か

っ

た

が

、

今

の

と

こ

ろ

宗

町

時

代

と

思

っ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

尤

も

初

重

川
柳
刷
出

斜

目

板

に

つ

け

て

あ

る

滞

肉

彫

の

府

獅

子

の

如

き

は

、

丁

度

院

長

仰

で

よ

さ

2

う

で

あ

る

か

ら

、

と

の

一

例

か

ら

で

も

共

頃

に

修

理

が

あ

っ

た

事

は

考

へ

ら

れ

る

。

併

し

塔

金

剛

聞

配

出

血
長

頃

に

す

る

と

と

は

考

慮

乞

要

す

る

の

で

あ

る

B

と

れ

は

可

な

り

大

き

な
け
品
川

で

あ

あ

け

れ

ど

も

・

擦

は

二

章

一

目

で

と

め

て

る

る

。

だ

か

ら

初

霊

の

仰

虫

は

随

分

断

く

大

き

く

使

用

で

き

る

。

第

三

は

今

こ

L

K

記

載

4

守

し

て

ゐ

る

最

勝

院

の

塔

婆

で

、

正

に

江

戸

時

代

の

も

の

で

あ

る

。

さ

う

す

る

と

、

擦

か

二

軍

目

で

ミ

ま

う

て

ゐ

る

例

は

、

鎌

倉

一

・

室

町

一

・

江

戸

一

と

い

ふ

と

と

に

な

る

か

ら

‘

鎌

倉

以

降

間

k

と

の

様

な

桝

治

の

が

あ

っ

た

こ

と

や

知

る

の

で

あ

る

。

5

う

し

て

と

の

三

例

に

於

い

て

・

仙

一

型

の

形

式

が

皆

同

舟

(

な

つ

て

ゐ

る

。

出

性

山

寺

は

尉

子

の

如

く

、

姐

は

低

い

が

四

方

K

扉

が

あ

り

、

出

澗

榊

一

位

の

は

低

く

て

唐

誌

を

少

し

取

り

入

れ

た

普

通

の

型

式

で

あ

り

、

最

勝

院

の

は

高

く

し

て

唐

様

の

扉

椋

の

色

彩

削

る

濃

厚

で

あ

る

。

(

イ

)

床

拭

板

敷

(

口

)

四

天

性

師

に

外

部

の

・
こ
こ

ろ

で

記

し

た

通

り

、

側

住

は

闘

筒

形

で

あ

る

が

、

内

陣

即

ち

四

天

杭

に

は

上

の

方

お

れ

も

拡

が

る

る

(

仰

竹

一
時

一

・

)

(

ハ

)

虹

梁

内

陣

の

子

商

及

び

両

側

耐

柱

問

に

は

山

梁

を

小
川

町

並

し

て

あ

る

が

.

来

週

桂

は

上

に

抑

制

愉

が

川

ひ

で

あ

っ

て

、

さ

う

し

て

共

詰

愉

の

上

端

が

正

面

雨

端

の

四

天

柱

の

上

端

と

同

じ

く

し

で

あ

る

た

め

、
開

側

聞

の

虹

梁

が

来

迎

柱

に

出

あ

ふ

と

と

ろ

は

‘

少

し

く

工

合

が

よ

く

な

い

(

切

寸

r
第

)

。

虹

梁

の

鼻

の

絹

俸

は

、

大

き

す

ぎ

て

形

t

b

'

J

，

-

，

，

F

キ

リ

マ

ユ

ユ

ミ

マ

エ

リ

カ

一一ハ

が

似

心

で

き

ぬ

(

銀

斗

，

R

-

気

)
。

錫

丈

彫

・

袖

切

・

肖

・

弓

凶

川

及

び

若

葉

に

ヘ

注

意

せ

よ

/

寸

六

闘

@

¥

h

j

(

詐

取

悶

)

0

新

し

い

も

の

L

割

に

若

を

よ

ろ

し

い

(

脚

什

話

飢

.

)

0

後

に

詑

す

が

大

慌

の

色

彩

が

黒

に

金

な

の

な

太

氏

引

立

っ

て

見

え

る

。

へ

こ

顔
付

μ

・

行

副

愉

・

木

h

M

来

迎

粧

の

一同

立

及

び

京

愉

は

北

H

題

の

唐

様

娃

築

K

於

け

る

と

同

じ

で

あ

る

。

北ハ

ル
m
w

十

了

第

十

四

闘

ふ

附

十

六

闘

③

。

其

他

J

。

鼻

も

亦

同

じ

戸

第

十

・
第

十

三

闘

に

も

少

し

見

え

て

ゐ

る

)

と

の

木

鼻

は

よ

〈

庖

慌

の

式

を

現

は

し

、

十引

に

記

し

た

虻

梁

の

ぬ

よ

り

遣

に

形

が

よ

ろ

し

い

の

は

、

同

を

比

較

す

れ

ば

直

に

判

る

で

あ

ら

う

。

殊

に

第

十

六

闘

に

は

立

而

を

蛇

ぺ

て

か

い

て

沿

ヘ

同

園

J

'

i

い

た

か

ら

{

@

@

)

あ

れ

を

見

れ

は

問

ら

治

で

あ

る

J

最

も

形

が

い

い

と

い

っ

た

と

と

ろ

で

大

し

た

-

』

三

は

な

い

の

は

訂

ふ

迄

も

な

い

。

(

ホ

)

材

棋

四

天

抗

上

材

棋

は

何

れ

も

極

彩

色

の

三

斗

を

川

ひ

(

当

必

区

町

)

、

側

柱

上

ー

、介

H

V

L

1

・

舟

υ
J

も

済

内

部

は

三

午

で

あ

る

(

刊

骨

闘

A

I
が

、

前

側

の

方

は

極

彩

色

で

.

裏

側

の

方

は

耕

柄

践

に

し

で

あ

る

o

- 59 ー
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へ

へ

)

材

棋

間

四

天

柱

上

江

川

に

は

露

出

ひ

(

許

可

.

)

・

側

柱

上

の

そ

れ

に

は

間

斗

ボ

や

沿

い

で

あ

る

(

4

M

U
附

)

・

米

迎

柱

の

上

で

も

後

ろ

側

の

方

は

見

え

ぬ

か

ら

、

前

の

方

は

特

別

入

念

の

乎

の

込

ん

だ

五

股

が

入

れ

て

あ

る

(

側

主

一

町

)

の

に

反

し

、

共

裏

は

た

ピ

白

線

か

何

か

で

塗

っ

た

間

斗

米

に

し

で

あ

る

。

と

ん

な

工

合

で

此

塔

婆

は

き

と

か

ら

き

と

迄

頗

る

要

領

を

得

て

ゐ

る

貼

は

大

に

敬

服

で

あ

る

。

担

て

と

の

様

友

と

と

ろ

へ

恭

股

を

川

ひ

大

例

は

津

山

な

い

と

思

ん

の

と

、

共

輪

刷

は

と

に

か

く

.

中

に

入

れ

L

あ

る

彫

刻

は

珍

ら

し

く

中

中

上

等

の

で

き

で

あ

る

、

虹

梁

の

上

一什

町

三

両

側

聞

さ

米

迎

柱

聞

の

と

何

れ

も

異

な

っ

た

彫

刻

を

入

れ

て

あ

り

・

つ

ま

り

三

躍

の

必

肢

が

川

ひ

で

あ

る

か

ら

、

斤

.

に

一

つ

/

¥

1

批

評

し

て

み

ゃ

う

と

思

ふ

じ

其

一

o

F

耐

の

も

の

(

叫

附

)

上

は

正

面

よ

り

、

下

は

背

凶

よ

り

み

た

所

で

、

北

ハ

に

牡

介

で

は

あ

る

が

、

僅

に

意

匠

陀

品

売

が

あ

る

丈

け

で

あ

る

。

即

ち

正

商

は

中

央

に

開

花

せ

る

も

の

、

左

右

上

方

に

膏

を

配

し

、

あ

と

は

幹

と

葉

と

で

埋

め

で

あ

る

が

、

背

商

の

は

雨

肩

の

と

と

ろ

の

菅

が

署

さ

れ

て

ゐ

る

の

が

主

な

議

で

、

幹

も

葉

も

h
k

特

大

し

て

呉

つ

て

は

ゐ

な

い

。

元

よ

り

貨

同

よ

り

は

止

聞

の

、

即

ち

内

部

へ

入

れ

ば

直

に

真

正

面

K

見

え

る

方

を

飾

る

.

べ

き

で

あ

る

か

ら

、

と

の

枝

な

千

法

は

蛍

然

と

い

へ

る

が

、

と

と

で

と

の

王

聞

の

立

旺

を

考

察

す

べ

き

で

あ

る

J

『

崎

明

唐

戸

の

J

通

組

じ

て

凶

角

な

毎

月

F

M

利
回
相

伶

」

と

カ

、

或

は

絡

狭

間

・

片

品

股

等

の

内

を

れ

れ

丹

唐

古

小

を

以

て

飾

る

場

合

は

‘

中

央

K

開

花

、

雨

肩

に

膏

を

沿

い

も

ん

式

は

鎌

倉

末

位

か

「

尾

道

市

浄

土

寺

多

費

略

。

京

蜘

削

府

相

刷

市J

ら

る

っ

た

の

で

戸

新

加

茂

村

見

放

御

怨

一柳

厳

本

殿

事

股

伶

)

あ

る

が

‘

綿

板

の

商

等

を

飾

る

と

と

は

桃

山

以

降

で

る

り

、

従

て

さ

う

い

ふ

も

の

に

現

れ

て

ゐ

る

の

は

‘

や

は

ヘ

ぷ

都

市

六

波

総

統

奇

本

J

り

桃

山

か

ら

と

忠

は

れ

る

戸

市

中

内

清

虚

像

町

子

扉

」

・

と

の

桃

山

の

例

に

よ

る

と

、

牡

丹

唐

草

は

在

布

川

糾

の

や

う

で

ゐ

て

質

は

さ

う

で

な

く

、

極

く

僅

か

左

右

異

な

っ

て

ゐ

る

。

何

分

こ

れ

は

小

さ

友

厨

子

の

扉

の

一

例

に

過

ぎ

ぬ

の

で

、

或

は

標

準

に

な

ら

ぬ

か

も

知

れ

ぬ

。

官

時

は

も

っ

と

い

L

例

が

津

山

に

あ

っ

た

の

で

あ

ら

う

が

、

友

く

な

っ

て

了

っ

た

ら

し

く

、

私

の

傘

げ

得

る

直

例

は

と

れ

丈

り

で

あ

る

。

牡

州

唐

草

は

日

光

東

照

宮

の

建

物

に

は

多

く

用

び

ら

れ

、

時

府

戸

の

綿

板

等

に

は

随

分

多

い

。

共

他

津

山

に

例

が

あ

る

。

だ

か

ら

と

の

恭

股

内

の

取

扱

方

は

と

れ

に

始

ま

っ

た

の

で

は

な

く

、

も

っ

と

も

っ

と

古

い

の

で

あ

る

。

裏

面

開

花

の

が

一

つ

な

の

は

.

い

ふ

誌

も

た

く

王

商

の

を

暮

し

た

の

で

あ

る

。

向

ほ

序

ム

な

が

ら

、

雨

面

異

な

っ

た

彫

刻

を

川

ひ

だ

し

た

の

は

相

首

K

古

い

と

と

で

、

南

北

朝

頃

か

ら

L

J

「

兵

州

版

飾

隣

郡

菅

野

村

大

字

泡

J

し

く

戸

市

立

山
間

勅

寺

本

企

ハ

康

暦

二

年

)

」、

室

町

時

代

に

は

無

論

あ

っ

た

。

さ

う

し

て

桃

山

に

な

る

と

ー

ー

さ

う

し

て

其

以

降

K

於

い

て

は

|

|

雨

而

か

ら

見

え

る

時

な

所

は

殆

ん

ど

定

ま

っ

て

と

の

種

の

が

賞

川

さ

れ

た

の

で

あ

っ

た

。

共

二

一

山

側

而

の

も

の

(

崎
心
配

)

雨

方

此

ハ

外

側

は

松

、

内

側

は

竹

が

入

れ

て

あ

る

υ

松

は

と

の

様

な

む

匠

の

は

ど

と

に

も

あ

る

か

ら

、

こ

れ

は

山

崎

ら

し

く

も

何

と

も

な

い

が

、

哀

の

竹

は

甚

だ

面

白

い

。

ム

ん

も

竹

に

出

や

桐

竹

鳳

瓜

等

は

随

分

古

く

か

ら

あ

っ

た

し

・

竹

林

に

初

の

生

へ

て

ゐ

る

の

等

も

新

し

い

と

と

に

は

あ

る

へ

和

歌

山

脈

有

聞

旅

箕

鳩

町

穴

字

小

豆

ず

芥

f

嶋

、

押

印

妙

寺

本

堂

向

奔

衣

股

袈

而

」

似

し

と

の

場

ん

け

に

は

た

H

A

竹

林

丈

け

で

は

な

く

て

零

が

積

っ

て

ゐ

る

の

で

る

る

J

竹

の

生

へ

て

ゐ

る

南

方

の

正

に

も

葉

の

上

に

も

積

っ

て

ゐ

る

。

九

州

あ

た

り

だ

さ

少

し

く

滑

稽

で

る

る

が

、

東

北

地

方

に

は

ま

と

と

に

相

肱

し

い

考

へ

で

あ

る

。

零

が

あ

る

か

ら

い

い

の

で

、

-

な

け

れ

ば

平

凡

に

な

っ

て

了

ふ

の

で

あ

る

J

ヘ

ー

の

人

友

ら

と

の

表

面

か

裏

聞

か

に

梅

を

添

え

な

け

れ

ば

気

が

す

ま

な

か

ら

う

O

L

ρ

卜

'

北

ハ

一

二

。

来

迎

柱

聞

の

も

の

(

川

悶

)

之

れ

は

中

央

俳

壇

の

上

の

で

あ

る

た

め

か

、

一

層

入

念

に

し

て

あ

る

η

雨

脚

も

込

み

入

っ

て

ゐ

る

ば

か

り

で

は

な

く

)

内

の

牡

丹

唐

草

も

非

常

に

襲

っ

て

ゐ

る

。

と

い

ふ

の

は

、

と

の

熊

念

場

合

は

多

く

は

、

T

I

商

の

如

く

、

中

央

が

花

で

た

お

が

苦

で

あ

る

べ

き

で

あ

る

。

然

る

に

と

れ

は

さ

う

で

な

く

、

全

く

反

封

に

中

央

が

膏

で

光

右

が

花

に

し

で

あ

る

所

を

み

る

と

.

計

嵩

者

は

飴

程

考

へ

た

も

の

で

あ

ら

う

。

な

ぜ

友

ら

若

し

と

れ

を

正

面

の

如

く

に

し

た

な

ら

ば

、

そ

れ

は

既

に

記

し

た

様

に

浄

土

寺

多

究

塔

時

代

か

ら

あ

る

の

で

あ

る

か

ら

、

至

極

卒

凡

な

も

の

に

な

っ

て

了

っ

た

筈

で

あ

る

。

さ

う

し

て

一

方

の

花

を

白

、

他

方

の

を

紅

色

に

塗

り

、

前

者

の

脇

に

(

相

沢

)

は

旭

日

を

‘

後

者

の

脇

に

は

満

月

を

描

い

た

の

は

、

ど

こ

迄

も

考

へ

た

結

果

で

あ

ら

- 60 ー
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ぅ

。

併

し

な

が

ら

と

の

首

都

股

は

私

は

大

し

て

感

心

を

し

友

い

。

な

ぜ

・

な

ら

絵

り

花

が

遠

方

ヘ

行

き

過

ぎ

て

了

つ

仁

ゃ

う

で

る

る

か

ら

で

あ

る

。

だ

か

ら

ど

と

迄

も

中

央

に

昔

、

川

端

に

花

を

ゐ

き

度

い

の

な

ら

ば

、

と

の

耐

方

の

花

在

も

う

ゆ

し

く

っ

つ

り

て

、

花

ニ

っ

さ

普

一

っ

と

を

中

央

に

近

く

位

世

せ

し

め

た

ら

よ

く

は

-

な

か

っ

た

か

と

思

ふ

。

或

は

一

居

の

と

と

中

央

の

も

花

と

し

て

、

す

べ

て

で

花

三

つ

に

し

た

な

ら

ば

と

も

忠

ふ

の

で

る

る

。

幹

や

葉

は

珍

ら

し

く

込

み

入

っ

て

ゐ

る

割

合

に

う

る

さ

く

友

い

。

上

述

の

如

く

多

少

の

註

文

は

あ

る

も

の

L

.

飛

び

抜

け

て

よ

く

で

安

た

も

の

で

あ

る

。

要

す

る

に

三

種

の

悲

股

何

れ

も

よ

ろ

し

い

。

意

匠

の

掛

か

ら

い

っ

た

ら

両

側

の

も

の

、

他

の

二

つ

に

比

べ

て

少

し

く

遜

色

あ

る

を

菟

れ

な

い

っ

(

ト

)

天

井

初

章

一
外

陣

三

間

二

百

の

と

と

ろ

(

哨

肘

州

五

時

)

、

即

ち

正

面

全

部

さ

雨

側

面

中

の

間

の

ご

ニ

ろ

丈

け

は

小

組

格

天

井

.

後

方

の

三

間

一

両

即

ち

俳

壇

の

裏

の

方

は

猿

頬

天

井

(

特

区

一

r

)
J
門

陣

抑

上

小

紺

格

天

井

(

ゆ

「

町

第

)

0

後

方

の

猿

一期

の

と

と

ろ

は

耕

梢

重

で

あ

る

が

、

前

の

方

と

中

陣

と

は

格

撤

は

削

様

、

面

は

朱

、

小

組

格

及

蛇

骨

チ

は

線

車問

・

裏

板

は

白

即

ち

胡

掛

や

塗

つ

で

あ

る

か

ら

、

甚

だ

美

し

い

仕

上

け

で

あ

る

が

、

い

や

に

角

張

っ

て

ゐ

て

如

何

に

も

新

し

い

と

と

が

よ

く

現

は

れ

て

居

り

、

鎌

倉

時

代

の

様

な

洗

練

さ

れ

た

気

高

さ

は

微

塵

も

な

い

。

{

チ

)

俳

壇

俳

壇

は

唐

慌
畑

一点
漆

塗

.

勾

欄

同

断

朱

漆

・

但

し

誕

蓮

の

部

分

の

み

は

締

青

を

ぬ

っ

て

あ

る

(

ヰ

断

)

。

逆

運

ー

は

初

重

外

側

の

夫

れ

と

同

じ

慌

に

く

L

り

が

二

つ

あ

る

と

と

ろ

が

襲

っ

て

ゐ

る

。

共

性

質

か

ら

い

ふ

な

ら

ば

外

側

の

は

和

僚

擬

資

珠

の

下

の

様

に

三

節

が

あ

る

か

ら

・

折

衷

式

と

い

は

れ

で

も

、

或

は

蕃

に

す

る

代

h

り

に

花

を

つ

け

た

の

だ

と

考

へ

ら

れ

τ
も

、

他

の

部

分

が

和

様

だ

か

ら

仕

方

が

な

い

が

、

こ

の

悌

壇

上

の

は

東

も

握

蓮

に

な

っ

て

ゐ

る

し
‘

親

柱

の

上

仁

節

は

な

い

し

、

先

づ

は

所

謂

純

粋

の

唐

様

と

い

っ

て

も

差

支

な

い

の

で

あ

る

。

控

の

上

下

に

同

じ

様

友

繰

形

が

反

割

に

く

り

返

さ

れ

、

聞

に

羽

目

坂

が

入

っ

て

ゐ

る

の

も

亦

.

大

し

て

珍

ら

し

い

手

法

で

も

何

で

も

な

い

。

鎌

倉

以

降

い

く

ら

で

も

あ

る

が

、

こ

の

羽

目

板

的

正

面

の

中

央

K

牡

丹

令

入

れ

て

あ

る

の

は

襲

っ

て

ゐ

る

J

A

ん

も

と

の

羽

目

板

の

部

分

は

よ

く

賠

草

等

を

一

面

K

入

れ

て

あ

る

か

ら

、

そ

れ

な

ら

敢

て

珍

ら

し

い

と

は

い

へ

ぬ

が

、

と

の

場

合

は

頗

る

僻

関

係

な

の

が

川

ひ

で

あ

る

。

ご

た

l

i
‘

に

し

た

の

よ

り

さ

の

位

い

L

か

、

而

も

あ

た

り

が

熊

捻

だ

の

に

.

牡

丹

は

花

が

紅

で

葉

が

純

だ

か

ら

、

共

引

立

っ

て

ゐ

る

と

と

は

非

市

で

あ

ゐ

。

(
チ

)

色

彩

天

井

と

俳

壇

と

は

既

に

記

し

た

通

り

で

あ

る

。

共

他

的

部

分

は

四

天

柱

朱

漆

塗

な

る

も

、

来

迎

柱

は

正

面

見

付

字

分

丈

け

で

あ

と

は

倹

約

し

て

あ

る

。

一山

側

面

の

扉

を

あ

け

た

と

き

は

、

大

し

て

鰹

裁

が

よ

〈

あ

る

ま

い

し

・

ま

し

て

袈

聞

か

ら

は

頗

る

拙

い

が

、

そ

の

溢

は

が

ま

ん

す

る

と

さ

κ
し

て

ゐ

た

ら

し

い

。

位

の

上

の

方

は

金

欄

各

(

叩

戸

回
第

)

o

E

商

及

一削

側

面

一

虹

梁

及

木

鼻

共

岡

市

漆

一

宅

若

葉

及

槍

肢

は

金

色

、

下

端

錫

杖

彫

は

朱

。

仰

頃

上

来

迎

H

.聞

に

入

れ

て

あ

る

壁

板

K

は

潟

生

的

の

遮

花

を

柿

表

、

頭

京

に

は

謡

、

門

出

愉

に

は

輪

禍

ぎ

、

共

中

央

に

は

剛

氏

A

T

目

模

様

を

、

判

れ

も

極

呪

色

℃

拙

い

で

あ

る

(

一

昨

)

。

共

必

は

、

頭

立

の

分

表

面

金

地

に

若

葉

一
は

朱

.

裏

一

副

総

色

の

地

に

若

染

は

単一

、

舗

の

部

分

は

黒

。

器

輸

は

表

面

朱

の

結

網

.

裏

は

ら

や

色

。

さ

う

し

て

住

聞

の

部

分

裏

は

顕

貰

自

に

輩

輸

は

ち

ゃ

色

で

彩

色

し

、

材

棋

や

間

斗

来

の

裏

は

判

れ

も

締

と

い

ふ

惚

雑

さ

で

あ

る
。

共

他

の

部

分

、

と

い

っ

た

と

と

ろ

で

遁

肘

木

枕

で

あ

る

が

、

之

れ

柑

一す

に

は

幾

何

棋

線

、

例

へ

ば

亀

甲

型

・

倫

稽

ぎ

・

散

花

変

等

で

飾

っ

て

あ

り

、

さ

う

し

て

内

陣

に

向

つ

て

ゐ

る

側

の

諜

倫

及

び

天

井

廻

機

に

首

る

泌

肘

木

に

は

、

山

抽

出

に

製

斗

目

模

様

が

か

い

て

る

る

が

‘

と

の

内

訳

斗

同

模

様

は

、

京

都

な

ら

一向

単

品

寸

の

舷

屋

三

か

、

二

傑

離

宮

と

か

の

飾

金

具

に

あ

る

か

ら

、

と

れ

は

と

L

で

瑳

明

し

た

装

飾

法

で

は

勿

論

な

い

け

れ

ど

も

・

と

に

か

く

大

き

友

の

が

伎

に

問

ひ

ら

れ

て

ゐ

る

と

と

、

第

十

・

第

十

一

及

第

十

九

闘

等

に

見

え

て

ゐ

る

過

で

あ

る

。

結

尾

要

す

る

に

と

の

塔

婆

は

全

館

ざ

し

て

も

細

部

丈

り

み

て

も

‘

拘

に

よ

く

溺

創

的

意

匠

を

だ

し

て

ゐ

る

。

之

れ

も

如

何

に

し

た

ら

ば

前

例

を

破

っ

た

様

な

も

の

を

造

立

し

得

る

か

と

苦

心

を

し

た

跡

は

さ

う

見

え

な

い

で

、

た

ピ

繊

戒

に

計

歯

し

た

ゃ

う
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に

見

え

る

υ

す

ら

/

¥

と

で

き

た

い

い

ヰ

で

あ

る

。

た

ピ

岡

山

H

M

な

し

か

第

四

重

以

上

と

第

三

賀

以

下

ー
と

の

つ

を

H

が

、

少

し

く

意

に

充

た

ぬ

や

う

に

見

え

な

く

も

な

い

。

之

れ

・こ

慾

に

は

水

位

が

も

う

少

し

大

き

か

っ

た

友

ら

ば

と

思

ふ

が

、

と

れ

は

梢

ゆ

る

得

臨

蛇

舗

の

額

で

、

が

ま

ん

す

べ

き

で

あ

る

。

と

の

時

代

に

弘

前

あ

た

り

ご

、

こ

の

様

な

立

仮

な

搭

の

計

北

川

が

で

き

た

と

と

は

埼

換

に

値

す

る

次

第

で

あ

る

が

‘

或

は

反

て

と

の

過

だ

か

ら

で

き

た

の

か

も

知

れ

な

い

ο

さ

う

し

て

夫

れ

が

今

日

K

よ

く

保

存

さ

れ

て

ゐ

る

の

は

拘

に

幸

な

と

と

で

あ

る

つ

江

戸

時

代

と

い

へ

ば

、

北

ハ
形

は

先

っ

き

っ

と

円

光

の

五

京

此

u

の

棋

な

も

の

が

頭

に

浮

ん

で

く

る

の

に

、

円

以

勝

院

の

が

飴

り

縫

っ

て

ゐ

る

上

に

珍

ら

し

い

の

で

、

と

の

機

ム

げ

に

初

介

し

た

の

で

る

る

。

日

本

の

古

池

築

に

趣

味

を

も

ち

介

し

て

ゐ

ら

れ

る

説

者

諸

』

れ

に

し

て

‘

若

し

弘

前

方

面

へ

旅

行

す

る

序

が

あ

っ

た

ら

‘

下

車

し

て

一

見

す

る

と

と

を

勧

告

す

る

。

そ

の

た

め

に

托

す

二

一

時

間

は

決

し

て

無

駄

に

は

な

ら

ぬ

の

み

友

ら

歩

、

時

間

を

似

令

し

た

と

-
去

っ

て

後

悔

す

る

棋

な

と

と

は

断

じ

τ
な

い

と

と

を

保

読

す

る

。

附

録

此

機

合

に

於

い

て

私

は

読

者

諸

制

h

に

H

k

t

什

御

依

粉

し

皮

い

事

が

あ

る

ι

之

れ

は

松

築

物

を

大

事

に

し

て

民

ひ

皮

い

と

い

ふ

事

で

あ

る

、

殊

に

凶

裂

に

指

定

さ

れ

て

ゐ

る

採

な

も

の

は

、

一

っ

と

し

て

除

史

上

X

は

美

術

上

模

範

た

ら

ざ

る

も

の

は

な

い

の

は

改

め

て

記

す

迄

も

な

い

の

で

、

古

へ

の

建

築

家

が

苦

心

惨

於

心

血

を

注

い

だ

作

た

ら

ざ

る

は

な

い

む

さ

れ

ば

ζ

そ

対

局

は

共

破

損

削

減

を

恐

れ

、

年

々

K

M
飢

の

金

を

支

出

し

て

修

州

を

急

い

で

ゐ

る

の

で

あ

る

。

然

る

に

私

の

み

た
い

似

め

て

貧

弱

の

例

で

も

、

大

慨

は

何

か

一

磁

器

由

が

あ

る

。

下

ら

な

い

「

お

札

」

を

貼

り

つ

け

て

あ

る

か

、

或

は

拙

市

守

が

し

で

あ

る

方

、

甚

だ

し

い

の

は

拙

い

大

き

な

字

を

ほ

り

つ

け

て

あ

る

か

、

絵

程

よ

〈

保

裂

が

行

届

い

て

ゐ

る

の

で

な

い

限

り

、

必

ず

や

ら

れ

て

ゐ

る

ι

白

域

と

同

じ

事

で

あ

る

。

ζ

の

白

域

式

人

間

の

仲

間

は

、

同

学

生

・

兵

隊

・

活

俳

倖

で

あ

る

。

更

に

接

生

を

分

鎖

す

る

と

師

範

事

校

法

び

中

町

中

校

の

生

徒

で

あ

る

。

彼

等

は

悪

意

で

す

る

の

で

は

な

い

こ

と

は

よ

く

列

っ

て

ゐ

る

。

夫

れ

は

大

槻

年

月

日

と

接

校

名

と

人

数

又

は

自

分

の

名

を

か

い

て

行

く

の

で

‘

甚

だ

し

い

場

合

は

引

卒

の

欽

師

が

先

立

ち

で

名

を

か

く

ο

言

語

道

断

の

次

第

で

あ

る

。

此

塔

に

も

州

開

山

な

い

た

づ

ら

容

き

が

あ

る

。

兵

隊

|

ま

さ

か

将

校

で

は

あ

る

ま

い

l

l

が

減

期

日

か

何

か

に

き

て

、

休

み

の

日

に

獄

賢

し

、

鉛

筆

で

か

い

て

行

〈

。

調

印

山

あ

る

中

の

一

つ

、

以

の

毒

だ

が

俄

牲

に

す

る

旭

川

歩

二

六

ノ

五

大

慣

習

参

加

鈴

木

信

政

大

正

四

年

十

月

サ

五

日

と

ん

な

調

子

で

片

っ

端

か

ら

か

く

の

だ

か

ら

、

到

底

助

か

、

り

な

い

。

比

謄

二

三

年

前

に

修

測

が

で

曹

、

そ

れ

以

来

登

覧

を

祭

じ

た

と

住

職

は

い

っ

た

。

夫

れ

迄

を

開

放

し

て

あ

っ

た

の

で

、

白

肉

自

在

に

受

っ

た

た

め

、

と

ん

な

事

に

な

っ

た

ら

し

い

。

修

刊

の

際

見

つ

け

次

第

消

せ

ば

よ

か

っ

た

の

に

、

い

た

づ

ら

書

き

の

ま

ふ

組

み

た

て

A

あ

る

。

×  

×  

×  

日

光

Z

A

在

地

に

は

朱

漆

で

は

制

麗

に

塗

っ

た

上

に

、

高

知

鯨

削

銃

製

校

の

四

年

生

が

参

界

記

念

の

楽

舎

を

残

し

て

ゐ

っ

た

。

但

し

と

れ

は

既

に

泊

さ

れ

て

ゐ

る

か

ら

捺

隊

消

滅

と

し

て

お

く

c

伯

嘗

の

三

仙

寺

投

入

金

は

何

で

も

十

年

位

前

に

修

理

が

で

き

、

立

汲

に

な

っ

た

の

で

あ

る

が

、

と

れ

も

亦

一

一則

の

柴

容

に

祭

彫

1

l

い

た

づ

ら

に

姓

名

俸

を

ほ

る

の

を

か

う

い

っ

て

も

よ

か

ら

う

l

l

l

で

、

殊

に

正

首

長

押

上

協

に

、

と

の

長

押

は

新

材

で

捕

っ

た

か

ら

彫

る

と

は

っ

き

り

し

て

見

祭

え

が

す

る

と

で

も

思

っ

た

も

の

か

、

桜

に

三

寸

角

位

の

拙

い

字

で

、

二

中

1

臼

井

入

潔

岩

村

、

と

ほ

り

つ

け

で

あ

っ

た

。

鳥

取

豚

立

第

二

中

製

ハ

?

-

U

の

い

た

づ

ら

小

併

の

仕

業

で

あ

ら

う

。

投

入

金

の

扉

は

古

い

。

殊

に

ま

一

面

に

四

繋

が

あ

る

距

離

間

隔

に

打

つ

で

あ

る

の

は

珍

ら

し

い

。

大

槻

六

楽

を

打

つ

べ

き

で

、

四

楽

は

ず

っ

と

時

代

が

後

れ

る

筈

だ

の

に

、

あ

れ

に

四

楽

を

用

ひ

て

あ

る

の

は

、

他

に

類

例

を

求

め

符

ぬ

か

も

知

れ

な

い

。

然

る

に

ζ

の

食

品

抗

な

一俳

へ

も

方

立

へ

も

、

た

し

か

柱

へ

も

、

前

動

向

付

反

の

俳

優

が

政

色

の

疏

動

物

を

常

に

合

ま

せ

て

、

一

寸

角

伎

の

字

で

禦

舎

を

し

て

し

ま

っ

た

。

建

築

物

が

賞

窓

な

も

の

で

あ

る

か

、

夫

れ

と

も

下

ら

ぬ

も

の

で

あ

る

か

侍

と

い

-
t

ζ

と

は

、

彼

等

が

知

っ

て

ゐ

ゃ

う

筈

は

な

い

。

だ

か

ら

と

ん

な

述

中

は

入

れ

な

い

が

いv

ぃ
、

経

到

に

近

づ

か

し

め

で

は

な

ら

な

い

。

活

し

参

詣

せ

し

め

る

な

ら

必

ず

誰

か

寺

な

り

宮

な

り

か

ら

、

つ

い

て

段

督

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

初

め

に

か

い

た

祖

P

、

何

卒

割

叫

者

諸

君

は

、

一枇

4

寸

の

建

築

を

自

分

の

所

有

物

だ

と

岡

山

っ

て

、

汚

損

段

検

せ

ぬ

様

、

き

う

し

て

限

祭

の

際

は

共

住

築

に

携

っ

た

古

名

ぽ

の

苦

心

に

封

し

、

敬

意

を

表

さ

れ

皮

い

の

で

あ

る

。

(

昭

和

五

年

一

月

十

四

日

稿

了

)
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各

争中

一
の

落

ち

は

大

鑓

に

多

い

か

ら

.主

極

安

定

で

、

少

し

制

す

ぎ

る

が

相

輪

も

長

い

か

ら

、

一

見

し

た

と

と

ろ

で

は

到

底

江

戸

時

代

の

、

寛

俳人

闘

と

は

思

へ

ぬ

似

で

あ

る
。

法

隆

寺

の

塔

程

で

は

な

い

と

と

勿

論

で

あ

る

が

、

軒

先

が

一

直

線

で

な

く
、

折

線

を

な

し

て

ゐ

る

り

が

見

え

る

で

あ

ら

う

。

第

三
平

市
一

一
迄

は

‘
一

度

に

で

き

、

そ

れ

か

ら

暫

く

た

っ

て

第

四

第

五

重

が

で

き

た

と

い

ふ

と

さ

や

頭

に

世

い

て

と

の

官

局

員

|苗1
，."!--:  

E五歩

景

〈 昭 和 四 年 七 月 二 十 八 日 ・天 沼 潟 良)

金事書重五院勝最

方

・

屋

根

の

茸

き

方

等

.

本

文

に

一

一

必

明

は

し

で

あ

る

が

、

乙

の

官

町

民

で

も

注

意

し

て

み

る

べ

き

で

あ

る
。

を

み

る

と

、

気

の

せ

か

凶

重

困

の

軸

怖

が

少

し

の

び

て

ゐ

て

、

何

だ

か

少

し

娃

だ

と

忠

は

れ

る

で

あ

ら

う

。

勾

欄

、

窓

、

科

棋

聞

の

取

扱

ー 吋 ー
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告1 1珂1

最勝院五霊塔初重南側這子窓を内部よりみる ( 七月二十八日〉

第 箇l

同西側圃窓〈仮は 中央で少 しずれ てゐる) ( 七 月二十九日 〉

上凶に於いて連子の間隔が，異常κ 蹟いことに策がつくでるら う。 内法四尺三寸二分のさと

るに一寸四分の幅の蓮子子が十六本dうるから，間隔は卒均一寸二分二臣官会となる。それを内か

らみるから間隔の方が位質 より 庚 くみえる。 それに園窓の取り合せが大に興味をひく 。上|剖

は蓮子窓と其隣り の装飾岡窓 三の闘係を示し下園は固窓のみを示す。上下固共左下角に ある

は曲尺の二尺。

一61 ー
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第 四 間

景勝院五重塔第二重北側函角惑 ( 七月二十九日 〉

( 上に卒たくあるは曲尺のニ尺〉

第二重及び第三重脇の聞はとの様段取扱がしてある。即ち連子宮、を入れる様な輪廓を制聞に

ii をめ，初軍の夫れと同じ様に繰形をつくり，買外部は黒， ー其次さ次とは耕柄塗止し内に板を入

れ，其板は臼即胡粉を塗り ， 共中央 Ｑ ＱＺ 香狭 間の倫足 ｉｾ ぞ彫刻し，其内に盲蓮 Ｗ ・を入れたのであ

る。勿論蓮子は緑青塗である。故にとの窓にあたる部分は権の外側から順次色は黒・新柄・白・

締青といふととに友つてゐる。

前頁に闘示した通り初重でも南側を除いて内外共，四角な輪廓の内に維が金で内は緑青の盲

蓮子を入れて大に費った装飾を したし ，第二第三重がまたとの様な風で，其 kの二軍: は盲連子

窓 だ し 随 分 考 へτ 阿樟の窓を用ひてゐるのである 。

格狭間形の窓は東京市郊外池上本門寺五重塔ーー陸長十三年ーーの初重脇の聞にある。判

L 同じく 盲連子が入れてあり ，1とだほんの装飾である。だからとの意匠 ふ 既 に 前 代κ るった

ざいへるが，少 しかへてこの様なととろに用ひたのはとれが展初かも知れないo

- 65 -
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A、-
t t -." ヨ王 li ;;; 1  

同第二重南側紛税，支輪及びこっ斗を示す 「七月 二十九日〉

肘木の l杉をよくみ よ。尾極の鼻が外方 11 : 向て傾斜して切つである様 l亡見えるのは篤其のとり 様

が悪るいのであ る。

笥3 ノ 、 |尚|

同東側切株li び間斗束 ( 七月二十九日 〉

( 問斗采 のIJ 品に立てる 1'1 曲尺のー尺〉

間三同はL f 安時代迄は震直 1i Wーー とb、ふのも鐙だがーーであったが，鎌倉時代か ら下が院

がり 3 また雨方が外方に反って按l彩になったのができた。 また上の方はとの例の様 l亡，恰もき

れをかけた様なのもですた。共系統のが とれで， 共

のかけたきれの中央K 心臓形。凹みがで きて ゐる。

一一 66 ..::ご
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第 七 間

同房三重東倶!i料械及び問斗東 f 七月 二十 九 日〉

前頁下同さ比較してみるさ ， と¢間斗束の形は全 〈異なうて ゐて. 下が二つ に聞いてゐて，

中央lことの li ，:;1の僚なく ぼみがぽつであ る。これがも う少 L 開いてゐ て. 中の凹みがほ りぬきに

なってゐる と，とれば法隆寺金鉄中門等の寄IJ 束と 同 じものになるし， とO】円みがなくて ， もつ

と聞いてゐると法隆寺東大門の悲股にな る し 聞 い た雨 万が上方に港き上り. 中央の凹みがく

ひ・れから上の賓珠の様なと とろ丈けになると， とれは東大寺特害門の様にな る。またとの形や

少しかへると，比叡山延暦 寺 大 ｾ ｃ ｬｦ ｾ 堂 の下層四隅の特殊の 悲 股ミな る であらう。併しながらとれ

はただきうし、ふ事 をかいτ みた丈けで，決して彼此蓮絡があるわけではなし、。さいふのは飛日

時代や奈良時代の基股から で てきたのではな いっ ただとれは間三ト京の耐側が外聞き lζ 按形にな

った後 lじ いろいろ共和問で形を考へてゐるうちに，自然こんな輪芹1; にな った。 ととろが如何

にもそれでは下部が庚過ぎてったきな空地ができて，貸家が津山たちさうで. とのままでは聞が

抜けてゐ るから， そとに一種の形 をした池を掘って，そとやうまく禰縫したの‘むある。 さうし

て束は締青，凹みは墨で塗り，あたりと色をかへて目立つや うにしである 。 (大手の商に沿ひ

τ 立て るは曲尺のー尺) 川
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宮Z 八 間

同初重機勾欄の一部及び貌鍾。

( 七月二十九日 〉

〈卒桁の上に立て るは ;1ft 尺の ー尺 〉

之れは東北隅のである。和慌のET珠柱の貿珠丈りとり 除いた上に，府様の逆蓮をつけたので，

而も共i主連は途中に千十i柑をむいた慌なととろができる械に，二つくびれをつくってあるから.

とれは言はば和唐t昆橋の賀球柱である のに. 斗束は和慌である 。この時代 l ζTJ f 三和さまざった

勾欄のあるのは首然である 。此塔K 於いては初重内部付11前の夫れがとの様であるが，それがま

たこれと少 L鐙ってゐる( 後出〉。共上二重以上は全部組勾欄に しであるから，と の培にはつよ

り三種の勾欄が用 ひである 3
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第 九 開

同第五重機より東北方を望む ( 七月二十九日 〕

第二重以上は総てとの様な組勾闘である が， ;1{: 鼻はさすがに i l:戸式で・反りもあり 土鋭 も入れ

である。 この寓具 には四重自の屋根が少 し見 えるが，段茸きと桟葺きのと とろがよく判 るし

また上の方には料械の一部，地隅木及ひ' 飛後隅木一 - ;1{:鼻が唐様式に曲って一下方- 2; >向りである

一ーと，之れか ら風鍔の下ってゐ るとと ろを見せるためにだしたのでるる。風鐸に於いて， 鐸

古がとんな下の方に下ってゐるのは他にないゃうである。市中に貧弱なパラッ クの様な家ばか

り見えるのは，先年の大火で此溢がすっかり撹けて，

漸くパラックが建ったばかりだから仕方がない。

一 的 ー
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'.'  
且〉 ー卜 凶

同 初 霊 内 $ ( l: 月二ーI 九 円〉

側位lζ は一つもれ;i はPI. v が，初j 重内部の四天世にはと I ) ili! り立添なのがある。 u，ま朱塗で綜

のととろは余欄宅 き である ο ｴ ｬ の 上 ｬ ζ は 三 ｽｊ に ｾＡｉ 促 が 通ってゐ るが ，米迎佐は少 し 低＼ ，上に玉三

怖があるコそ の た め， ｾｱ 側凶 ｪ の虹梁は ｾｫ 迎 住のととろで斗三分輩 ｬ 陥にかかって ゐ るから ，少しく鐙

K 見えるかも知れない。主導買ー及び| 凶闘でみる通り， fiS11程な而も非常にきさめの ある若業がつい

τ ゐるし右端に見えてゐる木鼻は，い やに大きくてプク ブクしてゐ るか九 割合に簡単でdうる，

さうして彩色は 黒と 金一一但じ下端錫杖彫は朱塗一一ーで，他の部分の極彩色と比べてはっきり

とづ |立ってゐ る。 との黒と金 との彩色は，山形勝鶴岡T!i D ある寺のある建助の基股でもみたが，

ととによ ったらこのあたり 一一東北地方ーーに見る三とろの一世の『地方色J かも ):11れなし 、。 11:::

両の暴股が字分と，側面のが全部と，桂上の三斗，内陣折上の部分の「砲の尾J とf蛇廿・子J ，外

仰の小組格天井フ〉一部， ｦｊｪｾ桂 ｫ の杓桃等が見える ｯ ＱＮ ＱＮ 下近く 白 地に 壬 ｾ月 ｽｦ ｪ は 東側脇の聞の闘窓

の字分で，中央に向〈尖ってでてゐるのは併楠勾欄に親柱の|て部で、 ある( 後 II D。

' /0 ー
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第 十 一 間

同初重内陽東北隅 ( 七月二十八 日〉

前闘のま方陀見えてゐ るところを大きくした隠友ものだが・ とれは内陣の天井の隅を見せる

のが目的である。天井は絡泳は築，面は朱3 小組は緑，! & 阪は胡w塗 で( 外陣天井同断) あ る。

藍輪と逼肘木天井廻橡粂用 の7]( 卒材には炭牛 日模隊が描いて あるが，とれは本文にもかいた通

か 京 都 市 の 高 窪寺や二係維宮の飾金具にもあるから，とれはととに初まったのではなし桃

山時代からあったことが中IJ る- εb らう 。但しとれは金具ではなしに緒をいたので ある。肇崎上

のJ阪に，左方の中頃に見 える黒 b、固は『日』であ る( 後出) 。
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第 十 岡

同初重内部f和重勾欄i一昔事及親健 ( 七月 二十九日 〉

イ弗楠は k 下f C 同じ様な繰形 をくりかへ し・中央に羽目板があ るから. とれは先づ和) 桁見請で

ある 。勾欄は蓮葉東であわ，貌杭の逆運のs は初重の株勾欄と同じであるが，佐の上部に外部

の如 く節が なく，先づ とれなら唐様其ままさいへる。勾欄朱漆塗，親住上の逆蓮丈けは締青塗。

く布の方に立って ゐるのは曲尺のー尺 )0 JiJi il 耐と反封の方の* 迎住が左端に見えてゐ る。頭買に

は雲，働問の真来jJ 1 ! 住問の板には蓮花がかいである 。

- 12 ｾ＠
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第 十 国

初夏泉1 I IU/1"陣] <o. 骨子 〈七月二十九伺〉

泣く見える小組格天井は外陣東側中の間にあたる所の天井で， 駕民の中央を水卒に通ってゐ

る亀甲形及び散花菱模様のかいた材一一週肘木一ーの後ろは，後商の三間一商の部分の天井で，

とれは後ろの方だから，下、つ吃 段ぞ落 して猿煩天井に しで ある。彩色も前の方が既に述べた傑

に黒・朱・締・白等であるのに，後ろの方は排柄か何かでただ部赤 〈塗つである丈け・であるc

とんt J : 1 ' L 前後で差等をつけたのも除り津山はないやうである。左の方から少し見えてゐるのは

来迎柱からである蓋輪及木鼻の先き。下に見えてゐる字国形は固窓の上牟( 右の困窓は第十闘

左下に dうるものさ同じでるる) 。

- 73 ー
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第 十 四 岡

同初a*迎往間木鼻及11輸 ( 七月二十八日〉

之れは向て左即ち西北隅のうI<i迎住を中心にした官民で ある。室倫の側面は土質繋ぎ( 前々頁

第十二随Ａ妻照〉がかいであるが，共ｾｾ｜ーは朱の結捌彩色。但 し ［ 褒聞は略してー商 ｋ 褐色に塗って

ある。頭民は雲の模践であるが，木鼻は表 ｴ 立地 が金 ， 若葉締 ｴｾｬ は赤，裏は地は緑青に 緒様は黒，

錦は黒といった取合せで ある コ 来迎佐の左手ｉＧｌｾ弟子がかりであるのが 一部分見え て ゐるが，と

れは上屑へ昇るためので， 五重目迄は至極楽に昇って行け る。頭貰の衷は胡粉，窒倫裏は全部

補色，佐上三牛及び中央の間三ト束 一一正面の込み入った牡丹 唐草入基股の裏に首 るさとろ 一一

は最長青塗，天井共他潟底に自〈見えてゐるととろを除いては全部耕柄塗3
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第 十 五 岡

同初室外陣a 南 隅 〈七月二 I- A 日J

/ 正下に南側西の蓮子宮. の一都，右下K 西側南の回窓の棋の一部が見えてゐる。共上は長. I l l ' ，

之れから少 し上に 長即 と平行 して ゐるのが霊倫 J 共ーl二に木口が二つ見えてゐ るのは間行の肘木

の尻。下の肘木の上に斗をゐき，共上で直角 K 交叉 して ゐるのは通) 付本粂天井廻縁。共上f [ 小

中日格天井が紺まれてゐるコイlすにしろ何と いっても時代が新 しいので‘ あ るから. ，絡協tの割に耐も

町角張って小さいし，格問も昔しの程大きくないか ら，鎌倉や室町のに比べるとそとに大分の義

があわ，ゆったわざ した京分に乏 しし、。彩色も既に記 した様にいろいろ の色を川ひてゐるか 色，

少 しうるさい策が する。 大阪市夕陽J i ) 勝髭院多賀塔の天井が既に締や赤や臼を用ひてゐるか

ら，こんなのは桃山位か らと見られやう。
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第十六圏 ｾｏ 。最 月 券院 玄 重 Ｑ 舎 ｊ ｴ 鼻 ・ Ｎ Ｚｊｕ｟ ｪ 足・ 宅 ｊＩ 重外Ｘ￟寒 月支

初室内Ｖ￟ｾ刃 ｦｩ ｬ 閉虹来日曹眠及下蜘柄ｼ側 主

I
F

」

参

切

冊

。

一

芋

一

士

一

月

、
必

寅

三

十

一

号

制

実

圏

/
細

則

、

③ 

来迎血王問雪量1責JK.鼻

ー、

工
d  
ｾ＠

千刀重重 ａ 良正母及 ｦｾＱ Ｑ 事

タ十 軒 r-:t. J

③ 

比塑は慨を明うかlこ 魁 珂時こ，自P具の電則¥f f ，¥t l て同一て あ る 帆 伊|制 改 の で 防る. -iW¥t'l O  

と Ｈ ゆとはｾ同眼とい るし ， C::;ytJ' 1r. それ時多少物Lたも切であるこt.;oY，すく日|るで 1ありコι 他 期 間
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第 十 七 岡

同初重内音宮内外陣境側面纂股表 l 七月 二十 九日 J

同裏 ( 七月二十八日〉

〈斗の上に水平にあるは曲尺の二尺〉

東側面i も匹i側陶・も同 じである。表は松で，この様な意匠も 亦此時代に始まったものではないυ

史は竹。克も牡丹に唐獅子竹に虎等は室町時代からあるか ら，竹の意匠も珍 らしくはな b、。 紀

伊の浮妙寺本数向拝の基股の裂には竹林から勾が芽をだしてゐるととろ を彫刻 しであるが，何

れ も箱詰的 K 自由に取倣ってゐるの である。然 るに此の場合には中心線に封し左右栂僧でるる

l1l} j l ' L 注目すぺ〈一一錐念時代の乎法の系統さ 考へられやうーーまた地商及び竹葉。上に積雲を

だ した ととろは珍で， ) U!'Iあたりでは滑精になるが，弘前あたり にはよく似合つでゐ る。

一- T l
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間

同初重内外日車境正面墓1生表 〈七 月二 卜九 1::1 )  

同裏 ( 七月 二十八 日〉

表は中央に開花せ る牡丹， 附肩 に膏を配 しで ある。と の手法は既に桃山時代に あるとと本文

中に述べた通りで，相 手 が四角な扉の 品 ｬｩｩ 板であらうと，との 様 な ｊ 絡 事 ｾ閉式のも の で あらうさ ，

意匠の精神は同じで ある こさが一目瞭然で、 るらう。裏は裏 丈けに少 し略して附肩の膏 をとって

了ってある。 雨方見比べる と唐草の骨組は全ぐ 同 じ むるる こと， これも亦見れば誰れにでも UJJ

らかである。 とのや り方は次頁lζ 掲げたi ?ll 棺上 の立rl 長友基股の夫れに も，其さえにだ した悌慎羽

日J阪の中心飾lζ もでて ゐる。

ｾ＠ 7f 3ー
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第 十 九 同

同初重内惇蓋輸上中央墓股 ( 七 月 一二十八日 〉

之れは恰も Î ]帥例制J -_に合り， ぅk迎位問の中央で・章 l愉のJ -_で・あ るから， 最も立江氏に fffti りたて

である 。雨脚の先きにも特K 君主主がつけ力11へてるったの，輪廓の曲線を念、入りに したり，内部

の牡 丹Ｍ唐 草をゐ そろしく ｔ Ｎｊ｟ ｾｩ Ｎ に したり してある。 脚の先は先き に蛸げた ｼ 副の方がよろ しし、 。 と

れは折角つけた若葉が態とらしく大 きす ぎる。fごからな い方が反ってさ っぱり してゐてよ ろ し

ぃ。 l陥厚1; はとれが一番よ ろ しし、。他のが多少プク プクしてゐるのに，とれは割合に締りがあり，

共上κ 形も との時代 と しては いい方で ある。 内部の牡丹 m:草 に歪つては隊程考へたも のら しく，

とれ亦中中の ｫ でき である 。 中 央に花 ， 左右 ｋ 苦 ｾ配すれ ば 卒凡となるし首 ￭ｪ 頁上値 ｩ の と同じ

ｾ ｾ匠 になるから ， 如何にも能 がないとでも思 っ たの か ，中央 を 膏 にし 左 右を白と赤との花 ｴ 二し

たの は， 蝕 程 思 ひ切 う たのであら う 。 楽も小さい の 令禅山に入れ て多 く のｾ 院を 充 た し， うま

〈取倣ってゐ る。花を附肩へ持って行った';I: :IJ IL ，中心 が淋しくな い ととろ等 は，計護者の手腕

Ｉｾだ倣月以である 。 但 し Ｇ Ｑ ＩＧ 紘即ち 草は前頁のと殆んど縫 り がなし、。と れ 等 中心線 ｬＧｌ ￭ Ｎｪ L  左右・111糾

の取扱は，両il k 頁の竹と同じく， 共系統即ち践て来った

もと を 示 してゐ る ものと思ふと奥味が深いで わら う。

← 79 
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～ｾＺ＠
M ラ

寸ー 凶

同初重内R車{勢t重正面羽目板中心飾 〈七月三十九日〕

( 繰形 の問 に 卒 たくあるは出i 尺のニパ〉

唐械の倒棺の_I-.下線形の聞の羽岡板の間 K ， ｾ直前・なる ｉｲｩ ｊ 隔 ｩ ニボを入れ ーー 叉 は 束 を入れ す Ｂ ｋ

- 1向i に- ー そ こ に I，.... il 案的の /;!:]'J，'I:を入れた りした例 は鎌倉以降いく らもるる。 併 しながら との場

合 の棋 に， 正商の ｲ ｬ ｾ 心 ｬ こ丈け ， 配布相 稲 の牡 丹 唐草を 入れた の等 は ， 先 づ訟 の 例 が ある まい と

思ふ っ 鶴岡 市 外子向付なる出羽Ｍｦ，ｉｉ Ｇ 祉五 ｾ ｔＨｾ の Ｑ 邦槽には ， 其三方は後に 一一桃山時代にな って か

ら一一恰も こ の 様 ｦｃ 羽目板のまん中 ｋ 庇ｾ ｲＮ冊 子令部肉にほっ た ものを入 れ た が ， 先 づあの様 な や

り) ; である。 而j もとれは ，-Mi舵が黒漆塗なのに， 牡丹唐草は花が紅で葉が絡で ， それを唯一の

正面の中心飾 K 入れたのであるから， 非常に引立って見 えるのでる る。 との意匠も亦悲股内の

牡丹 と同じ形 であるか た， もう少しやぜか さ考へがで さうなものである等ι 非難す るのは よく

ない。小 さな 中心飾で，; 1にたせゃう さし、ふ考へ は， 卒凡な建築家に は中 中でる もので はない。

現在惜しい事 に都銀箱がゐ いである か ら，タトから では見え なb、。

ｾ＠ 6 0 -
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以

柄

材

料

な

ど

は

畿

分

安

〈

M
M

へ

る

か

も

知

れ

な

い

が

、

そ

ん

な

事

で

は

迫

つ

付

か

な

い

。

僕

は

生

活

改

逃

論

者

で

は

な

い

。

烈

し

往

々

に

し

て

建

築

家

で

自

分

に

家

を

建

て

る

と

倣

聞

は

建

築

家

三

生

前

改

辿

論

者

と

を

混

同

し

て

批

判

し
、

共

家

K

生

前

一

改

世

論

的

の

麗

k

の

期

待

を

カ

け

る

初

論

日

建

築

刻

家

で

一

一

間

あ

っ

享

二

τ牛

-

照

↑

一

第

治

改

浩

論

者

で

あ

る

人

も

あ

る

。

中

に

は

自

分

の

理

想

と

す

る

生

活

様

式

に

適

す

る

新

し

い

改

良

を

試

み

た

家

を

次

か

ら

次

に

ぷ

作

し

て

行

く

事

の

出

来

る

幸

耐

な

境

過

に

生

れ

た

建

築

家

も

あ

る

u

之

れ

は

大

に

羨

史

に

倒

す

る

。

不

宵

な

侠

と

て

も

閉

じ

境

遇

に

生

れ

た

ら

、

そ

う

し

た

事

も

し

て

見

た

か

も

知

れ

な

い

が

、

前

世

の

戒

行

拙

い

矯

め

か

不

幸

に

し

て

夫

れ

程

の

境

遇

に

居

な

い

。

世

凶

じ

は

年

齢

、

境

泊

、

家

族

の

欣

Ｘｾ＠
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態

等

に

よ

っ

て

同

じ

時

代

で

も

種

々

の

生

活

篠

式

が

あ

る

も

の

だ

。

殊

に

揮

沌

た

る

世

相

の

現

代

で

は

所

調

モ

ダ

l

ン

な

文

化

式

も

あ

れ

ば

、

洋

式

も

あ

り

、

和

式

も

あ

る

。

然

し

新

し

く

住

居

を

建

て

る

に

首

つ

て

は

、

今

迄

に

慣

れ

た

家

庭

の

生

活

保

式

に

合

致

す

る

様

な

様

式

の

家

を

造

り

今

迄

の

生

前

は

様

式

を

嬰

更

し

な

い

か

、

又

逆

に

或

る

理

想

の

生

所

時

式

に

慣

れ

て

夫

れ

に

合

致

す

る

様

式

の

家

を

建

て

其

家

庭

の

生

前

様

式

を

家

の

様

式

に

油

ム

口

さ

せ

る

か

が

問

題

だ

u

後

者

に

よ

る

者

じ

は

混

面

白

な

生

祈

改

造

主

義

者

も

あ

ら

う

が

(

敢

て

字

義

者

と

云

ふ

て

脚

部

左

毛

ダ

l

ン

夫

婦

も

あ

る

。

勿

論

理

惣

論

か

ら

云

へ

ば

縫

族

改

良

ゃ

、

進

歩

殻

謹

等

の

論

撮

か

r

h

国

民

は

総

て

生

早

川

改

造

に

努

む

る

錦

め

後

者

に

よ

る

べ

き

で

る

る

か

も

知

れ

な

い

。

殊

に

建

築

誠

K

斯

か

る

善

良

な

心

懸

の

者

が

織

山

あ

っ

た

ら

世

に

貢

献

す

る

庭

が

多

い

か

も

知

れ

友

い

。

然

し

世

の

中

に

は

吃

ん

友

殊

勝

な

ア

イ

デ

ィ

ア

リ

ス

ト

は

多

く

は

な

・

。

底

で

建

築

家

台

あ

る

住

自

身

は

ど

う

か

と

云

ふ

・こ、

兆

一

だ

面

白

な

い

が

そ

ん

な

殊

勝

な

犠

牲

心

が

な

い

，

矢

面盃圏
2p. 第 三 園

、
・

α

，

命T

q

z

 

」

F

・

'
a

7

ゆ

ι

B

同

期

- 8 2 -
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張

り

自

分

の

説

杭

の

生

日

校

式

K

蛇

築

様

式

を

合

せ

た

方

が

柴

で

性

心

地

内

μ

良

い

3

一

つ

は

保

守

的

な

老

人

や

老

妻

が

同

棲

す

る

の

だ

か

ら

共

感

化

も

あ

る

と

思

へ

る

が

‘

供

自

身

さ

し

で

も

激

務

の

後

の

安

息

を

得

る

住

居

K

於

て

ま

で

建

築

の

様

式

に

生

活

様

式

を

合

せ

る

矯

め

の

努

力

は

員

つ

卒

だ

J

人

憾

の

楼

桝

と

云

ふ

も

の

は

別

合

に

微

妙

な

も

の

で

・

渚

つ

け

ぬ

衣

服

に

肩

が

懲

っ

た

り

、

慣

れ

ぬ

仕

事

に

手

足

が

痛

ん

だ

り

す

る

。

家

庭

の

生

前

様

式

に

激

鑓

を

来

す

様

友

家

に

入

れ

は

暗

k

の

聞

に

身

憾

に

無

型

が

か

k

る

。

共

影

山
柑

げ

は

目

す

-

た

ぬ

が

肩

の

懲

り

や

手

足

の

痛

み

よ

り

吋

判

長

〈

大

き

い

に

違

ひ

友

い

。

若

し

家

族

K

之

に

増

え

得

ぬ

も

の

が

出

米

た

り

す

る

と

平

一

地

家

相

見

先

生

の

詩

め

に

折

角

建

て

た

円余

に

「

け

ホ

』

を

什

け

ら

れ

る

。

そ

と

で

侠

の

今

迄

の

生

活

様

式

と

言

ふ

事

が

僕

の

家

を

建

。

る

時

の

恭

本

と

成

る

の

だ

が

、

生

祈

模

式

の

大

き

な

問

題

は

.

文

化

住

宅

と

か

、

洋

式

だ

と

か

和

式

だ

と

か

言

つ

で

も

‘

要

す

る

に

座

式

か

椅

子

式

か

と

云

ふ

蜘

に

あ

る

と

思

ふ

r

然

る

K

伐

の

は

座

式

で

も

無

け

れ

ば

、

精

子

式

で

も

無

い

、

強

い

て

名

を

付

け

れ

ば

臥

式

だ

3

僕

は

一

倍

非

常

に

行

儀

が

謡

ぃ

、

日

常

の

生

活

K

座

る

な

ど

は

民

つ

卒

だ

、

ぐ

E

言

っ

て

精

子

で

は

如

何

に

安

柴

友

質

油

障

な

も

の

で

も

満

足

出

来

ぬ

、

家

中

何

庭

に

で

も

ゴ

ロ

/

¥

引

繰

返

っ

て

書

物

で

も

読

む

事

の

出

来

る

の

で

な

い

と

刷

る

。

寄与室ペヲンダ

代えに元 fニ て 度 を ι1，外Il t J 長? ? ; は

だ 時 集 。 予k し 二 活 閣 の い に +11 侠

第四回l

っ

た

か

ら

二

度

と

も

川

町

朝

首

座

は

梢

子

や

寝

ム

川

で

詳

し

た

も

の

だ

、

底

が

二

度

と

も

一

年

二

年

と

絞

っ

聞

に

椅

子

が

無

く

た

り

寝

台

が

官

り

飛

ば

さ

れ

て

、

元

の

位

の

上

に

寝

そ

べ

る

式

に

蹄

つ

τ
来

る

。

椅

子

や

寝

台

の

洋

式

生

前

も

結

構

だ

が

.

精

子

や

寝

台

で

家

庭

で

充

分

な

安

息

を

得

ょ

う

と

思

へ

ば

余

四

時

質

津

友

も

の

に

し

・

な

け

れ

ば

侠

に

は

不

満

足

だ

殊

に

夏

な

ど

半

裸

胞

で

暮

す

事

に

慣

れ

た

僕

に

は

何

と

な

く

腐

り

が

悪

i

。

家

庭

左

安

息

の

場

所

さ

考

へ

.

生

的

の

改

良

と

言

ふ

様

な

殊

勝

な

・労

力

を

家

庭

で

ま

で

絞

り

た

く

な

く

、

共

上

臥

式

で

行

く

の

が

侠

の

生

祈

様

式

だ

か

ら

家

は

矢

つ

張

り

在

来

の

m

m

H

襖

の

和

風

の

家

が

僕

の

生

活

様

式

に

は

首

織

る

事

に

な

る

つ

長

い

尾

一副

の

聞

に

土

地

の

気

候

風

土

k

m

は

れ

て

出

来

た

和

風

の

家

に

ら

近

代

利

壊

の

上

か

ら

凡

て

非

常

に

良

い

1

0

唱

庭

が

あ

っ

て

、

い

く

ら

文

明

開

化

の

靴

の

小

マ

も

生

半

可

な

州

首

識

?

な

辿

な

密

化

を

米

し

制州

い

駄

が

多

々

あ

る

い

策

好

法

仰

が

家

は

反

を

旨

と

し

て

建

1

よ

さ

数

百

年

の

土

日

に

敬

っ

て

居

る

が

、

操

気

の

多

い

日

本

の

夏

に

は

和

風

の

家

が

殊

に

取

柄

が

多

い

。

只

近

年

立

居

振

舞

の

便

利

左

鹿

か

ら

業

務

に

従

事

す

る

に

洋

服

が

渚

ら

れ

守

椅

子

式

が

川

ひ

ら

れ

る

事

に

な

っ

た

が

成

碑

緊

張

し

て

激

務

に

服

す

る

に

は

共

方

が

便

利

だ

、

仕

事

に

は

洋

服

d

h

良

か

ら

う

、

椅

子

も

よ

か

ら

う

。

然

し

安

息

の

場

所

で

あ

る

家

庭

で

は

窮

朋

袋

の

異

名

あ

る

洋

服

よ

り

も

和

服

の

方

が

喫

だ

し

、

椅

子

に

腰

働

け

る

よ

り

も

何

庭

に

で

も

寝

そ

べ

る

事

の

出

来

る

控

の

方

が

僕

に

は

楽

で

安

息

が

得

ι
，

れ

る

。

掃

除

に

し

た

底

が

和

風

力

家

の

方

ポ

手

聞

が

幸司伊 害 賠1
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か

L

ら

な

い

。

洋

服

の

来

訪

者

の

矯

め

に

小

さ

な

椅

子

式

の

常

を

設

け

に

が

椅

子

ゃ

.

辛

子

が

邪

魔

に

な

っ

て

毎

日

の

掃

除

に

困

る

さ

言

ふ

.

ド

舛

の

愚

酬

を

聞

く

の

も

一

理

る

っ

て

無

理

と

は

思

へ

な

い

。

こ

ん

な

鹿

か

ら

伐

の

家

は

世

聞

に

在

り

ふ

れ

た

、

言

ひ

悦

へ

れ

ば

附

の

緒

切

っ

て

以

来

慣

れ

た

生

前

様

式

の

和

風

の

家

に

な

っ

た

の

だ

。

要

す

る

に

侠

は

建

築

家

だ

が

生

活

改

造

論

者

で

な

い

。

殊

に

侠

は

平

繁

か

ら

持

論

さ

L

て

'
世

の

中

の

事

は

総

て

τ

ポ

q

l

v'

2

・
J

(

何

〈

o

-

z

z

o
ロ

)

で

進

む

べ

き

も

の

で

レ

ポ

リ

1

シ

J

d

'

問

。

〈

O

E

巳

O

ロ

で

准

む

べ

き

で

な

い

と

思

っ

て

居

る

、

思

想

題

問

に

到

し

で

も

政

治

問

題

K

謝

し

で

も

生

前

様

式

の

問

題

に

封

し

で

も

同

様

で

あ

る

J

だ

か

ら

理

想

上

の

律

活

様

式

の

家

を

建

て

、

-
A

寸

ν

者

リ

i

・

，

司

，

迄

の

生

活

に

河
内

〈

o
-

E

E
ロ

を

起

す

様

な

事

は

好

な

い

。

建

築

家

が

総

て

生

活

改

良

論

者

で

あ

っ

て

綿

て

の

家

乞

自

己

の

理

想

で

あ

る

生

前

様

式

に

合

ふ

様

に

設

計

し

よ

う

と

し

た

ら

幌

困

っ

た

事

に

成

ら

う

。

生

活

の

様

式

は

極

め

て

主

観

的

の
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組

で

あ

る

。

だ

か
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例

々

の

生

前
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式

を
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し

個

々

の

生

前
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三

令

具
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れ
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築
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(

格

)

石 川 頑 一 郎 氏 制 作家の壁荒

I:LI合の村はづれに ーε もtl : てる 小牧宅です。外部荒事正裕り

丸太待子の有 る窓。) I流 れの犀根。下地窓の空気抜。 すべ

て農家と の調和1を破 らぬ棋に! ! ! 坪数も

必要なだけの主を l日米 るだけ切りつめ

て配置 しましたつ

自然像側たどは割愛する様に主主りま

したがa 丸太三竹三の『パーゴラ』を

浩って日向ぽっ とは土に親 しみ友がら

する事に なり回閤生活として之れの方

がぴったり来 る様主主気持もするのです

六帖と書賓の床は 九寸程高イ辰吉と つけ

ろ、此の二宅わ( 一定 とも見る〉主さ

して主人公の畑氏あて 余の常は主! 守1 の

勢力範閣です。小供で・もあれば庭も宝

も廊下も 家庭全部が小供三七! と して提供

されますC

家

十五坪七合五勺
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建 築 主 量1: 曾 ( XJ I I ) 附録
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.， 
v  

2  

1 外 観

2 舞蓋と鍛帳

3 義太夫語場

1111111111111111111111111111111111111111111111111111 

大 阪 ・ 文 幾 度

設 計 八 木 建 築 事 務 所

施工 大 阪 橋 本 組

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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3 天 井

4 叡覧席

5 貴賓席

4  

大 阪 ・ 女 楽 座

設計 八木建築事務所

施 工 大 阪 橋 本 組

3  

5  



39 ｾ阪紳新建築集 建 築 it と 鮭 曾 ( X II I ) 附録

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

6  7  

寄旨

文 集 座 増 改 築 工 事 概 要

位 置 大阪市南函股谷直之

町十二番地

工 程 昭 和 四 年 四 月 定ユ:

同十一月三十日峻エ

敷 地 面 積 四 六O iJIi

建 坪 三 七 二 坪 五 八

総 延 坪 七 三九坪五四

建 物 高 新地盤線より パテ ペ

ツ ト上端迄本fo{ 三十三尺

附局家二十九} ミ五寸、 γ

ームの高五十八尺

構 造 主総骨 鍛筋コ ング リー

ト治一部煉宝石造

設 計 八木建築事務所

工事 請 負 者 合 名 曾 駐 大 阪 橋本

最E

6 一階平面 圃

I 二階平面 圃

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

大 阪 ・ 文 楽 座

殴 計 八 木 建 築 事 務所

施 工 大 阪 信 本 組

1111111111111111111111111111111111111111111111111111 

大 阪 事 1呆 羅 数 舎 垂 堂 新 築 工 事 概 要

位 置 大阪市北区曾依崎上二丁 目六 同十二月 廿 四日竣工

番地 エ 貨 建 築 工 費 四 ヒ 二 四 二 国|二五

E政 地 坪 数 九 八坪三六
衛生水道費 四O 九六回l五=

建 坪 六 四 坪 三 八

暖 房 寵 気 一

総 延 坪 一六一坪四 O

家 具 設 備 費 五 六 九 九 間 二O

階 ji';: j  三階建地階付
建 築 様 式 ゴ シッ クスタイル

建 物 高 五 十 七 尺 八 寸
設 計 ゲオーリズ建築事務所

エ 程 昭和四年四月起工 工 事 請 負 者 石 川島 岡本新次郎
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1 外 観

2 平面圃

3  i首手事室

[ i ;  

第" 111キ面周

Ｎ ｾ。

_  - "' l  

串f ( 庁平面倒

Lと_ - 三」

L 一一一 2・. .  

*量I f +i 1唖l

大 阪 聖 保 羅 敬 曾 聖 堂

殴計 ヴ才ーリス建薬事務所

ｾ工石川屋岡本工務底

3  
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梼
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篠
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岡
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、
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に
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て
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を
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友
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猿
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